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はじめに 

 

この履修の手引は、工学域に入学した諸君がこれから４年間で学修する科目の履修方法、

成績評価などについて記載したものです。少々硬い表現になっていますが、約束事になって

いますので、よく読んで履修して下さい。 

この中には、 

１．工学域・工学研究科の教育理念・目標 

２．卒業に必要となる単位の一覧表 

３．定期試験および成績評価 

４．その他、学生生活で必要となる連絡事項 

５．各学類・課程の教育目標・目的 

６．各学類・課程の標準履修課程表 

７．履修に関する規程・大阪府立大学工学域規程 

８．シラバス 

９．時間割、教員組織表 

などについて詳しい説明があります。卒業まで大切に保管してください。 

 ただし、８．シラバス、および ９．時間割表、教員組織表は別冊になっています。 

（これらについて、２年次以降は、学生ポータルより各自確認すること。） 

 

現代社会は、グローバル化と科学技術の発達により、急速に変化し、このような変化は社

会に様々な問題を引き起こしています。科学技術を用いて有用な事物を構築し、このような

問題を解決することが、工学の重要な役割です。このような役割を果たし続けるためには、

工学を教育・研究する組織は、急速な社会の変化に対応できる高い機動性と柔軟性を持つ必

要があります。 

工学域では、大学改革の趣旨を踏まえて、平成24年度より従来の10学科組織を、電気電子

系学類、物質化学系学類、機械系学類、の大括りの３学類組織に改編しました。 

各学類には次のとおり教育課程を置いています。 

・電気電子系学類 

情報工学、電気電子システム工学、数理システム、電子物理工学 

・物質化学系学類 

応用化学、化学工学、マテリアル工学 

・機械系学類 

航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工学 

 

 大学では、自らの意思で自立的に学ぶことが基本になっています。これからの４年間で、

豊かな人格と教養を身につけ、工学の専門的な基礎知識を学んで、将来直面するであろう

工学的問題を解決する基本的な能力を培い、創造性と個性を伸ばせるかどうかの鍵は、諸

君自身が握っていることを自覚して、有意義な学生生活を送るように期待します。 
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Ⅰ．大阪府立大学工学研究科・工学域 教育理念･目標 

 

大阪府立大学工学域では、大学院工学研究科に継⥆する୍㈏教育を⾜ࡗていることかࡽ、教育理念・目標

をࡑれࡒれにษり㞳してᥖ♧す࡭きでないとの⪃࠼の基に、ᖖに大学院工学研究科の理念をྠ᫬にᥖ♧す

ることにしている。 

 

基本理念�

大阪府立大学大学院工学研究科・工学域は、科学とᢏ⾡の⼥ྜ㡿域で࠶る工学において、

真理の᥈究と知の創造を重視し、自↛環境と調和する科学ᢏ⾡の発ᒎをᅗり、ᣢ⥆ྍ能な

社会の発ᒎとᩥ化の創造に㈉⊩することをࡑの基本の理念とする。�

�

教育理念�

大阪府立大学大学院工学研究科・工学域は、この基本理念のもとで教育・研究をᐇ㊶し、

人と社会と自↛に対するᗈい視㔝と῝い知㆑をもࡕ、㇏かな人㛫性、高い倫理観および専

門能力をවࡡഛ࠼、工学における重せなㄢ㢟を主体的にㄆ㆑して問㢟のゎỴに努め、社会

の発ᒎ、⚟♴のྥ上およびᩥ化の創造に㈉⊩できるᢏ⾡⪅・研究⪅を育成する。�

�

工学域においては、ᖜᗈい⥲ྜ的知㆑および工学分㔝の専門知㆑に基づいて問㢟をㄆ㆑し、

評価し、ゎỴする基本的な能力をᇵい、創造性とಶ性をఙࡤし、㇏かな教養、高い倫理観

と専門能力をවࡡഛ࠼た人ᮦを育成する。�

�

工学研究科༤ኈ๓ᮇㄢ⛬においては、工学分㔝のᗈ⠊な専門知㆑の教授と研究ᣦᑟを㏻し

て、基本的研究能力と問㢟ゎỴ能力をᇵい、自ࡽ知的㈨⏘を創造し、᪂㡿域を開ᣅできる

人ᮦを育成する。� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�

工学研究科༤ኈᚋᮇㄢ⛬においては、工学分㔝の高度な専門知㆑の教授と研究ᣦᑟを㏻し

て、自立して研究活動を⾜い、ࡑの成ᯝを⥲ྜ評価する能力をᇵい、᪂しい知㆑を体⣔化

し、ඛᑟ的な工学㡿域を創生できる人ᮦを育成する。�

�

教育目標�

工学域においては、ḟの㡯目をල体的な達成目標とする。�

１．㇏かな教養をもࡕ、工学ࡀ、自↛、環境、社会、Ṕྐ、人㛫、ᩥ化と࡝のよ࠺な㛵ಀ

に࠶るかを῝ࡃ理ゎする。�

２．工学の専門知㆑とᢏ⾡を体⣔的に学び、応用できる。�

３．᪥本ㄒで科学・ᢏ⾡上のᩥ❶を、ㄞࡳ、᭩ࡃことࡀでき、ㄽ理的・科学的な㆟ㄽࡀで

きる。�

４．ᢏ⾡⪅として、国際社会で活㌍するのにᚲせなⱥㄒによるㄽ理的な記㏙力、ཱྀ㢌発⾲

力、ウ㆟な࡝の࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥシࣙࣥ基礎能力をもつ。�

㸳．科学・ᢏ⾡を฼用することにより、対㇟をㄽ理的・科学的に分ᯒすることࡀできる。�
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㸴．ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖な࡝を用いてከ✀ከᵝな科学・ᢏ⾡の᝟ሗを、཰㞟・分ᯒし、ุ᩿す

ることࡀできる。�

㸵．科学・ᢏ⾡を฼用することにより、社会のᵝࠎな問㢟をゎỴするための創造能力㸦ࢹ

�。能力㸧をもつࣥ࢖ࢨ

㸶．科学・ᢏ⾡ࡀ社会と自↛にཬࡰすᙳ㡪をㄆ㆑し、ᢏ⾡⪅ࡀ社会に対して㈇ࡗている㈐

௵を自ぬし、高い倫理観をもつ。�

㸷．科学・ᢏ⾡の知㆑を、生ᾭにΏࡗて、自主的、継⥆的に学習・習ᚓする能力を㌟につ

ける。�

�

工学研究科༤ኈ๓ᮇㄢ⛬においては、ḟの㡯目をල体的な達成目標とする。�

１．ᢏ⾡⪅・研究⪅として社会に㈉⊩する౑࿨ឤ、ᢏ⾡ࡀ人・社会・自↛にཬࡰすᙳ㡪に

ついて῝࠼⪄ࡃる姿勢と㈐௵ឤ、高い倫理観の࠶るุ᩿力をᇵ࠺。�

２．社会のኚ化と科学ᢏ⾡の⃭しい進Ṍに主体的に対応できるᖜᗈい視㔝、基礎学力およ

びᰂ㌾なᛮ⪃力をᇵ࠺。�

３．専門分㔝の基礎的知㆑・ᢏ⾡およびࡑの応用力を育成し、問㢟ゎỴのために⊂自の発

᝿でㄢ㢟を᥈ồする能力と研究を㐙⾜する基本的能力、ࡑして知的㈨⏘を創造する能力

をᇵ࠺。�

４．᪥本ㄒ能力、ⱥㄒ能力のྥ上をᅗり、会話・ㄞゎ能力、学⾡ㄽᩥࡸᢏ⾡㈨ᩱの調ᰝ・

分ᯒ能力なࡽびに学⾡ሗ࿌・ㄽᩥのᇳ➹能力をᇵ࠺。�

㸳．自ࡽ㐙⾜した研究の成ᯝをㄽᩥとしてࡲとめる能力、学会・研究会➼で発⾲・ウㄽす

る能力をᇵ࠺。�

㸴．学域学生に対する₇習・ᐇ㦂の教育⿵ຓのᐇ㊶を㏻して、�教育研究ᣦᑟの基礎的能力

をᇵ࠺。�

�

�

工学研究科༤ኈᚋᮇㄢ⛬においては、ḟの㡯目をල体的な達成目標とする。�

１．工学における重せなㄢ㢟を主体的にㄆ㆑するとともに、ᬑ㐢的価್の࠶る問㢟をᢳฟ

し、分ᯒ・⥲ྜ・評価することによࡗて、᪂しい知㆑を体⣔化する能力をᇵ࠺。�

２．ඃれた学⾡ㄽᩥをᇳ➹するとともに、国内እの学会、国際会㆟においてㄽᩥ発⾲・研

究ウㄽする能力をᇵ࠺。�

３．自ࡽの専門分㔝を῝ࡃ᥈ồするにとࡎࡽࡲ࡝、௚分㔝の研究とᢏ⾡にᗈࡃ目をྥけ、

⊂創的な科学とᢏ⾡を開ᣅし、᪂たな学問、ඛᑟ的な工学㡿域と᪂つ⏘ᴗをษりᣅࡃ能

力をᇵ࠺。�

４．␗ᩥ化に対する理ゎとࢣࢽ࣑ࣗࢥ㸫シࣙࣥ能力のྥ上をᅗり、国際的に活㌍できる能

力をᇵ࠺。�

㸳．学域および༤ኈ๓ᮇㄢ⛬の学生に対するᐇ㦂・研究の教育研究⿵ຓのᐇ㊶を㏻して、

教育研究に対するᣦᑟ能力をྥ上させる。�

�
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基本姿勢 
大阪府立大学大学院工学研究科・工学域は、上記の理念・教育目標を達成するための基本

姿勢として以下の点に努める。 

 
１．基礎研究と応用研究を調和させて推進できる研究組織を構築し、構成員の能力を十分 

発揮できる研究環境を保証し、国際水準の研究の推進に努める。 
２．学問の自由と人権を守りつつ、高い倫理観に基づいた教育・研究を保証する評価シス

テムを構築し、教育研究活動を活性化させる運営に努める。 
３．教員は、対話による教授を重視し、高度に専門的な知の継承を促す教育に努め、学生

は、自学自習を基本として、主体的かつ創造的な研究能力の涵養に努める。 
４．真に開かれた大学として成長をつづけるために、国際交流はもとより、国内および大

阪を中心とする地域社会との連携を強化することに努める。 

 

 

− 3−



䊡 工学域履修要項 

 

１． 工 学 域 の 教 育 の 特 色 

� ��᪂ධ生≉᭷のつࡲづきを㜵ࡄとともに、大学生としての基礎的学ಟ能力の養成と学生の創造能力の

育成を目的として、ඹ㏻教育科目のᑟධ科目ึࠕᖺḟ２࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮ༢఩をᚲಟとする。�
�

��教養教育を重視し、ඹ㏻教育科目の教養科目では、人ᩥ社会科学⣔科目、教養ᒎ開科目かࡽ、ྜィ

㸴༢఩以上を㑅ᢥᚲಟとする。�
�

�� 専門基礎科目は༞ᴗࡲでに��༢఩以上ᒚಟするᚲせ࠶ࡀる。�
�

��ᢏ⾡⪅としての高い倫理観をᇵい、㇏かな人㛫性を育ࡴために、学域ඹ㏻科目ࠕ環境倫理ࠖ２༢఩

とྠ科目ࠕ工学倫理ࠖ２༢఩をᚲಟとする。�
�

��基礎的な᝟ሗࣜテࣛシ࣮を育成するため、᝟ሗ基礎科目ࠕ᝟ሗ基礎㸦᝟ሗ社会と᝟ሗ倫理をྵࡴ。㸧ࠖ

２༢఩と専門基礎科目ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࠕධ門ࠖ２༢఩をᚲಟとする。�
�

��ⱥㄒによる࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥシࣙࣥ基礎能力の育成を重視し、ඹ㏻教育科目のእ国ㄒ科目㸦ⱥㄒ㸧��

༢఩をᚲಟとする。ࡲた工学に≉化したⱥㄒの⾲⌧能力・理ゎ能力の養成を目的としたⱥㄒ科目㸦１

�。たは２༢఩㸧をྛㄢ⛬でᚲಟとするࡲ
�

��᪥本ㄒによるㄽ理的な記㏙力、ウ㆟の基礎能力、ࣥࢮࣞࣉテ࣮シࣙࣥ能力、ཬびィ⏬的に研究を進

める能力を、ྛ科目を㏻して育成する。�
�

２༢఩と連携するࠖ࢔自ᕫのᙺ๭と࢟ࣕࣜࠕ教育の୍環として、ඹ㏻教育科目の教養科目࢔ࣜࣕ࢟��

学域ඹ㏻科目࢔ࢽࢪ࢚ࣥࠕのための࢟ࣕࣜ２ࠖࣥ࢖ࢨࢹ࢔༢఩を開ㅮし、専門ᐙ、ᢏ⾡⪅としての

自ぬを養い、࢚ におい࡝て௻ᴗ⌧ሙなࡌた⫋ᴗ体㦂を㏻ࡲ。࠺⾜教育を࢔のための࢟ࣕࣜ࢔ࢽࢪࣥ

て⌧ᐇに生㉳するㅖ問㢟をල体的に分ᯒし、ゎỴしていࡃ能力を育成することを目的として、学域

ඹ㏻科目ࠕ工学域࣮ࣥࢱࣥ࢖シ２ࠖࣉࢵ༢఩を開ㅮする。�
�

��工学඲⯡とྛ学㢮で学ࡪ学問分㔝をಠ▔的にぢΏし、学問分㔝の඲体ീをᢕᥱする視点を⋓ᚓする

ことを目的として、ึ ᖺḟにྛ学㢮にᴫㄽ的な学㢮基┙科目を開ㅮする。これࡽの科目のධ門的な

性᱁を重視して、㐣度の専門化をᣍかないよ࠺にៅ重に㓄៖しつつ、ᚲಟ科目として開ㅮする。�
�

���ྛ 学㢮では、学㢮基┙科目を４༢఩以上㑅ᢥᚲಟとし、ྠࡌ学㢮にᒓする学生と教員୍ࡀ体とな

�。をྲྀりධれるࡳてྛ学㢮の⤫୍的な教育目的・目標を達成する௙組ࡗ

�
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㸰． 工 学 域 の 学 㢮 ࣭ ㄢ ⛬ ࠾ ࡼ ࡧ ᐃ ဨ ୍ ぴ 

� 工学域には以下の３学㢮１㸮ㄢ⛬ࡀタ⨨されており、ྛ 学㢮・ㄢ⛬のྡ⛠ཬびධ学ᐃ員は下⾲のとお

りで࠶る。�

 

      ⾲ １  工学域の学㢮࣭ㄢ⛬࡜ᐃဨ 

学� � 㢮 ㄢ� � � ⛬� ධ�学�ᐃ�員 

㟁Ẽ㟁Ꮚ⣔学㢮�

� ᝟ሗ工学ㄢ⛬�

１㸶㸳� ྡ�
� 㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学ㄢ⛬�

ᩘ理システムㄢ⛬�

� 㟁Ꮚ≀理工学ㄢ⛬ 

≀㉁化学⣔学㢮�

応用化学ㄢ⛬ �

１４㸮� ྡ�� 化学工学ㄢ⛬ 

� ࣐テࣜࣝ࢔工学ㄢ⛬� �  

ᶵ Ე ⣔ 学 㢮 �

� ⯟✵Ᏹᐂ工学ㄢ⛬ �

１３㸮� ྡ�ᾏὒシステム工学ㄢ⛬�

� ᶵᲔ工学ㄢ⛬�

ィ� � � � ４㸳㸳� ྡ� �

 

 

㸱． 学 ᖺ ࣭ 学 ᮇ ࣭ ᤵ ᴗ ᮇ 㛫 ➼ 

  学� � � � � ᖺ� ͐͐͐ẖᖺ４᭶１᪥にጞࡲり、⩣ᖺ３᭶３１᪥に⤊ࢃる。�

� � 学� � � � � ᮇ� ͐͐͐๓ᮇは４᭶１᪥かࡽ㸷᭶２㸳᪥ࡲで。�

� � � � � � � � � � � � � ᚋᮇは㸷᭶２㸴᪥かࡽ⩣ᖺ３᭶３１᪥ࡲで。�

  ఇ� ��ᴗ��� ᪥� ͐͐͐ᅵ・᪥᭙᪥、国Ẹの⚃᪥に㛵するἲᚊにつᐃする᪥㸦⚃᪥授ᴗᐇ᪋᪥、�

授ᴗ調ᩚ᪥を㝖ࡃ㸧、本学記念᪥４᭶㸴᪥、᫓Ꮨ・ኟᏘ・෤Ꮨఇᴗᮇ㛫�

 

ヲしい授ᴗᮇ㛫およびヨ㦂ᮇ㛫➼は、ྛᖺ度ᙜึにᐃめࡽれる学ᖺᬺによる。ẖᖺ度、学生�

�、ᚲせとㄆめたときはࡀし、ᢸᙜ教員ࡔで☜ㄆすること。た➼ࢪおよび大学࣮࣍ム࣮࣮࣌ࢱࣥࢭ

。る࠶ࡀሙྜ࠺⾜ヨ㦂をࡸの௚のᮇ㛫に授ᴗࡑ
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㸲�  ᤵ ᴗ ⛉ ┠ の ✀ 㢮                   

㸦１㸧�授ᴗ科目は、ඹ㏻教育科目のᑟධ科目㸦ึᖺḟ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ㸧と教養科目�人ᩥ社会科学⣔科目、�

自↛科学・」ྜ㡿域⣔科目、教養ᒎ開科目�ཬび基┙科目㸦እ国ㄒ科目、೺ᗣ・ス࣏࣮ࢶ科学科

目、᝟ሗ基礎科目㸧、専門基礎科目㸦理⣔基礎科目㸧、専門科目、㈨᱁科目�教⫋科目�に分か

れる。�

㸦２㸧�専門科目以እは、主として高➼教育推進ᶵ構ࡀ科目を開タする。�  

㸦３㸧�専門科目については、ྛ学㢮・ㄢ⛬の標準ᒚಟㄢ⛬に基づき、工学域ࡀ科目を開タする。ᒚ

ಟに㛵しては、本工学域ᒚಟせ㡯にᚑࢃなけれࡤなࡽない。�

 

 

㸳． ᤵ ᴗ ⛉ ┠ の ༢ ఩                   

� � 授ᴗ科目の༢఩は、ḟのとおりᐃめࡽれている。�

�

������⾲ 㸰  ᤵᴗ⛉┠の༢఩⾲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

科� � � 目 授� � ᴗ 授�ᴗ�᫬�㛫�ᩘ ༢�఩  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

共
通
教
育
科
目 

ᑟධ科目 ₇� � 習� ẖ㐌� １᫬㛫� １㸳㐌 １ 

教養科目 ㅮ⩏、₇習� ẖ㐌� １᫬㛫� １㸳㐌 １ 

基
盤
科
目 

እ国ㄒ科目 ₇� � 習 ẖ㐌� １᫬㛫� １㸳㐌 １ 

೺ᗣ㺃ス࣏࣮ࢶ 
科学科目 

ㅮ⩏、₇習 ẖ㐌� １᫬㛫� １㸳㐌 １ 

᝟ሗ基礎科目� ㅮ� � ⩏� ẖ㐌� １᫬㛫� １㸳㐌 １ 

専門基礎科目㸦理⣔基礎科目㸧�
ㅮ⩏、₇習� ẖ㐌� １᫬㛫� １㸳㐌 １ 

ᐇ� � 㦂� ẖ㐌� ２᫬㛫� １㸳㐌� １�

専門科目�

� ㅮ⩏、₇習ͤ� ẖ㐌� １᫬㛫� １㸳㐌� １�

ᐇ㦂、ᐇ習、〇ᅗ➼ ẖ㐌� ２᫬㛫� １㸳㐌 １ 

༞ᴗ研究 ẖ㐌� ４᫬㛫� １㸳㐌 １ 

ͤ₇習は、ẖ㐌２᫬㛫１㸳㐌で１༢఩のものも࠶る。�

 

 

  

 

 

༢఩ไについて�

� 上記の⾲によると、₇習・ᐇ習・༞ᴗ研究な࡝を㝖いて、�᫬㛫㸦大学では୍⯡に��分授ᴗをព࿡している㸧

ᐇは、�༢఩をಟᚓするためには��᫬㛫学ಟす、ࡀる࠼にぢ࠺つ、��㐌授ᴗをཷけると�༢఩ྲྀᚓできるよࡎ

ることࡀ基本になࡗており、��㐌の授ᴗࡔけでは�༢఩ಟᚓすることࡀできない。すなࡕࢃ、�༢఩のಟᚓに

は、��᫬㛫のண習、��᫬㛫の᚟習にຍ࠼て、��᫬㛫の授ᴗをཷけることをព࿡している。授ᴗではከࡃのㄢ

㢟㸦ᐟ㢟㸧ࡀㄢせࡽれることࡀከいࡀ、これはཝᐦな༢఩ไをᐇ᪋するためには࠺࡝してもᚲせで࠶る。�

� 高ᰯな࡝でもࠕ༢఩ࠖとい࠺ゝⴥを౑ࡗているࡀ、このሙྜはఱ᫬㛫授ᴗをཷけるかにព࿡࠶ࡀり、大学

における༢఩とは⪃࠼᪉ࡀ␗なるので、十分なὀពࡀᚲせで࠶る。ᖖにண習、᚟習を⾜いなࡽࡀ授ᴗをཷけ

ることࡀᒚಟの基本で࠶ることをᛀれてはなࡽない。�
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㸴． ᶆ ‽ 履 修 ㄢ ⛬ ࡜ 履 修 ୖ の ὀ ព                     

�１�ඹ㏻教育科目 

ձ� ඹ㏻教育科目は、主として高➼教育推進ᶵ構の教員ࡀᢸᙜし、ࡑの科目ྡ、༢఩ᩘ、㓄ᙜᖺḟ➼

については、高➼教育推進ᶵ構発⾜のࠕ授ᴗ科目࢞ࢻ࢖�高➼教育推進ᶵ構ᥦ౪科目�ࠖに記㍕され

ている。ᒚಟに㛵しては、本෉Ꮚのඹ㏻教育科目、自由㑅ᢥᯟᒚಟㄢ⛬の記㍕とేせてཧ↷し、࢜

࢚ࣜࣥテ࣮シࣙࣥにᚲࡎฟᖍの上、ṇ☜なཷㅮ⏦ㄳを⾜࠺こと。�

ղ� እ国人␃学生ཬび᪥本ㄒをẕㄒとしない学生を対㇟に高➼教育推進ᶵ構ࡀ≉౛科目を開ㅮして

いる。なお、ᙜヱ科目は༢఩ಟᚓᚋに⏦ㄳにより༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩にㄞ࠼᭰ࡳることࡀできる。ヲ

⣽についてはࠕ授ᴗ科目࢞ࢻ࢖㸦高➼教育推進ᶵ構ᥦ౪科目㸧ࠖཬびࠕ≉౛科目のᡭᘬࠖをཧ↷す

ること。�

�

�２�専門基礎科目㸦理⣔基礎科目㸧�

ձ� ྛ授ᴗ科目は、内ᐜの㛵連性と学ಟの㞴᫆度な࡝の㠃かࡽጇᙜなᖺḟに㓄ᙜされ、これに基づき、

学㢮・ㄢ⛬ẖにᒚಟㄢ⛬ࡀ⦅成されているので、これにᚑࡗてᒚಟすること。たࡔし、教育ຠᯝを

より୍ᒙ高めるため、㓄ᙜ科目・科目内ᐜ・㓄ᙜᮇ・ᢸᙜ⪅➼ࡀኚ᭦されるሙྜ࠶ࡀる。�

ղ� 科目ྡ⛠のᮎᑿにϨ࠶るいはϩな࡝の⾲⌧࠶ࡀるሙྜ、Ϩ、ϩ・・・の㡰にᒚಟすることを推ዡ

する。�

ճ� 科目によࡗてはࡑのᒚಟについて、ᣦᐃඛ⾜科目ཬびᚲせඛ⾜科目ࡀᐃめࡽれている。�

・ᣦᐃඛ⾜科目とは、ཷㅮする๓にᚲࡎᒚಟしておかなけれࡑ、ࡤの科目のཷㅮをチྍされないඛ

⾜の科目で࠶る。㸦ᣦᐃඛ⾜科目は標準ᒚಟㄢ⛬⾲中のഛ⪃ḍにࡑの科目ྡを㸦� � � 㸧༳でᅖ

�で⾲♧されている。㸧ࢇ

・ᚲせඛ⾜科目とは、ࡑの科目をཷㅮする๓にᒚಟしておかなけれࡑ、ࡤの科目のᒚಟࡀᅔ㞴とな

るඛ⾜の科目で࠶る。㸦ᚲせඛ⾜科目は、標準ᒚಟㄢ⛬⾲中のഛ⪃ḍに、ࡑの科目ྡを㹙� � 㹛

でᅖࢇで⾲♧されている。㸧�

�

�３�専門科目�

ձ� 専門科目は、学域ඹ㏻科目・学㢮基┙科目・ㄢ⛬専門科目で⦅成されている。�

科目༊分ẖにᒚಟす࡭きᚲせ༢఩ᩘࡀᐃめࡽれているので、༞ᴗするࡲでにこれを‶たすよ࠺にィ

⏬的にᒚಟするᚲせ࠶ࡀる。�

ղ� ௚ㄢ⛬の専門科目も、ࡑのㄢ⛬のᣦᐃする⾲３の科目を㝖いてཷㅮすることࡀできる。ྠ ୍学㢮

の௚ㄢ⛬の専門科目は、自ㄢ⛬の専門科目に４༢఩ࡲでྵめることࡀでき、ࡲた、௚学㢮の専門科

目は自由㑅ᢥᯟの༢఩にྵめることࡀできる。�

� � ճ� 㓄ᙜᖺḟに達していない専門科目のཷㅮをᕼᮃするሙྜは、授ᴗᢸᙜ教員➼の承ㄆをᚓれཷࡤㅮ

⏦ㄳできること࠶ࡀる。ヲしࡃは教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧に問いྜࢃせること。㸦㓄ᙜ

ᖺḟに達していないとཷㅮ⏦ㄳすることࡀできない科目は、標準ᒚಟㄢ⛬⾲中に下⥺をᘬいた科目

で࠶る。㸧�

�

�
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�４�自由㑅ᢥᯟ�

༞ᴗするためには、自由㑅ᢥᯟの༢఩を４༢఩以上ಟᚓしなけれࡤなࡽない。�

自由㑅ᢥᯟとしてᐃめている科目はḟのとおり。�

������ ・௚学域の専門科目㸦たࡔし、᫬㛫๭⾲ࠕ自由㑅ᢥᯟ科目ࠖに記㍕の科目に㝈る。㸧�

������ ・工学域の௚学㢮の専門科目㸦たࡔし、⾲３の科目を㝖ࡃ。㸧�

・༞ᴗせ௳を㉸࠼てಟᚓしたඹ㏻教育科目�

�

㸦㸳㸧㈨᱁科目�

�� �ձ��㈨᱁科目は、教育⫋員චチのྲྀᚓにᚲせなࠕ教⫋に㛵する科目ࠖのことで࠶り、進⣭せ௳ࡸ༞

ᴗせ௳にྵめることはできない。��

ղ��教育⫋員චチのྲྀᚓをᕼᮃする⪅は、教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧࠺⾜ࡀ教⫋ㄢ⛬に㛵

するㄝ᫂会にᚲࡎฟᖍし、教育推進ㄢ教ົࡀࣉ࣮ࣝࢢ発⾜するࠕ教⫋ㄢ⛬のᡭᘬࠖを⇍ㄞするこ

と。�

�

㸦㸴㸧ᚲಟ、㑅ᢥおよび自由科目の༊分�

������� � 授ᴗ科目はᚲಟ科目、㑅ᢥ科目、自由科目に༊分される。ᚲಟ科目は、༞ᴗするためにᚲࡎᒚ

ಟࡀᚲせな科目で࠶る。㑅ᢥ科目は、自由に㑅ᢥしᒚಟできるྛࡀ学㢮の༞ᴗせ௳にᒚಟす࡭き

ᚲせ༢఩ᩘࡀᐃめࡽれているので、これを‶たすよ࠺に㑅ᢥするᚲせ࠶ࡀる㸦標準ᒚಟㄢ⛬⾲中

のࠕᒚಟをᣦᐃする༢఩ᩘࠖをཧ↷のこと㸧。自由科目は、༞ᴗせ௳にྵࡲれない科目で࠶る。�

�

㸦㸵㸧᪤ಟᚓ༢఩➼のㄆᐃ�

�� �� ձ� 大学、▷ᮇ大学㸦እ国の大学➼をྵࡴ㸧ࡲたは大学以እの教育᪋タを༞ᴗࡲたは中㏵㏥学し、

᪂たに本学の１ᖺḟにධ学した⪅の᪤ಟᚓ༢఩については、教育上᭷┈とㄆめࡽれるሙྜに㝈り、

ྜィ㸴㸮༢఩を㉸࠼ない⠊ᅖで本学においてಟᚓしたものとしてㄆᐃされること࠶ࡀる。ヱᙜ学

生は、ධ学ᖺ度の４᭶１㸮᪥ࡲでに教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ�㸿３Ჷ�࡬⏦しฟること。�

ղ� TOEICス୍ࡀ➼࢔ࢥᐃのࣞ࣋ࣝ以上のሙྜ、１ᖺḟ㓄ᙜのᚲಟⱥㄒ科目の༢఩ㄆᐃを⾜࠺ไ度

ࣉ࣮ࣝࢢ⏬は、教育推進ㄢ⥲ົ・௻ࡃでに⏦ㄳすること。ヲしࡲる。๓ᮇ⏦ㄳは４᭶１㸮᪥࠶ࡀ

㸦㹀３Ჷඹ㏻教育教ົᢸᙜ㸧に問いྜࢃせること。�

�

㸦㸶㸧ᒚಟに㛵する┦ㄯについて�

ձ� ྛ授ᴗᢸᙜ教員は、࢜࢕ࣇス࣮࣡࢔をタᐃしている。これは、ᣦᐃされた᭙᪥・᫬㛫には、஦

๓にண⣙なしでも学生ࡀゼ問し、ᒚಟに㛵することࡸ授ᴗ中の␲問な࡝をゎỴするための┦ㄯࡀ

できる᫬㛫で࠶る。大いに活用してḧしい。㸦࢜࢕ࣇス࣮࣡࢔は、シࣛࣂスをཧ↷すること㸧�

ղ� 学生のಟ学、進㊰な࡝についてᣦᑟཪはຓゝを⾜࠺教員を⨨いている。ᒚಟࡸ進㊰に㛵し┦ㄯ

�。に┦ㄯすること࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔㸿３Ჷ�ཪは学生�ࣉ࣮ࣝࢢるሙྜは、教育推進ㄢ教ົ࠶ࡀ➼

�

�

�

�

�
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⾲ 㸱   ᙜヱㄢ⛬の学⏕ཷࡀࡅࡔㅮࡿࡁ࡛ࢆ⛉┠୍ぴ⾲ 

学㢮 ㄢ� � ⛬ 
ᙜヱㄢ⛬の学生ࡔけཷࡀㅮをできる科目 

㸦標準ᒚಟㄢ⛬⾲中の科目␒ྕḍにͤ༳のついた科目㸧 

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
⣔
Ꮫ
㢮 

᝟ሗ工学ㄢ⛬ 
᝟ሗ工学₇習Ϩ、᝟ሗ工学₇習ϩ、᝟ሗ工学₇習Ϫ、᝟ሗ工学ᐇ㦂Ϩ、�

᝟ሗ工学ᐇ㦂ϩ、᝟ሗ工学ⱥㄒ₇習、᝟ሗ工学༞ᴗ研究� � � � �  

㟁Ẽ㟁Ꮚシステム�

工学ㄢ⛬�

㟁Ẽ㟁Ꮚシステムࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ、㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学基礎ᐇ㦂、�

㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学ᐇ㦂Ϩ、㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学ᐇ㦂ϩ、�

㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学ᢏ⾡ⱥㄒ、㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学༞ᴗ研究� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ᩘ理システムㄢ⛬ ᩘ理システム༞ᴗ研究、ゎᯒ学ධ門 

㟁Ꮚ≀理工学ㄢ⛬ 
㟁Ꮚ≀理工学༞ᴗ研究、㟁Ꮚ≀理工学ᐇ㦂Ϩ、㟁Ꮚ≀理工学ᐇ㦂ϩ、�

㟁Ꮚ≀理工学ⱥㄒ₇習、ゎᯒ力学㸿� � � � � � � � � � � � � � � �

≀
㉁
໬
Ꮫ
⣔
Ꮫ
㢮�

応用化学ㄢ⛬ 
応用化学ᐇ㦂Ϩ、応用化学ᐇ㦂ϩ、応用化学ᐇ㦂Ϫ、応用化学ᐇ㦂ϫ、�

応用化学ᐇ㦂Ϭ、応用化学༞ᴗ研究、化学እ国ㄒ₇習� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

化学工学ㄢ⛬ 

化学工学ᐇ㦂Ϩ、化学工学ᐇ㦂ϩ、化学工学༞ᴗ研究、࢔ࢽࢪ࢚࣑ࣥࣝ࢝ࢣ

、スタィ、化学工学ᩘ学₇習、化学工学₇習Ϩࢭࣟࣉ、ス࢕テࢡࣛࣉࢢࣥࣜ

化学工学₇習ϩ、化学工学ⱥㄒ₇習 

࣐テࣜࣝ࢔工学ㄢ⛬� �

࣐テࣜࣝ࢔工学ᐇ㦂Ϩ、࣐テࣜࣝ࢔工学ᐇ㦂ϩ、࣐テࣜࣝ࢔工学ᐇ㦂Ϫ、࣐

テࣜࣝ࢔工学༞ᴗ研究、࣐テࣜࣝ࢔工学基礎₇習、࣐テࣜࣝ࢔工学₇習Ϩ、

࣐テࣜࣝ࢔工学₇習ϩ、࣐テࣜࣝ࢔工学እ国ㄒ₇習、社会・⏘ᴗとᮦᩱ、 
ᶵᲔ工సᐇ習、࣐テࣜࣝ࢔工学እ国ㄒ基礎 

ᶵ
Ე
⣔
Ꮫ
㢮�

⯟✵Ᏹᐂ工学ㄢ⛬ 

ᶵᲔ工సᐇ習、⯟✵Ᏹᐂ工学ᐇ㦂Ϩ、⯟✵Ᏹᐂ工学ᐇ㦂ϩ、࢚ࣟ࢔ス࣮࣌ス

、Ᏹᐂ工学༞ᴗ研究、⯟✵Ᏹᐂ工学₇習Ϩ✵⯟、࣮ࢼ࣑ࢭࢢࣥࣜ࢔ࢽࢪ࢚ࣥ

⯟✵Ᏹᐂ工学₇習ϩ、⯟✵Ᏹᐂ工学₇習Ϫ、⯟✵Ᏹᐂ工学₇習ϫ、�

⯟✵Ᏹᐂ工学᝟ሗฎ理、⯟✵Ᏹᐂ工学タィ〇ᅗ、⯟✵Ᏹᐂ工学≉Ṧㅮ⩏Ϩ、

⯟✵Ᏹᐂ工学≉Ṧㅮ⩏ϩ�

ᾏὒシステム工学ㄢ⛬� �

ᶵᲔ工సᐇ習、ᾏὒシステム工学基礎₇習、ᾏὒシステム工学ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

₇習Ϩ、ᾏὒシステム工学₇ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ習ϩ、ᾏὒ₇ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ習、 
ᾏὒシステム工学ᐇ㦂、ᾏὒシステム工学⥲ྜ₇習、ᾏὒシステム工学༞ᴗ

研究 

ᶵᲔ工学ㄢ⛬ 

ᶵᲔ工సᐇ習、ƫ Ეタィ〇ᅗ₇習Ϩ、ƫ Ეタィ〇ᅗ₇習ϩ、ƫ Ე工学ᐇ㦂Ϩ、

ᶵᲔ工学ᐇ㦂ϩ、ᶵᲔ工学⥲ྜ₇習Ϩ、ᶵᲔ工学⥲ྜ₇習ϩ、 
ᶵᲔ工学༞ᴗ研究、ᶵᲔ工学ᢏ⾡ⱥㄒ 
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㸵． ཷ ㅮ ⏦ ㄳ�

㸦１㸧科目をᒚಟするためには、ᢸᙜ教員の承ㄆをཷけるため、ཷㅮ⏦ㄳᮇ㛫中に学生࣏࣮ࣝࢱより

:HE⏦ㄳをしなけれࡤなࡽない。�

なお、⏦ㄳࡀ୙承ㄆとなࡗたሙྜは、ᥖ♧により教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧かࡽ♧さ

れる。�

㸦２㸧⏦ㄳ᪉ἲཬび⏦ㄳᮇ᪥➼は、๓ᮇཬびᚋᮇのึめに、教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧かࡽ

♧される。ヲ⣽については、ཷࠕㅮ⏦ㄳのᡭᘬࠖをཧ↷すること。 

㸦３㸧ཷㅮ⏦ㄳᮇ㛫ᚋのཷㅮ⏦ㄳ࠶るいは、⏦ㄳ科目のኚ᭦はㄆめࡽれない。たࡔし、ᢸᙜ教員ࡀ≉

ูの஦由࠶ࡀるとㄆめたሙྜに㝈り、ཷ理されること࠶ࡀる。 

㸦４㸧ྠ୍᫬㝈に、２科目以上を重」してཷㅮ⏦ㄳすることはできない。 

㸦㸳㸧１ᖺ㛫にᒚಟ科目としてཷㅮ⏦ㄳできる༢఩ᩘは、ᖺ㛫㸳㸮༢఩ࡲでとする。ヲ⣽はḟ⾲のと

おりとする。�

ᖺḟ�
ཷㅮ⏦ㄳできる༢఩ᩘ�

๓ᮇ� ᚋᮇ� ᖺ㛫ྜィ�

１ᖺḟ� ２４༢఩ࡲで� ２㸴༢఩ࡲで� 㸳㸮༢఩ࡲで�

２ᖺḟ㹼４ᖺḟ� ２㸴༢఩ࡲで� ２㸴༢఩ࡲで� 㸳㸮༢఩ࡲで�

たࡔし、工学域࣮ࣥࢱࣥ࢖シࣉࢵ、㏻ಙ工学≉Ṧㅮ⩏、༢఩஫᥮科目ཬび༞ᴗせ௳にྵࡲれな

い科目㸦自由科目㸧はこの༢఩ᩘにྵࡲれない。�

、������以上のሙྜ㸧をಟめた学生についてはࡀ�るᮇにඃれた成⦼㸦ᚋ㏙する�*3$࠶、たࡲ

�。に㸴༢఩の⏦ㄳをㄆめるものとするࡽてさ࠼のḟのᮇにおけるᒚಟⓏ㘓の際に、上㝈を㉸ࡑ

㸦㸴㸧�୙ྜ᱁となࡗた科目をᨵめてᒚಟするには、⩣ᖺ度以㝆に෌びཷㅮ⏦ㄳをしなけれࡤなࡽない。�

㸦㸵㸧すでに༢఩をಟᚓした科目は、෌びᒚಟできない。 

㸦㸶㸧ྠ୍ྡ⛠の科目ࡀ、௚学㢮・ㄢ⛬の授ᴗ᫬㛫๭に࠶るሙྜでࡗ࠶ても、専門科目については、

ཎ๎としてᙜヱ学㢮・ㄢ⛬の授ᴗ᫬㛫๭に♧されている科目を、ཷㅮ⏦ㄳしなけれࡤなࡽない。�

㸦㸷㸧ཷㅮᕼᮃ⪅のከい科目は、ᢸᙜ教員ࡀᢳ㑅、ヨ㦂な࡝の㐺ᙜな㑅⪃᪉ἲでཷㅮ⪅ᩘをไ㝈する

こと࠶ࡀる。�

㸦��㸧ཷㅮを承ㄆされなかࡗた⪅は、௚の科目をᨵめてཷㅮ⏦ㄳすることࡀできる。 

㸦��㸧ཷㅮ⏦ㄳ⤊஢ᚋ、ཷࠕㅮ⏦ㄳ☜ㄆ᭩ࠖにより⏦ㄳ科目にㄗりࡀないか࠺࡝かを☜ㄆすること。�

������*3$対㇟科目について、ྛ学㢮・ㄢ⛬学生࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔の承ㄆࡀᚓࡽれるሙྜに㝈り、２科目以

内でྲྀりᾘすことࡀできる。�

�

�

㸶． ヨ 㦂 㺃 ᡂ ⦼ ཬ ࡧ ༢ ఩ の 修 ᚓ                     

㸦１㸧ཷㅮの承ㄆをᚓてヨ㦂にྜ᱁した⪅に、༢఩ࡀ୚ࡽ࠼れる。たࡔし、授ᴗ科目により、ヨ㦂に

௦ࢃる௚の᪉ἲで評価されるሙྜ࠶ࡀる。�

㸦２㸧ᐃᮇヨ㦂を⑓Ẽ、ࡑの௚ࡴࡸをᚓない理由によࡗてཷ㦂できなかࡗたሙྜは㏣ヨ㦂を⾜࠺ሙྜ

 。る࠶ࡀ

、ඹ㏻教育科目のᑟධ科目୪びに教養科目、基┙科目、専門基礎科目、㈨᱁科目については۔

ヨ㦂᪥⩣᪥かࡽ㸵᪥以内㸦ఇ᪥ྵࡴ㸧に教育推進ㄢ⥲ົ・௻⏬ࣉ࣮ࣝࢢ㸦㹀３Ჷඹ㏻教育教

ົᢸᙜ㸧に┦ㄯすること。㸦デ᩿᭩➼の証᫂᭩㢮ࡀᚲせ。㸧�
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 。専門科目については、ྛ授ᴗᢸᙜ教員に┦ㄯすること۔

㸦３㸧�ᒚಟ科目の成⦼は、ྛ 科目のシࣛࣂス➼に♧される᪉ἲでྛ授ᴗᢸᙜ教員によࡗて評価される。�

㸦４㸧�ᒚಟ科目の成⦼は、科目ẖに １㸮㸮点を‶点とする点ᩘで評価され、㸴㸮点以上のሙྜ、ྜ

᱁となり、ᡤᐃの༢఩をಟᚓできる。㸴㸮点ᮍ‶のሙྜは୙ྜ᱁となり、༢఩をಟᚓできない。

㸵㸷㹼㸵㸮点�、㹁㸦㸴㸷㹼㸴�㸶㸷㹼㸶㸮点�、㹀�１㸮㸮㹼㸷㸮点�、㸿�た、点ᩘにより㸿㸩ࡲ

㸮点㸧、㹂㸦୙ྜ᱁㸧と༊分する。�

㸦㸳㸧�成⦼の発⾲は、㸿㸩、㸿、㹀、㹁、㹂の評ㄒにより⾜࠺。ᒚಟ科目の成⦼を学እに発⾲するሙ

ྜには、㸿㸩、㸿、㹀、㹁の⾲記を用いる。�㸦㹂評価は記㍕しない。㸧�

㸦㸴㸧 成⦼評価は、上記の���点‶点とした⣲点による評価以እに、*3$㸦*UDGH�3RLQW�$YHUDJH㸧によ

�れる。これは、上記の成⦼評価ࢃ⾜てもࡗ 㸿㸩、㸿、㹀、㹁、㹂� に応ࡌて、㸿㸩のሙྜは

*3 �、㸿のሙྜは*3 �、㹀のሙྜは*3 �、㹁のሙྜは*3 �、㹂のሙྜは*3 �としてᒚಟ科目

す࡭てのᖹᆒ್をồめたもので、� �

*3$� �Ȋ�ᙜヱ科目でᚓた*3್ࡑ�の科目の༢఩ᩘ��㸭�Ȋ�ᒚಟⓏ㘓した༢఩ᩘ��

としてᐃ⩏される。�

たࡔし、この*3$್⟬ฟの対㇟となる科目は༞ᴗ㈨᱁ᡤせ科目で࠶るࡀ、᪤ಟᚓ༢఩として

ㄆᐃした科目、༢఩஫᥮により༢఩ㄆᐃした科目および≉౛科目㸦༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩にㄞ᭰ࡳ

�。たもの㸧は対㇟እとなる࠼

評価点㸦���点‶点㸧� 評ㄒ� *3�*UDGH�3RLQW��
���㹼�� $� � 

��㹼�� $ � 

��㹼�� % � 

��㹼�� & � 

��㹼� ' � 

㸦㸵㸧� 成⦼証᫂᭩に、ࡑの᫬点での⣼✚*3$を記㍕する。�

� � ⣼✚*3$� �Ȋ�ྛ学ᮇでᚓたྛ科目の*3್ࡑ�の༢఩ᩘのྜィ��㸭�Ȋ�ྛ学ᮇでᒚಟ�

Ⓩ㘓した༢఩ᩘのྜィ��

㸦㸶㸧�ᒚಟ科目の成⦼発⾲は、教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧ࡀ♧すᣦᐃᮇ᪥かࡽ学生࣏࣮ࢱ

ࣝにより☜ㄆできる。�

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GPA࡚࠸ࡘ࡟のὀពⅬ 

 ๓㏙のとおり、ᒚಟⓏ㘓をしなࡽࡀ㏵中でࡑの科目のᒚಟをᨺᲠすれࡑ、ࡤの科目の*3は�になるので、*3$

はపࡃなる。これは、点ᩘ評価を基にした༢⣧ᖹᆒでは分かࡽないもので、成⦼評価の୍つとしてከ用される

ことになる。�

� さࡽに、ᒚಟⓏ㘓ࡀከすࡂると᪥㡭の学ಟࡀおࡑࢁかになり、ཝᐦな༢఩ไのᐇ᪋ࡀ୙ྍ能になると⪃ࡽ࠼

れるので、ྛᮇẖにⓏ㘓できる上㝈ࡀᐃめࡽれている㸦これをC$3��࢟ࣕࣉࢵ�ไと࿧ࡪ㸧。�

CAP㸦࢟ࣕࣉࢵ㸧ไࡣ࡜ 

 ୍ᐃᮇ㛫�๓ᮇ、ᚋᮇの༙ᮇ➼�においてཷㅮ⏦ㄳできるྜィ༢఩ᩘの上㝈をタけるไ度で࠶る。大学におけ

る�༢఩は授ᴗ᫬㛫እの学ಟをྵめた標準��᫬㛫の学ಟをせする教育内ᐜをもࡗて構成されるものとされてお

り、授ᴗ᫬㛫እでの学ಟ᫬㛫を☜保するためには、ཷㅮ⏦ㄳの上㝈をタけるᚲせ࠶ࡀる。�

� �ᖺḟは๓ᮇ��༢఩、ᚋᮇ��༢఩を上㝈とし、�ᖺḟ以㝆はᖺ㛫��༢఩、༙ᮇの上㝈を��༢఩としている。た

れない科目㸦自由ࡲた、༞ᴗせ௳にྵࡲ、㏻ಙ工学≉Ṧㅮ⩏、༢఩஫᥮科目、ࣉࢵシ࣮ࣥࢱࣥ࢖し、工学域ࡔ

科目㸧はヱᙜしない。この上㝈を㉸࠼ないよ࠺よ࠼⪄ࡃてཷㅮ⏦ㄳのィ⏬を立てること。�
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㸷． ᐃ ᮇ ヨ 㦂 ཷ 㦂 ᚰ ᚓ 

㸦１㸧ࡽ࠶�かࡌめཷㅮ⏦ㄳࡀ承ㄆされた科目のࡳ、ཷ㦂することࡀできる。�

㸦２㸧�ཷ㦂に際しては、ᚲࡎ学生証をᣢཧし、╔ᖍしたᮘ上に⨨ࡃこと。学生証をᛀれたሙྜは、

஦๓に教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧で௬ཷ㦂⚊の交௜をཷけること。これをᛰࡗたሙྜ

は、ཷ㦂をチྍしないこと࠶ࡀる。� � �

㸦３㸧�ヨ㦂を開ጞして３㸮分⤒㐣ᚋの㐜้⪅はཷ㦂をチྍされない。ࡲた３㸮分を⤒㐣しなけれࡤ

㏥ฟはチされない。�

㸦４㸧�ᗙᖍ⾲な࡝により、ᗙᖍࡀᣦᐃされているሙྜは、ࡑのᖍに╔ᖍすること。┘╩⪅のチྍ↓

�。ᣦᐃされたᖍ以እでཷ㦂したሙྜはኻ᱁とするࡃ

㸦㸳㸧�ᮘ上には、ᣢࡕ㎸ࡳをチྍされたཧ↷≀௳㸦教科᭩、ࢺ࣮ࣀな࡝㸧࠶ࡀるሙྜを㝖いて、学

生証、➹記ල以እを⨨いてはなࡽない。�

㸦㸴㸧� 携ᖏ㟁話な࡝の㟁Ꮚᶵჾは、≉にチྍされたሙྜを㝖き、㟁※をษりかࢇࡤの中にධれてお

ࡽで、௚人に㏞ᝨをかけてはな࡝ム㸧な࣮ࣛ࢔᫬ィのࡤ࠼た、㡢を発する≀㸦たとࡲ。ことࡃ

ない。�

㸦㸵㸧�ཷ㦂中、学生┦஫㛫の≀ရの㈚೉㸦➹記ලな࡝も㸧は୍ษㄆめない。ࡲた⚾ㄒはཝ⚗する。�

㸦㸶㸧�㓄௜された⟅᱌用⣬には、ᡤᐃの⟠ᡤに、学⡠␒ྕ、学㢮・ㄢ⛬ྡ、Ặྡな࡝をᚲࡎ記ධす

ること。�

㸦㸷㸧��⟅᱌用⣬は┘╩⪅かࡽ㓄௜されたものを౑用し、᭩きᦆࡌた⟅᱌用⣬もす࡭てᥦฟすること。

㓄௜されたものは、チྍされたもの以እはᣢࡕᖐࡗてはなࡽない。�

㸦��㸧�いかなるヨ㦂においても、自ᕫࡲたは௚人のために୙ṇ⾜Ⅽをしてはなࡽない。�

㸦��㸧�┘╩⪅ࡀ୙ṇ⾜Ⅽをㄆめたሙྜには、ཷ㦂の೵Ṇ、㏥ᐊな࡝を࿨ࡎる。ཷ㦂⪅はこれにᚑࢃ

なけれࡤなࡽない。�

������୙ṇ⾜Ⅽを⾜ࡗた⪅は、下記のฎ分をཷけるとともに学๎に基づいたᠬᡄฎ分�カ࿌、೵学、

㏥学な࡝�をཷけること࠶ࡀる。��

�ඹ㏻教育科目のヨ㦂のሙྜには、ᙜヱ学ᮇのඹ㏻教育科目におけるᒚಟ中科目の༢఩を඲۔

て↓ຠとする。�

３つの科目༊分におࡽ専門基礎科目、専門科目、㈨᱁科目のヨ㦂のሙྜには、ᙜヱ学ᮇのこれ۔

けるᒚಟ中科目の༢఩を඲て↓ຠとする。たࡔしᐇ㦂、ᐇ習、₇習科目についてはこの㝈りで

ない。�

� � � ὀ㸧୙ṇ⾜Ⅽには、ཷ㦂の際に࣮࢝ࣥࣃ࣮࣌ࢢࣥࢽをᣢࡕ㎸ࡴこと、ᣢࡕ㎸ࡳをチྍされていない�

� � � � ཧ⪃᭩㢮➼をぢること、௚の学生の⟅᱌をのࡒきぢることなࡲྵࡀ࡝れる。�

 

 

１㸮． 履 修 ⡙ 

㸦１㸧�学生ࡀ自分の成⦼、ಟᚓ༢఩ᩘな࡝ᒚಟ≧ἣを☜ㄆできることを目的に、ᒚಟ⡙ࡀタけࡽれ

ている。�

㸦２㸧�ᒚಟ⡙は、教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧ࡀᣦᐃするᮇ㛫に学生࣏࣮ࣝࢱより༳ๅでき

る。ḟᅇのཷㅮ⏦ㄳのཧ⪃として฼用するな࡝、༞ᴗࡲで保⟶すること。�
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１１． ஺ ㏻ ᶵ 㛵 の 㐠 ⾜ ೵ Ṇ ➼ ࡟ క ࠺ ᤵ ᴗ の ྲྀ ࡾ ᢅ ࠸ �

㸦１㸧�༡ᾏ高㔝⥺ࡀ඲㠃的に運⾜を೵Ṇしたときは、授ᴗを⾜ࢃない。�

㸦２㸧㹈㹐阪和⥺と༡ᾏ本⥺ྠࡀ᫬に運⾜を඲㠃的に೵Ṇしたときは、授ᴗを⾜ࢃない。�

㸦３㸧�㹈㹐大阪環≧⥺と大阪ᕷ営地下㕲ྠࡀ᫬に運⾜を඲㠃的に೵Ṇしたときは、授ᴗを⾜ࢃない。�

㸨上記㸦１㸧、㸦２㸧について、༗๓㸵᫬ࡲでに運⾜を開ጞしたときは、ᖹᖖ࡝おり授ᴗを⾜

い、༗๓１㸮᫬ࡲでに運⾜を開ጞしたときは、༗ᚋの授ᴗを⾜࠺。 

㸦４㸧大阪府に≉ู㆙ሗ、ࡲたはሜᕷにᭀ㢼㆙ሗࡀ発௧されているときは、授ᴗを⾜ࢃない。ࡲた、

༗๓㸵᫬の᫬点で㆙ሗࡀ発௧されているときは、ᙜ᪥༗๓の授ᴗを⾜ࡎࢃ、༗๓１㸮᫬の᫬点

で㆙ሗࡀ発௧されているときは、ᙜ᪥ࡑれ以㝆の授ᴗを⾜ࢃない。�

� � � なお、学እᐇ習な࡝は、๓記஦㡯を㋃࠼ࡲᢸᙜ教員のᣦ♧により授ᴗを⾜ࢃないこと࠶ࡀる。

㸦ᐇ習᪋タのᡤᅾ地ࡀ≉ู㆙ሗࡲたはᭀ㢼㆙ሗにヱᙜしたときはᐇ習は⾜ࢃない。㸧�

㸦ὀព஦㡯㸧≉ู㆙ሗ、ᭀ㢼㆙ሗࡀ発௧された᫬は、自ࡽの㌟のᏳ඲を᭱ඃඛに⾜動してࡔࡃさい。�

㸦㸳㸧ࡑ�の௚ᚲせ࠶ࡀるሙྜは、ูにᐃめてᥖ♧する。
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１㸰． ༞ᴗ◊✲履修㈨᱁㸦㸲ᖺḟ㐍⣭要௳㸧 

㸦１㸧�༞ᴗ研究をᒚಟするには、ඹ㏻教育科目のᑟධ科目㸦ึᖺḟ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ㸧ཬび教養科目�人ᩥ

社会科学⣔科目、自↛科学・」ྜ㡿域⣔科目、教養ᒎ開科目�と基┙科目㸦እ国ㄒ科目、೺ᗣ・

ス࣏࣮ࢶ科学科目、᝟ሗ基礎科目㸧、自由㑅ᢥᯟ、専門基礎科目㸦理⣔基礎科目㸧、専門科目

のࡕ࠺かࡽ、⥲ィ１㸮２༢఩以上をಟᚓしなけれࡤなࡽない。�

㸦２㸧下記科目は⥲ィ༢఩ᩘのࡕ࠺にྵめることはできない。�

� � � ㈨᱁科目�教⫋�、እ国ㄒ≉ู科目、ᾏእㄒ学研ಟ科目、≉౛科目㸦༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩にㄞ᭰ࡳ

れない科目、教⫋用に開タしている専門基ࡲ㸧、๪専ᨷの୍㒊の༞ᴗせ௳にྵࡃたሙྜを㝖࠼

礎科目・専門科目㸦��㡫�⾲㸴�ཧ↷㸧 

㸦３㸧�⾲４のㄢ⛬ẖにᣦᐃする科目ูの༢఩ᩘは、⥲ィ༢఩ᩘのࡕ࠺にす࡭てྵࡲれࡤࡡなࡽない。 

 

  ⾲ 㸲  ༞ᴗ◊✲履修㈨᱁୍ぴ⾲ 

㟁Ẽ㟁Ꮚ⣔学㢮 

ㄢ� � ⛬�
༞ᴗにᚲせな科目と༢఩ᩘの３ࡕ࠺ᖺḟ⤊஢᫬ࡲでに�

ಟᚓす࡭きㄢ⛬ẖにᣦᐃする科目と༢఩ᩘ�
⥲ィ༢఩ᩘ�

᝟ሗ工学ㄢ⛬�

ձඹ㏻教育科目� እ国ㄒ科目㸦ⱥㄒ㸧１２༢఩�

ղ専門基礎科目� ᚲಟの≀理学ᐇ㦂、応用≀理ᐇ㦂� ィ４༢఩�

ճ専門科目�

・$⩌科目の᝟ሗ工学₇習Ϩ㺃ϩ㺃Ϫ、᝟ሗ工学ᐇ㦂Ϩ㺃ϩ� ィ１㸮༢఩�

մ上記を㝖ࡃᚲಟ科目ィ４㸶༢఩か３ࡽ㸴༢఩以上�

���༢఩以上�

㟁Ẽ㟁Ꮚシス�

テム工学ㄢ⛬�

ձඹ㏻教育科目�

༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩のィ３㸮༢఩のࡕ࠺かึࡽᖺḟ２࣮ࣝࢼ࣑ࢮ༢఩、�

᝟ሗ基礎２༢఩、እ国ㄒ科目㸦ⱥㄒ㸧１２༢఩をྵ２ࡴ㸴༢఩以上�

ղ専門基礎科目� �

・ᚲಟの≀理学ᐇ㦂、応用≀理ᐇ㦂� ィ４༢఩�

・༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩のィ３㸴༢఩のࡕ࠺かࡽᐇ㦂を㝖ࡃᚲಟ科目１㸴༢

఩以上および㑅ᢥ科目１㸮༢఩以上�

ճ専門科目�

・ᚲಟの㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学基礎ᐇ㦂、㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学ᐇ㦂�

Ϩ㺃ϩ� ィ㸴༢఩�

・㹀⩌科目１４༢఩のࡕ࠺かࡽᚲಟの㟁☢Ẽ学Ϩ㸿、㟁Ẽᅇ㊰㸿をྵࡴ

㸶༢఩以上�

���༢఩以上�

ᩘ理システムㄢ⛬�≉にᣦᐃしない� ���༢఩以上�

㟁Ꮚ≀理工学ㄢ⛬�

ձඹ㏻教育科目� እ国ㄒ科目㸦ⱥㄒ㸧１２༢఩�

ղ専門基礎科目�

・ᚲಟの≀理学ᐇ㦂、応用≀理ᐇ㦂� ィ４༢఩�

・༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩のィ３㸴༢఩のࡕ࠺かࡽᐇ㦂を㝖ࡃᚲಟ科目１㸴༢

఩以上および㑅ᢥ科目㸴༢఩以上�

ճ専門科目�

・ᚲಟの㟁Ꮚ≀理工学ᐇ㦂Ϩ㺃ϩ� ィ４༢఩�

・༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩のィ㸳㸶༢఩のࡕ࠺かࡽᐇ㦂を㝖ࡃᚲಟ科目１２༢

఩以上�

���༢఩以上�
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≀㉁໬学⣔学㢮 

ㄢ� � ⛬�
༞ᴗにᚲせな科目と༢఩ᩘの３ࡕ࠺ᖺḟ⤊஢᫬ࡲでに�

ಟᚓす࡭きㄢ⛬ẖにᣦᐃする科目と༢఩ᩘ�
⥲ィ༢఩ᩘ�

応用化学ㄢ⛬�

ձඹ㏻教育科目�

・ึᖺḟ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ� ２༢఩�

・基┙科目㸦ᚲಟを㝖ࡃ㸧ཬび教養科目の１４༢఩の１２ࡕ࠺༢఩以上�

・᝟ሗ基礎科目ཬびእ国ㄒ科目㸦ⱥㄒ㸧の１４༢఩の１２ࡕ࠺༢఩以上�

ղ専門基礎科目�

・ᚲಟの≀理学ᐇ㦂、化学ᐇ㦂、応用≀理ᐇ㦂� ィ㸴༢఩�

・ᐇ㦂を㝖ࡃᚲಟの専門基礎科目を１４༢఩以上�

・ᚲಟを㝖ࡃ専門基礎科目を㸶༢఩以上�

ճ専門科目�

・学㢮基┙科目㸴༢఩と学域ඹ㏻倫理科目４༢఩のィ１㸮༢఩のࡕ࠺の

㸶༢఩以上�

・ᚲಟの応用化学ᐇ㦂Ϩ㹼Ϭのィ１㸮༢఩�

���༢఩以上�

化学工学ㄢ⛬�

ձඹ㏻教育科目�

・ᚲಟ科目１㸴༢఩中１４༢఩以上�

・㑅ᢥ科目１４༢఩以上�

ղ専門基礎科目�

・ᚲಟのᐇ㦂科目㸦≀理学ᐇ㦂、応用≀理ᐇ㦂、化学ᐇ㦂㸧�ィ㸴༢఩�

ᚲಟのᐇ㦂科目を㝖ࡃ専門基礎科目のࡕ࠺、�

・ᚲಟ科目１㸶༢఩中１㸴༢఩以上�

・㑅ᢥ科目１㸮༢఩以上�

մ専門科目�

・ᚲಟのᐇ㦂科目㸦化学工学ᐇ㦂Ϩ㺃ϩ、ࣉࢢࣥࣜ࢔ࢽࢪ࢚࣑ࣥࣝ࢝ࢣ

�ス㸧࢕テࢡࣛ ィ㸷༢఩�

・ᚲಟのᐇ㦂科目を㝖ࡃᚲಟの専門科目２㸷༢఩中２㸵༢఩以上�

���༢఩以上�

࣐テࣜࣝ࢔�

工学ㄢ⛬�

ձඹ㏻教育科目�

・ึᖺḟ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ� ２༢఩�

・እ国ㄒ科目㸦ⱥㄒ㸧１２༢఩�

・ᚲಟの᝟ሗ基礎科目㸦᝟ሗ基礎㸧２༢఩�

ղ専門基礎科目�

・ᚲಟの≀理学ᐇ㦂、化学ᐇ㦂、応用≀理ᐇ㦂� ィ㸴༢఩�

・ᚲಟの᝟ሗ科目㸦ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉධ門㸧２༢఩�

・ᐇ㦂および᝟ሗ科目を㝖ࡃᚲಟのࡕ࠺か１２ࡽ༢఩以上�

ճ専門科目�

・学㢮基┙科目� 㸴༢఩�

・ᚲಟの࣐テࣜࣝ࢔工学ᐇ㦂Ϩ㺃ϩ㺃Ϫ、ᶵᲔ工సᐇ習� ィ㸶༢఩�

・社会・⏘ᴗとᮦᩱ、≀㉁の構造・組織、⤖ᬗ構造ゎᯒ、≀㉁㔞Ꮚㄽ、�

㸶༢఩のࡕ࠺㸴༢఩以上�

・ᮦᩱ化学Ϩ�ϩ��ᮦᩱ≀性Ϩ�ϩ��ᮦᩱ組織Ϩ�ϩ��ᮦᩱ強度㸪�

ᮦᩱࢭࣟࣉスの１㸴༢఩の１２ࡕ࠺༢఩以上�

���༢఩以上�
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ᶵᲔ⣔学㢮

ㄢ� � ⛬�
༞ᴗにᚲせな科目と༢఩ᩘの３ࡕ࠺ᖺḟ⤊஢᫬ࡲでに�

ಟᚓす࡭きㄢ⛬ẖにᣦᐃする科目と༢఩ᩘ�
⥲ィ༢఩ᩘ�

⯟✵Ᏹᐂ工学ㄢ⛬�

ձ ඹ㏻教育科目� ２４༢఩以上㸦たࡔし、ึᖺḟ２࣮ࣝࢼ࣑ࢮ༢఩、�

᝟ሗ基礎２༢఩、$FDGHPLF�(QJOLVK㸶༢఩以上をྵࡴ㸧�

ղ 専門基礎科目� ３㸮༢఩以上㸦たࡔし、≀理学ᐇ㦂２༢఩をྵࡴ�

ᚲಟ科目１㸶༢఩以上をྵࡴ㸧�

ճ 専門科目� �

ィ㸳㸶༢఩中、⯟✵Ᏹᐂ工学ᐇ㦂Ϩ㺃ϩの４༢఩をྵめて、ィ４㸶༢఩

以上� たࡔし、⯟✵Ᏹᐂ工学₇習Ϩ㹼ϫ、⯟✵Ᏹᐂ工学᝟ሗฎ理、�

⯟✵Ᏹᐂ工学タィ〇ᅗ、ィ㸵༢఩かࡽ㸳༢఩以上をྵࡴこと�

���༢఩以上�

ᾏὒシステム�

工学ㄢ⛬�

ձ専門基礎科目� ᚲಟの≀理学ᐇ㦂� ２༢఩�

ղ専門科目� ᶵᲔ工సᐇ習、ᾏὒシステム工学基礎₇習、ᾏὒシステム

工学₇ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ習Ϩ㺃ϩ、ᾏὒ₇ࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ習、ᾏὒシステム

工学ᐇ㦂、ᾏὒシステム工学⥲ྜ₇習� ィ㸷༢఩�

���༢఩以上�

ᶵᲔ工学ㄢ⛬�

ձඹ㏻教育科目�

・ᑟධ科目�２༢఩�

・᝟ሗ基礎科目�２༢఩�

・ⱥㄒ�１２༢఩のࡕ࠺か１ࡽ㸮༢఩以上�

ղ専門基礎科目�

・≀理学ᐇ㦂�２༢఩�

・≀理学ᐇ㦂以እのᚲಟの㸶科目�２㸮༢఩のࡕ࠺か１２ࡽ༢఩以上�

・ᖖᚤ分᪉⛬ᘧ、」⣲ゎᯒ、࣋ࣝࢺࢡゎᯒ、೫ᚤ分᪉⛬ᘧ、࢚࣮ࣜࣇ�

ゎᯒ、ᩘ್ゎᯒ、☜⋡⤫ィ基礎Ϩの㸵科目について、༞ᴗにᚲせな�

㸶༢఩以上のࡕ࠺か４ࡽ༢఩以上�

ճ専門科目�

・ᚲಟの学域ඹ㏻科目�４༢఩�

・学㢮基┙科目�㸴༢఩�

・ᶵᲔ工学ㄢ⛬㸿⩌の〇ᅗ・ᐇ㦂・₇習１㸮༢఩のࡕ࠺かࡽ㸶༢఩以上�

���༢఩以上�

 

 １㸱． ༞ ᴗ ㈨ ᱁ 

㸦１㸧�４ᖺ以上㸦⦅ධ学生のሙྜは、教授会でᐃめるಟᴗᖺ㝈以上㸧本学にᅾ学し、⾲㸳において

ὀ記の᮲௳のもとに科目ู୪びにㄢ⛬ูにᣦᐃした༢఩ᩘ㸦඲てのᚲಟ科目の༢఩ᩘをྵࡴ㸧

以上の༢఩をಟᚓした⪅には、教授会の㆟を⤒て༞ᴗࡀㄆᐃされ、学ኈ㸦工学㸧の学఩ࡀ授୚

される。�

㸦２㸧� 本学に３ᖺ以上ᅾ学した⪅で、ྛ ㄢ⛬のᐃめる༞ᴗせ௳としてಟᚓす࡭き༢఩をඃ⚽な成⦼

でಟᚓした学生は、３ᖺḟᮎで᪩ᮇ༞ᴗすることࡀできる。�

� � 㸦ヲしࡃは教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧に問いྜࢃせること㸧�

㸦３㸧�ᅾ学ᮇ㛫は、㸶ᖺ㸦⦅ධ学生のሙྜ、教授会でᐃめるᅾ学ᮇ㛫㸧を㉸࠼ることࡀできない。

㸦ఇ学ᮇ㛫は、ᅾ学ᮇ㛫に⟬ධされない。㸧 

㸦４㸧�㸷᭶༞ᴗについて�

本学に４ᖺ以上ᅾ学し、学ᖺの๓ᮇ⤊஢᫬に༞ᴗせ௳を‶たした⪅については、教授会の㆟

を⤒て、㸷᭶に༞ᴗをㄆめる。�
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⾲ 㸳  ༞ᴗ㈨᱁ᡤ要༢఩୍ぴ 

科� � � � � 目� ༢�఩�ᩘ�

共
通
教
育
科
目�

ᑟධ科目� ึᖺḟ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ� ２�

３㸮�

教養科目�

人ᩥ社会科学⣔科目�
㸴
D
�

教養ᒎ開科目�

自↛科学・」ྜ㡿域⣔科目� �

基┙科目�

እ国ㄒ科目㸦ⱥㄒ㸧� １２�

እ国ㄒ科目㸦ึಟእ国ㄒ㸧� �

೺ᗣ・ス࣏࣮ࢶ科学科目� �

᝟ሗ基礎科目� ２�

専門基礎科目� 理⣔基礎科目� ３㸴
E
�

専門科目�
学域ඹ㏻科目� ４� �

㸳㸶
F
�学㢮基┙科目� 㸴�

�

自由㑅ᢥᯟ� ４�

ྜ� ィ� ༢� ఩� ᩘ� １２㸶�

�
� � ὀ����㈨᱁科目㸦教⫋㸧、እ国ㄒ≉ู科目、ᾏእㄒ学研ಟ科目ཬび≉౛科目㸦༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩にㄞ࠼᭰ࡳたሙྜを

㝖ࡃ㸧は、上記のᡤせ༢఩にྵめることࡀできない。ࡲた、๪専ᨷの୍㒊の༞ᴗせ௳にྵࡲれない科目㸦自由
科目㸧も上記のᡤせ༢఩にྵめることࡀできない。�

� � � � � � なお、教⫋用に開タしている専門基礎科目、専門科目で༞ᴗ㈨᱁ᡤせ༢఩になࡽない科目を��㡫�⾲㸴�に記
㍕しているのでཧ↷のこと。 

ὀ��� 㹟� この㸴༢఩の中には、ึಟእ国ㄒをྵめることࡀできる。�
㹠� ྛㄢ⛬の専門基礎科目標準ᒚಟㄢ⛬において、ᚲಟ科目をྵࡳ、ㄢ⛬によࡗては、ᣦᐃされた科目かࡽᣦ

ᐃされた༢఩ᩘ以上にಟᚓすることࡀᚲせで࠶る。�
㹡��ྛㄢ⛬の専門科目標準ᒚಟㄢ⛬において、ᚲಟ科目をྵࡳ、科目⩌ẖにᣦᐃされた༢఩ᩘ以上にಟᚓする

ことࡀᚲせで࠶る。 

�

１㸲． ௚ ኱ 学 ࡜ の ༢ ఩ ஫ ᥮ ไ ᗘ 

㸦１㸧� 大阪ᕷ立大学工学㒊とのࠕᒚಟ༢఩஫᥮に㛵する༠ᐃ᭩ にࠖ基づき、༢఩஫᥮する授ᴗ科目㸦➨

４ᖺḟ㓄ᙜ㸧࠶ࡀる。科目のྡ⛠、༢఩ᩘ、科目内ᐜについては、ẖᖺ４᭶上᪪に教育推進ㄢ教

�。࠺⾜り、大阪ᕷ立大学でᒚಟする学生のເ㞟を࠶ࡀ᱌内ࡽ㸦㸿３Ჷ㸧かࣉ࣮ࣝࢢົ

これによࡗてಟᚓした༢఩は、専門科目ࡲたは教養科目として༢఩ࡀㄆᐃされる。�

㸦２㸧�༡大阪地域大学࣮ࢯࣥࢥシ࢔ムຍ┕大学、大学࣮ࢯࣥࢥシ࢔ム大阪ຍ┕大学、大阪ᕷ立大学・�

大阪ၟᴗ大学との༢఩஫᥮༠ᐃに基づいて本学かࡽ௚大学にὴ㐵される学生については、ẖᖺ４

᭶上᪪に教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧かࡽເ㞟の᱌内࠶ࡀる。これは大学࣮࣍ム࣮࣌ࢪ➼

にもྠ᫬ᮇにᥖ㍕される。これによࡗてಟᚓした༢఩は、教養科目として༢఩ࡀㄆᐃされる。�

㸦３㸧�本学にᅾ学中にእ国の大学との༠ᐃに基づき、ᙜヱ大学の科目をಟᚓした༢఩は、教授会の⩏� �

を⤒て、༢఩ࡀㄆᐃされるሙྜ࠶ࡀる。このไ度によりእ国の大学に␃学するሙྜは、学生ㄢに

␃学㢪をᥦฟすること。␃学のᮇ㛫はಟᴗᖺ㝈に⟬ධされる。これによࡗてಟᚓした༢఩は、教

養科目として༢఩ࡀㄆᐃされる。

− 17 −



１㸳． ㄢ ⛬ 㓄 ᒓ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ 

   ㄢ⛬㓄ᒓは、２ᖺḟ進⣭᫬に、本人のᕼᮃと成⦼➼を⪃៖の上、⾜ࢃれる。�

� � � たࡔし、᮲௳を‶たさない⪅は、学生のᕼᮃによࡎࡽㄢ⛬に㓄ᒓされる。ᒚಟできる科目ࡀไ㝈さ

れるሙྜ࠶ࡀる。㸦ヲしࡃはධ学᫬の࢞ࣥࢲ࢖ス➼でㄝ᫂ࢃ⾜ࡀれる㸧�

 

１㸴． ㌿ 学 域 ࣭ ㌿ 学 㢮 ࣭ ㌿ ㄢ ⛬ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ 

   ㌿学域・㌿学㢮・㌿ㄢ⛬は、教授会の㆟を⤒て、ㄆめること࠶ࡀる。�

� � � 㸦ヲしࡃは教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧に問いྜࢃせること㸧�

 

１㸵． 教 育 ⫋ ဨ ච チ ≧                  

� � � 教育⫋員චチ≧をྲྀᚓしよ࠺とする⪅は、ᕼᮃするචチ≧の✀㢮と教科に応ࡌて、教育⫋員චチἲ

のᐃめる༢఩をಟᚓしなけれࡤなࡽない。ヲ⣽については、教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ発⾜のࠕ教⫋ㄢ

⛬のᡭᘬࠖをཧ↷すること。�

㸦教員චチ≧ྲྀᚓに㛵する問いྜࢃせඛは、教育推進ㄢ教ົࣉ࣮ࣝࢢ㸦㸿３Ჷ㸧。㸧�

� � � ὀ㸧教育ᐇ習・௓ㆤ➼体㦂のᐇ᪋ᮇ㛫ࡀ本学での授ᴗと重なるሙྜ、๓もࡗて授ᴗᢸᙜ⪅にࡑの᪨

を⏦しฟること。 

�

１㸶． ྛ ✀ ㈨ ᱁ 㸦 ཷ 㦂 ㈨ ᱁ 㸧 

� � � 㟁Ẽ主௵ᢏ⾡⪅� 㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学ㄢ⛬ᅾ学中に㟁Ẽ஦ᴗἲのつᐃに基づࡃ科目㸦��㡫⾲㸵ཧ

↷㸧をಟᚓし、༞ᴗᚋにᐇົ⤒㦂を᭷すれྲྀࡤᚓできる。�

� � � 㝣上↓⥺ᢏ⾡ኈ� 㟁Ẽ㟁Ꮚシステム工学ㄢ⛬ࡲたは㟁Ꮚ≀理工学ㄢ⛬ᅾ学中に↓⥺ᚑ஦⪅つ๎に

基づࡃ科目㸦��㡫⾲㸶ཧ↷㸧をಟᚓし、༞ᴗᚋにᣦᐃᖺ以内にཷ㦂すると୍㒊ヨ㦂ࡀච㝖される。�

�

１㸷． 㹈 㸿 㹀 㹃 㹃 ㄆ ᐃ ࣉ ࣟ ࢢ ࣛ ࣒ 

� � � ᾏὒシステム工学ㄢ⛬では、᪥本ᢏ⾡⪅教育ㄆᐃᶵ構㸦-$%((㸧による-$%((ㄆᐃࣛࢢࣟࣉムのㄆ証

をྲྀᚓしている。�

-$%((ㄆᐃࣛࢢࣟࣉムㄆ証ᮇ㛫中にᾏὒシステム工学ㄢ⛬を༞ᴗするとᢏ⾡ኈ㈨᱁ヨ㦂の➨୍ḟヨ

㦂ࡀච㝖される。�

�

㸰㸮． ᤵ ᴗ Ḟ ᖍ ᫬ の ྲྀ ᢅ ࠸ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ 

   学生ࡀ授ᴗをḞᖍするሙྜ、ཎ๎としてḞᖍᒆをᢸᙜ教員にᥦฟすることとする。�

� � � なお、Ḟᖍ理由㸦教育ᐇ習、௓ㆤ➼の体㦂、⑓Ẽ、ࣈࣛࢡ活動、ᚷᘬき➼㸧のዴఱを問ࡎࢃ、授ᴗ

科目の成⦼評価➼に㛵するྲྀりᢅいについては、ᢸᙜ教員のุ᩿によることとする。�

� �㸦Ḟᖍᒆの用⣬は、本学࣮࣍ム࣮࣌ࢪのࠕ学生生活㸸授ᴗ・ヨ㦂について かࠖࢻ࣮ࣟࣥ࢘ࢲࡽできる。㸧�
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㸰１． ᡂ ⦼ホ౯࡟ の࡚࠸ࡘ ␗㆟⏦ࡋ ࡘ࡟࡚❧  ࡚࠸

   ᙜヱᮇの成⦼評価について、ḟのሙྜに㝈り␗㆟を⏦し立てることࡀできる。␗㆟⏦し立てを⾜࠺

ሙྜは、ᐃめࡽれたᮇ㛫内㸦学生࣏࣮ࣝࢱにᥖ♧する。㸧に授ᴗᢸᙜ⪅ࡲたは教育推進ㄢ教ົ࣮ࣝࢢ

�。㸦㸿３Ჷ㸧に⏦しฟることࣉ

㸦１㸧成⦼のㄗ記ධ➼、᫂ࡽかにᢸᙜ教員のㄗりで࠶るとᛮࢃれるもの。�

㸦２㸧シࣛࣂス➼により࿘知している成⦼評価の᪉ἲかࡽ、᫂ ࠶ࡀ⩏かに評価᪉ἲ➼について␲ࡽ

るとᛮࢃれるもの。�

 

㸰㸰． ಖ 㝤 の ຍ ධ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ 

   学生教育研究⅏ᐖയᐖ保㝤㸦学研⅏㸧ཬび学研⅏௜ᖏ㈺ൾ㈐௵保㝤㸦学研㈺㸧ࡲたは、ࡑれࡽに௦

�。るもの㸦大学生༠➼㸧にຍධすることࢃ

㸦ヲしࡃは、学生ㄢ学生ࣉ࣮ࣝࢢࢺ࣮࣏ࢧに問いྜࢃせること㸧�

 

㸰㸱． ๪ ᑓ ᨷ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ 

   工学域の標準ᒚಟㄢ⛬とはูに、ものࡈとをᖜᗈいぢ地かࡽぢつめ、⪃ᐹすることࡀできる人ᮦを

養成するために≉ᐃㄢ㢟に㛵する科目で構成する๪専ᨷの教育ㄢ⛬ࡀḟのとおり開タされている。�

� � �シࣙࣥ学࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥスㄒࣥࣛࣇ㹂㹂㹁۔

� � �環境学۔

� � �᝟ሗシステム学۔

� � �ㄆ知科学۔

� � �学῭⤒۔

� � �シ࣮ࣙࣥࢣࢽ࣑ࣗࢥ・ࣝࣂ࣮ࣟࢢ۔

� � �地域෌生㸦㹁㹐㸧۔

上記๪専ᨷのᒚಟ対㇟⪅は、඲学域・඲学㢮の学生で࠶る。㸦たࡔし、᝟ሗ工学ㄢ⛬の学生につい

ては、๪専ᨷࠕ᝟ሗシステム学ࠖのཷㅮ対㇟እで࠶る。㸧�

上記๪専ᨷのᒚಟをᕼᮃする⪅はࠕ๪専ᨷ࢞ࠖࢻ࢖をཧ↷すること。たࡔし、๪専ᨷの科目の༢఩

については、進⣭せ௳ཬび༞ᴗせ௳にྵࡲれないこと࠶ࡀるのでὀពすること。�

�

 㸦ᶵᲔ工学ㄢ⛬㸧࡚࠸ࡘ࡟工ሙ⛉学๪ᑓᨷ≀᳜۔

   ㏆ᖺ、進ᒎのめࡲࡊしい᳜≀工ሙ科学㡿域をᨭ࠼ᚓるᢏ⾡⪅の養成を目的として工学域と生࿨環境

科学域ࡀඹྠしてᥦ౪する᳜≀工ሙ科学๪専ᨷࡀ開タされている。�

� 本๪専ᨷのᒚಟ対㇟⪅は、工学域ᶵᲔ⣔学㢮ᶵᲔ工学ㄢ⛬㸦㸳ྡ㸧、生࿨環境科学域応用生࿨科学

㢮᳜≀࢚ࣥ࢖ࢧ࢜࢖ࣂスㄢ⛬・⥳地環境科学㢮㸦㸳ྡ㸧の学生で࠶る。�

� � � 本๪専ᨷのᒚಟをᕼᮃする⪅はධ学᫬に⾜ࢃれる࢚࢜ࣜࣥテ࣮シࣙࣥにᚲࡎཧຍし、ㄝ᫂をཷける

こと。ᒚಟは２ᖺḟかࡽとなり、ᒚಟ科目➼のヲ⣽は、᳜ࠕ≀工ሙ科学๪専ᨷ࢞ࠖࢻ࢖をཧ↷するこ

と。たࡔし、๪専ᨷの科目の༢఩については、ᶵᲔ工学ㄢ⛬ᥦ౪科目以እの༢఩は進⣭せ௳ཬび༞ᴗ

せ௳にྵࡲれないこと࠶ࡀるので、ὀពすること。�
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㸰㸲． ࣏ ࣮ ࢺ ࣇ ࢛ ࣜ ࢜ ࡟ ࡘ ࠸ ࡚ 

本学では、�

・目標をព㆑しなࡽࡀ、学ࡪこと�

・自分自㌟の学びをぢつめる目を養࠺こと�

・学びについてᚓたẼ௜きを、自ᕫᨵၿにつなࡆること�

を主な目的として、࣏࣮࢛࢜ࣜࣇࢺ㸦学ಟ記㘓㸧࡬の記ධを⾜ࡗても࠺ࡽ。�

記ධは、�

��KWWSVࣝࢱ㸦学生࣏࣮ࠖࢺ࢖ࢧ学習・教育ᨭ᥼ࠕ��SRUWDO�RVDNDIX�X�DF�MS��よりࢭࢡ࢔ス㸧�

にて⾜࠺こと。㸦ヲしࡃはධ学᫬の࢞ࣥࢲ࢖ス➼でㄝ᫂ࢃ⾜ࡀれる㸧�

�

㸰㸳． ࣘ ࢧ࣮ࣂࢽ ࣝேᮦㄆ ᐃࢢࣟࣉ ࡘ࡟࣒ࣛ  ࡚࠸

� � � シ࣮ࣙࣥࢣࢽ࣑ࣗࢥ、２１ୡ⣖社会においては、十分な国際交流能力ࡔࢇᛴ㏿に進ࡀ化ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

能力、国際的なṔྐ、ᩥ化、ᨻ἞、⤒῭に㛵ࢃる知㆑、࠶るいは問㢟ゎỴ能力、問㢟㐺応能力、␗ᩥ

化理ゎ力、ከᵝな視点を᭷することにより、ከࡃの問㢟に┤㠃した国際社会の中で活㌍できる、ࣘࠕ

�。すࡲᛴົとされていࡀ人ᮦࠖの育成ࣝࢧ࣮ࣂࢽ

の育成を目࣮ࢲな国際社会で活㌍するḟୡ௦ᆺ࣮ࣜ࠺ムは、このよࣛࢢࣟࣉ人ᮦㄆᐃࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘ

ᣦし、␗ᩥ化理ゎࡸ社会ඹ生のためにᚲせな知㆑をᚓるためのㅮ⩏科目ࡸ国際社会での࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

シࣙࣥ能力のྥ上をᅗるㅮ⩏科目のᒚಟ、ᾏእㄒ学研ಟࡸእ国ㄒのಟᚓといࡗたᐇ㊶的な活動を重視

した、高い࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥシࣙࣥ能力とᖜᗈい知㆑を生かして国際社会における」㞧な問㢟ゎỴにᐤ୚

できる能力を育成する教育ࣛࢢࣟࣉムです。�

ḟに♧すㄆᐃせ௳を‶たせࡤ、༞ᴗ᫬に学域の༞ᴗ証᭩にຍࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࠕ、࠼人ᮦㄆᐃ証᭩ࠖࡀ

授୚されࡲす。�

�

࠙ㄆᐃのためのせ௳ࠚ�

以下に♧す３㡯目をす࡭て‶たしていること。�

㸦１㸧�学�力� � 㸸� ⣼✚*3$㸦�ᖺḟ⤊஢᫬点㸧Ӎ�����

� � 㸦２㸧ⱥㄒ能力� 㸸� 72(,&Ӎ���㸦本学ᅾ学中のス࢔ࢥ㸧�

� � 㸦３㸧⾲１に♧す授ᴗ科目に㛵するせ௳を‶たすこと。�

授ᴗ科目の༊分構成は以下の㏻りで࠶る。�

� � � � � � ・国際的なᩥ化の知㆑�

・国際的なṔྐの知㆑�

・ᨻ἞・⤒῭の知㆑�

・ከᵝ性の理ゎ力�

ణし、大学ࡀㄆめる༠ᐃᰯとのᾏእ␃学➼で␃学ᮇ㛫３ࣨࡀ᭶以上のᐇ⦼を᭷するሙྜには、

⾲１のせ௳を‶たしていることと┦ᙜとする。�

�

�
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⾲１�  る授ᴗ科目についてࢃ人ᮦㄆᐃに㛵ࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘ

༊
ศ�

授�ᴗ�科�目� 開�タ�㒊�ᒁ� ༢
఩�

開ㅮ�

ᖺḟ�

ಟ஢�

せ௳�

ᅜ
㝿
ⓗ
࡞
ᩥ
໬
ࡢ
▱
㆑�

中国のᛮ᝿�

᪥本のᩥ学�

ୡ⏺のᩥ学�

ᩥ学と社会�

ᩥᏐ᝟ሗのఏ達とᩥ化�

�シࣙࣥのㅖ┦とᩥ化࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

�஦᝟ࣃࢵ࣮ࣟࣚ

�のᩥ化と社会ࣃࢵ࣮ࣟࣚ

⌧௦のࢶ࢖ࢻ�

�のᩥ学と社会࣓࢝ࣜ࢔

�のከゝㄒ社会ࣃࢵ࣮ࣟࣚ

科学とᩥ化�

国際ᩥ化の視点 
ୡ⏺の中のࣥࣛࣇスㄒᅪ 
ᩥ化人㢮学ධ門 
ึಟእ国ㄒ㸦⊂・௖・中・ᮅ㸧 

高➼教育推進ᶵ構�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

ͤ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

ͤ�

２༢఩�

以�上�

ᅜ
㝿
ⓗ
࡞
Ṕ
ྐ
ࡢ
▱
㆑�

᪥本のṔྐとᩥ化�

�のṔྐとᩥ化࢔ࢪ࢔

地域かࡽぢたྐ࢔ࢪ࢔�

�化ྐᩥࣃࢵ࣮ࣟࣚ

すὒ社会ᩥ化ྐ�

すὒ᐀教ᩥ化ྐ�

すὒ教育ᩥ化ྐ�

科学のṔྐ�

ᮾὒ⨾⾡ྐ�

高➼教育推進ᶵ構�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

１ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２༢఩�

以�上�

ᨻ
἞㺃
⤒
῭
ࡢ
▱
㆑�

⌧௦᪥本のᨻ἞と⤒῭�

ᬽࡽしとᨻ἞�

⤒῭ྐᴫㄽ�

⤒῭学のṔྐとᛮ᝿�

高➼教育推進ᶵ構�

２�

２�

２�

２�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ� ２༢఩�

以�上�᪥本⤒῭ྐϨ� �

᪥本⤒῭ྐϩ�

⌧௦システム科学域�

�学㢮ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐

２�

２�

２ᖺḟ�

３ᖺḟ�

�のための⤒῭学Ϩ࢔ࢽࢪ࢚ࣥ

�のための⤒῭学ϩ࢔ࢽࢪ࢚ࣥ
工学域�

２�

２�

３ᖺḟ�

３ᖺḟ�

ከ
ᵝ
ᛶ
ࡢ
⌮
ゎ
ຊ�

�ㄽ࣮ࣜࣇ࢔ࣜࣂ

�のᣍᚅ࡬ㄽ࣮ࢲ࢙ࣥࢪ

�と᪥本ᩥ化࣮ࢲ࢙ࣥࢪ

�化ᩥࣃࢵと࣮࣮ࣚࣟࢲ࢙ࣥࢪ

�とᩥ化࢕テ࢕テࣥࢹ࢖࢔

ኚᐜする社会と社会学 

高➼教育推進ᶵ構�

２�

２�

２�

２�

２�

２�

１ᖺḟ�

１ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

１ᖺḟ�

２༢఩�

以�上�

␗ᩥ化の理ゎ 
ඹ生のᛮ᝿�

⌧௦システム科学域�

環境システム学㢮�

２�

２�

２ᖺḟ�

２ᖺḟ�

ಟ஢せ௳�

ྛ༊分においてᚲ２ࡎ༢఩以上をྲྀᚓし、ྜィ１㸮༢఩以上をྲྀᚓすること。�

ͤึಟእ国ㄒについては、１ᖺḟ㓄ᙜのࠕධ門㸿㸭㹀ࠖึࠕ⣭㸿㸭㹀ࠖ、２ᖺḟ㓄ᙜの�

�大４༢఩をಟ஢せ௳と᭱ࡽᚓした༢఩かྲྀࡕ࠺中⣭㹀Ϩ�㹀ϩࠖのࠕ中⣭㸿Ϩ�㸿ϩࠖࠕ

することࡀできる。�

�

�
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�。すࡲて&$3ไの対㇟となり࡭科目のྲྀᢅいは、以下のとおりです。なお、す۔

�ࠔ高➼教育推進ᶵ構開タ科目ࠓ

す࡭てᢳ㑅対㇟で、ᙜ㑅⪅のཷࡳㅮできる科目です。ྲྀᚓした༢఩は、教養科目の༢఩として

༞ᴗせ௳༢఩に⟬ධされࡲす。なお、教養科目における༊分㸦人ᩥ社会科学⣔科目、教養ᒎ開科

目、自↛科学㺃」ྜ㡿域⣔科目㸧は科目により␗なりࡲす。�

�ࠔ工学域開タ科目ࠓ

ྲྀᚓした༢఩は、専門科目㸦学域ඹ㏻科目㸧の༢఩として༞ᴗせ௳༢఩に⟬ධされࡲす。�

�ࠔ௦システム科学域開タ科目⌧ࠓ

ྲྀᚓした༢఩は、自由㑅ᢥᯟの༢఩として༞ᴗせ௳༢఩に⟬ධされࡲす。�

�
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䊢  工学域ᶆ‽履修ㄢ⛬ 
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１．電気電子系学類 
○教育目的 
今日の社会はグローバル化し、高度にネットワーク化された情報化社会へと革新的に移

行し続けている。 

このような情報と通信の劇的な変化に柔軟に対応し、豊かな社会を築くため、情報工学、

知能工学、電気工学、電子工学、通信工学、システム工学、応用物理学、応用数理科学を

基礎として、最先端の情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、及び電子物

理工学の教育を行うことにより、システム設計能力、情報活用能力、応用物理学と応用数

理科学の応用能力、そして幅広い視野と豊かな人間性、深い教養と厳格な倫理観を持った

国際的に活躍できる研究者・技術者を育成する。 

 

○教育目標 
1. 豊かな教養を身につけることにより、情報工学、電気電子システム工学、数理シ

ステム工学、電子物理工学のいずれかについて、自然や環境、社会や文化とどの

ような関係を持っているかを、理解することができる。 

2. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

について、専門知識と技術を体系的に学び、応用できる。 

3. 日本語で、情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学

のいずれかについて、文章を、読み、書くことができ、科学的論理的な議論がで

きる。 

4. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

について、英語を用いて論理的な文章を書き、口頭発表し、討議することができ

る。 

5. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

を利用することにより、社会の様々な問題を工学的手法を用いて分析することが

できる。 

6. インターネットなどを用いて、情報工学、電気電子システム工学、数理システム

工学、電子物理工学のいずれかについて、科学技術についての情報を収集し、分

析し、判断することができる。 

7. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

を利用することにより、社会の様々な問題を解決するための創造能力をもつ。 

8. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

が社会に及ぼす影響を認識し、技術者が社会に対して負っている責任を自覚し、

高い倫理観をもつ。 

9. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

の知識を、生涯に渡って、自主的、継続的に学習する能力を身につける。 
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 㸦１㸧᝟ሗᕤ学ㄢ⛬ 

 教育目的 

 知識情報ฎ理システム、知能化システム、情報通信ネットワークシステムなど情報ฎ

理技術の㣕躍的な発ᒎは、社会ᵓ造なࡽびにᡃ々の生活様ᘧに革新的な変革をᘬき㉳こ

しつつ࠶る。情報工学ㄢ⛬では、情報を高度に活用する技術を㛤発し豊かなᮍ᮶社会を

築くために、情報ฎ理技術に関するࣁー࢔࢙࢘ࢻでのᐇ⌧かࡽ応用㠃ࡲでにࢃたる基礎

的知識࠾よびその応用能力を身に௜け、幅広い人間性と倫理観をもった人ᮦを育成する。 

 教育目標 

学㢮ඹ通の教育目標にຍ࠼、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 情報・知能科学の基礎知識とそれࡽを応用できる能力を身につける。 

2. 情報・知能分野の専門知識を深くಟᚓするとともに、それࡽを応用できる能力を身

につける。 

3. 社会的なࢽーࢬを分析して新たな問題を自ࡽぢつけࡔし、ࣔࢹル化・ᐃᘧ化すると

ともに、ᚓࡽれた⤖ᯝをシステムやࣇࢯト࢙࢘࢔のせồ௙様のᙧで表⌧し、解決す

るࢨࢹイン能力を養う。 

4. ୚ࡽ࠼れた᮲௳ୗで計⏬的に௙஦を㐍め、ࡲとめる⟶理能力を育てる。 

 

 

㸦㸰㸧電気電子࣒ࢸࢫࢩᕤ学ㄢ⛬ 

 教育目的 

国際化・情報化に対応できる能力と広い視野࠾よび高い倫理観をᇵうとともに、電気

システム、情報通信、࠾よびシステム設計・㐠用法に関する技術を幅広くಟᚓさࡏ、豊

かな人間性と柔軟な創造力をもって問題解決にྲྀり⤌ࢇでいける人ᮦを育成する。 

 教育目標 

学㢮ඹ通の教育目標にຍ࠼、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 電気電子システム工学の基礎知識を身につけ、応用する能力を養う。 

2. 電気系・システム系・情報通信系の専門的知識を幅広く身につけ、応用する能力を

養う。 

3. ୚ࡽ࠼れたไ⣙のୗでᐇ㦂を計⏬・㐙行し、ࢹータを㐺ษな᪉法でྲྀᚓし、ṇ☜に

分析しホ౯するとともに、工学的に⪃ᐹする能力を養う。 

4. 電気電子システム工学に関する英語の文⊩を理解し、英語を用いて論理的な文章を

グ㏙する能力の基礎を身につける。 

、ムの創造能力ࢬࣜࢦル࢔ログ࣑ࣛングの基礎知識を身につけ、ㄢ題解決のためのࣉ .5

 。ログ࣑ࣛング能力を養うࣉ
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㸦㸱㸧ᩘ⌮࣒ࢸࢫࢩㄢ⛬ 

 教育目的 

社会の様々な対㇟をシステムとᤊ࠼て数理ࣔࢹル化し、数理科学を応用して社会がᢪ

⛬る。本教育ㄢ࠶る様々な問題を解決しようとする工学分野が、数理システム工学で࠼

は、科学技術ୖのㅖ問題を数理科学的手法を用いて解決する能力を持った数理システム

技術者を育成する。 

 教育目標 

学㢮ඹ通の教育目標にຍ࠼、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 数理科学の基礎知識を習ᚓする。 

2. 社会や自然の様々な⌧㇟を、数理ࣔࢹルを用いて表⌧し、数理解析的・数್解析的

手法を用いて分析することができる。 

3. 数理科学を利用することにより、社会の様々な問題を解決するための創造能力をも

つ。 

4. 数理科学のᑡなくとも୍つの分野に࠾ける高い専門知識を習ᚓする。 

 

 

㸦㸲㸧電子≀⌮ᕤ学ㄢ⛬ 

 教育目的 

グロ㸫バル情報化社会のせㄳに応࠼て、情報通信技術をᨭ࠼る電子ࢹバイスは、さࡽ

なる高度化、高ᶵ能化がồめࡽれている。電子工学はその୰᰾としてきࢃめて広⠊ᅖに

高度専門化し、さࡽなる発ᒎには☜ᅛたる物理的基礎に❧⬮した、より⊂創的な発᝿が

ᙉくせㄳされている。このような≧ἣを㋃࠼ࡲ、電子物理工学ㄢ⛬はᚑ᮶の電子工学の

⠊␪より୍ᒙ、基礎的、物理的ഃ㠃に力Ⅼを⨨いた教育を行い、幅広い物理的視野と電

子技術の⣲養を持った、高い創造≅を発᥹できる人ᮦを育成する。 

 教育目標 

学㢮ඹ通の教育目標にຍ࠼、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 専門技術者として社会への㈉⊩と責任について⪃࠼る倫理観を養う。 

2. 専門技術者として自❧して活ືでき、自ࡽ問題を設ᐃし解決できる能力を養う。 

3. 数学、自然科学、情報科学などに関する基礎知識をಟᚓし、問題解決に応用できる

能力を養う。 

4. 物理学と電子工学の基礎と専門技術に関する知識をಟᚓし、問題解決に応用できる

能力を養う。 

5. ṇしい日本語によるࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙン能力とともに、国際的な活ືにᚲせな英語

によるࢣࢽ࣑ࣗࢥーシࣙンの能力を養う。 

6. 自主的、継続的に学習し、社会や技術の変化や㐍Ṍに㐺ษに対応でき、ᖖに➨୍⥺

で活躍できる能力を養う。 
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

初 年 次 ゼ ミ ナ ー ル ② ２ ０

情報基礎（情報社会と情報倫理を含む。） ② ２ ０

Academic　 English　　ⅠA ② ２ ０

Academic 　English　　ⅡA ② ０ ２

Academic 　English　　ⅠB ② ２ ０

Academic　 English　　ⅡB ② ０ ２

Academic 　English　　Ⅲ ② ２ ０

Academic 　English　　Ⅳ ② ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 A （ 基 礎 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 A （ 基 礎 ） ２ ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 B （ 会 話 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 B （ 会 話 ） ２ ０ ２
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅰ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ２ ０
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅱ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ０ ２
（独・仏・中）中級BⅠ（会話・Oral ・検定対策） ２ ２ ０
（独・仏・中）中級BⅡ（会話・Oral ・検定対策） ２ ０ ２

朝 鮮 語 会 話 Ⅰ ２ ２ ０

朝 鮮 語 会 話 Ⅱ ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 概 論 ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅰ ２ ２ ０

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅱ ２ ２ ０

人 文 社 会 科 学 系 科 目

教 養 展 開 科 目

自 然 科 学 ・ 複 合 領 域 系 科 目

【注意事項】

・科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。

・資格科目（教職）、外国語特別科目、海外語学研修科目、特例科目（卒業資格所要単位に読み替えた場合を除く）は
  進級要件及び卒業要件に含まれない。詳細については、「授業科目ガイド（高等教育推進機構提供科目）」参照。

電気電子系学類　共通教育科目、自由選択枠履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

備　　考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

情報基礎科目 ２単位

外
　
国
　
語
　
科
　
目

英
語

１２単位

初
修
外
国
語

１４
単位
以上

自由選択枠 他学類（他学域も含む）の専門科目あるいは卒業要件を超える共通教育科目 ４単位以上

・教養科目について
は、授業科目ガイド
参照。

共
　
通
　
教
　
育
　
科
　
目

導入科目 ２単位

独：ドイツ語
仏：フランス語
中：中国語
朝：朝鮮語

・初修外国語につい
ては、当該年度１言
語しか履修できな
い。
・各言語の入門AとB
及び初級AとBはセッ
トで受講すること。

健康・
スポーツ
科学科目

教養科目
６単位
以上*

＊この６単位中には
初修外国語科目を
含めることができる。

基
　
盤
　
科
　
目
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前
期

後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 実 験 ② ０ ４

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

前
期

後
期

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

学類
基盤
科目

第1年次

専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次

専門科目履修課程（学類基盤科目）

電気電子系学類　１年次履修課程

各課程の履
修課程表を
参照

単
位

（
○
印
必
修

）

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

各課程の
履修課程
表を参照
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

ᖖ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ２ ０

」 ⣲ ゎ ᯒ ２ ２ ０

೫ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ０ ２

䝣 䞊 䝸 䜶 ゎ ᯒ ２ ０ ２

数 ್ ゎ ᯒ ２ ２ ０

௦ 数 学 入 門 ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

ᅗ 形 科 学 ２ ２ ０

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 㻯 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

ᛂ ⏝ 物 理 実 験 ② ０ ４

基 礎 㔞 子 ຊ 学 ２ ２ ０

基 礎 ⤫ ィ ຊ 学 ２ ２ ０

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期䜎䛯䛿後期の

０ ４ 䛹䛱䜙䛛を㑅ᢥ

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

䝁ン䝢䝳䞊䝍䜰䞊䜻テ䜽䝏䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 䝑 䝖 䝽 䞊 䜽 ２ ０ ２

䝕 䞊 䝍 䝧 䞊 ス 䛸 情 報 ᳨ ⣴ ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１䠊ഛ⪃ḍの（　　　　　）印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸（指定ඛ⾜科目）を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする

　　前䛻必䛪履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔科目を♧す䚹

２䠊ഛ⪃ḍの㼇　　　　　㼉印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸㼇必せඛ⾜科目㼉を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする前

　　䛻履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䚸䛭の科目の履修䛜ᅔ㞴䛸䛺る科目を♧す䚹

（１）情報ᕤ学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

ഛ　　⪃
履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

䠏䠒単位
௨ୖ
（必修２２
単位をྵ
䜐）

䛆ὀព஦㡯䛇

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次

（物理学実験）

㼇生物学A㼉䜎䛯䛿
㼇生物学B㼉

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

ᕤ 学 ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

ᶵ Ე ᕤ 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 電 子 䝕 䝞 䜲 ス ２ ２ ０

䝘 䝜 科 学 の す す 䜑 ２ ０ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲ン ２ ２ ０

ᕤ 学 ᇦ 䜲 ン 䝍 䞊 ン シ 䝑 プ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

電 気 数 学 ２ ２ ０

電 気 ᅇ ㊰ 入 門 ２ ２ ０

௦ 数 学 ２ ０ ２

ᗄ ఱ 学 ２ ０ ２

㞳 ᩓ 数 学 ２ ０ ２

䈜 情 報 ᕤ 学 ₇ ⩦ Ⅰ ② ２ ０

䈜 情 報 ᕤ 学 ₇ ⩦ Ⅱ ② ０ ２

䈜 情 報 ᕤ 学 ₇ ⩦ 䊢 ② ２ ０

䈜 情 報 ᕤ 学 実 験 Ⅰ ② ４ ０

䈜 情 報 ᕤ 学 実 験 Ⅱ ② ０ ４

䈜 情 報 ᕤ 学 ⱥ ㄒ ₇ ⩦ ② ２ ０

䈜 情 報 ᕤ 学 ༞ ᴗ ◊ ✲ 䐤 䠔 １䠒

情 報 理 論 䠝 ② ２ ０

ಙ ྕ ฎ 理 論 ② ２ ０

プ ロ グ ラ ミ ン グ ゝ ㄒ 概 論 ② ２ ０

論 理 ₇ ⟬ ᕤ 学 ② ０ ２

䝕䞊 䝍ᵓ㐀 䛸 䜰䝹䝂 䝸 䝈 ム ② ０ ２

䝯 䝕 䜱 䜰 情 報 ฎ 理 ２ ０ ２

ィ ⟬ ᶵ 䜰 䞊 䜻 テ 䜽 䝏 䝱 ② ２ ０

䜸 䞊 䝖 䝬 䝖 ン 䛸 形 ᘧ ゝ ㄒ ② ２ ０

䝋 䝣 䝖 䜴 䜵 䜰 ᕤ 学 ② ２ ０

シ ス テ ム ᕤ 学 ２ ２ ０

䝕 䞊 䝍 ゎ ᯒ ２ ２ ０

ே ᕤ ▱ ⬟ ２ ２ ０

䝛 䝑 䝖 䝽 䞊 䜽 ᕤ 学 ② ２ ０

ィ ⟬ 理 論 ２ ０ ２

数 理 ィ ⏬ ἲ ２ ０ ２

ព ᛮ Ỵ 定 理 論 ２ ０ ２

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム ２ ０ ２

▱ ぬ 情 報 ฎ 理 ２ ０ ２

ィ ⟬ ▱ ⬟ ２ ０ ２

情 報 ᕤ 学 ≉ Ṧ ㅮ ⩏ ２ ２ ０

䛆ὀព஦㡯䛇
１䠊科目␒ྕḍ䛻䈜印の䛴䛔䛯科目䛿䚸ᙜヱ課程の学生䛰䛡䛜ཷㅮ䛷䛝る科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹
２䠊科目ྡ⛠䚸㓄ᙜ期䞉㓄ᙜ年次䛿䚸ኚ᭦䛥䜜る䛣䛸䛜䛒る䚹
䠏䠊科目ྡ䛻ୗ線のᘬ䛛䜜䛯科目䛿䚸㓄ᙜ年次䛻㐩䛧䛶䛔䛺䛔学生䛜ཎ๎䛸䛧䛶ཷㅮ⏦ㄳをする䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹

科目⩌୰䜘䜚履
修を指定する単
位数を‶䛯䛧䛯
䛖䛘䚸学ᇦඹ㏻
科目䚸学類基盤
科目䚸B⩌୰の
科目䛚䜘䜃ྠ
୍学類の௚課
程専門科目の
୰䛛䜙４単位を
修ᚓ䛧䚸総ィ䠑
䠔単位௨ୖを修
ᚓする䛣䛸䚹

1㻟㻣

第1年次

単
位

（
○
印
必
修

）

1

第㻠年次第㻞年次
科　　　　目

週　時　間　数
科
目
␒
ྕ

第㻟年次

111

㻡㻢

科目⩌୰䜘䜚履修を
指定する単位数

䠒単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

1㻟㻢

学
ᇦ
ඹ
㏻
科
目

㻡㻣

11

㻟

学
類
基
盤
科
目

㻞

㻡㻟

㻡㻠

1㻜

科
目
⩌

䖂専門科目の୰䛻グ㍕䛥䜜䛶䛔る科目௨እ䛻䚸኱㜰ᕷ❧኱学䛸の単位஫᥮科目（第４年次㓄ᙜ）䛜䛒䜚䚸༞ᴗせ௳の総ィ単位数の୰䛻ྵ䜐䛣䛸䛜䛷䛝る䚹

1㻟㻡

1㻟㻟

1㻟㻠

1㻞1

1㻞㻞

1㻟㻞

1㻟㻜

1㻞㻟

1㻞㻥

1㻞㻡

1㻞㻢

1㻞㻤

２䠒単位
௨ୖ
（必修１䠔
単位ྵ䜐）

1㻞㻜

（１）情報ᕤ学課程　専門科目ᶆ‽履修課程

情
報
ᕤ
学
課
程

A

B

㻢

㻣

㻤

11㻡

11㻢

11㻣

1㻞㻠

11㻠

㻡

㻠

㻡1

䠏年次㓄ᙜ

ഛ　⪃

1㻟1

㻠単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

１䠔単位

㻡㻞

㻡㻡

1㻞㻣

11㻤

11㻞

11㻟

11㻥

㻥
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

ᖖ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ２ ０

」 ⣲ ゎ ᯒ ２ ２ ０

䝧 䜽 䝖 䝹 ゎ ᯒ ２ ２ ０

೫ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ０ ２

䝣 䞊 䝸 䜶 ゎ ᯒ ２ ０ ２

数 ್ ゎ ᯒ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 㻯 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ₇ ⩦ ２ ２ ０

ᛂ ⏝ 物 理 実 験 ② ０ ４

ゎ ᯒ ຊ 学 ２ ０ ２

基 礎 㔞 子 ຊ 学 ２ ２ ０

基 礎 ⤫ ィ ຊ 学 ２ ２ ０

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期䜎䛯䛿後期の

０ ４ 䛹䛱䜙䛛を㑅ᢥ

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

䝁ン䝢䝳䞊䝍䜰䞊䜻テ䜽䝏䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 䝑 䝖 䝽 䞊 䜽 ２ ０ ２

䝕 䞊 䝍 䝧 䞊 ス 䛸 情 報 ᳨ ⣴ ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１䠊ഛ⪃ḍの（　　　　　）印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸（指定ඛ⾜科目）を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする

　　前䛻必䛪履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔科目を♧す䚹

２䠊ഛ⪃ḍの㼇　　　　　㼉印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸㼇必せඛ⾜科目㼉を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする前

　　䛻履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䚸䛭の科目の履修䛜ᅔ㞴䛸䛺る科目を♧す䚹

（２）電気電子システムᕤ学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

ഛ　　⪃
履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

䠏䠒単位
௨ୖ
（必修２２
単位をྵ
䜐）

䛆ὀព஦㡯䛇

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次

（物理学実験）

㼇生物学A㼉䜎䛯䛿
㼇生物学B㼉

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

ᕤ 学 ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ ೔ 理 ② ０ ２

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

ᶵ Ე ᕤ 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 電 子 䝕 䝞 䜲 ス ２ ２ ０

䝘 䝜 科 学 の す す 䜑 ２ ０ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲ン ２ ２ ０

ᕤ 学 ᇦ 䜲 ン 䝍 䞊 ン シ 䝑 プ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

電 気 数 学 ② ２ ０

電 気 ᅇ ㊰ 入 門 ２ ２ ０

௦ 数 学 ２ ０ ２

ᗄ ఱ 学 ２ ０ ２

㞳 ᩓ 数 学 ２ ０ ２

䈜 電気電子システムプログラミング ② ２ ０

䈜 電気電子システムᕤ学基礎実験 ② ４ ０

䈜 電気電子システムᕤ学実験Ⅰ ② ４ ０

䈜 電気電子システムᕤ学実験Ⅱ ② ０ ４

䈜 電気電子システムᕤ学ᢏ⾡ⱥㄒ ② ２ ０

䈜 電気電子システムᕤ学༞ᴗ◊✲ 䐤 １２ １２

電 ☢ 気 学 Ⅰ 䠝 ② ２ ０

電 ☢ 気 学 Ⅱ 䠝 ２ ０ ２

電 気 ᅇ ㊰ 䠝 ② ０ ２

電 気 ᅇ ㊰ 䠞 ２ ０ ２

電 子 ᅇ ㊰ 䠝 ２ ０ ２

䜸 䝨 䝺 䞊 シ 䝵 ン 䝈 䝸 䝃 䞊 䝏 ２ ０ ２

電 気 電 子 ィ   ２ ２ ０

電 気 ᶵ ჾ ᕤ 学 ２ ２ ０

䜶 䝛 䝹 䜼 䞊 ᕤ 学 ２ ２ ０

電 ຊ ᕤ 学 ２ ２ ０

䝟 䝽 䞊 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ０ ２

電 ຊ シ ス テ ム ᕤ 学 ２ ０ ２

電 気 ᛂ ⏝ タ ィ 䛚 䜘 䜃 ₇ ⩦ ２ ２ ０

電 気 ἲ つ ２ ０ ２

シ ス テ ム ᭱ 㐺 化 ２ ２ ０

ไ ᚚ ᕤ 学 Ⅰ 䠝 ２ ２ ０

ไ ᚚ ᕤ 学 Ⅱ 䠝 ２ ０ ２

生 ⏘ シ ス テ ム ２ ０ ２

䝕 䜱 䝆 䝍 䝹 ಙ ྕ ฎ 理 ２ ０ ２

情 報 理 論 䠞 ２ ２ ０

㏻ ಙ ⥙ ᕤ 学 ２ ２ ０

電 ☢ Ἴ ᕤ 学 ２ ２ ０

➢ ྕ 理 論 ２ ０ ２

㏻ ಙ シ ス テ ム ２ ０ ２

ග Ἴ 電 子 ᕤ 学 ２ ０ ２

㏻ ಙ ᕤ 学 ≉ Ṧ ㅮ ⩏ ２ ２ ０

༙ ᑟ య 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ０ ２

ග 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ２ ０

䜶 䝛 䝹 䜼 䞊 シ ス テ ム ᕤ 学 ２ ２ ０

䜶 䝛 䝹 䜼 䞊 ኚ ᥮ ᕤ 学 ２ ２ ０

電 気 化 学 ２ ０ ２

䖂専門科目の୰䛻グ㍕䛥䜜䛶䛔る科目௨እ䛻䚸኱㜰ᕷ❧኱学䛸の単位஫᥮科目（第４年次㓄ᙜ）䛜䛒䜚䚸༞ᴗせ௳の総ィ単位数の୰䛻ྵ䜐䛣䛸䛜䛷䛝る䚹

䛆ὀព஦㡯䛇
１䠊科目␒ྕḍ䛻䈜印の䛴䛔䛯科目䛿䚸ᙜヱ課程の学生䛰䛡䛜ཷㅮ䛷䛝る科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹
２䠊科目ྡ⛠䚸㓄ᙜ期䞉㓄ᙜ年次䛿䚸ኚ᭦䛥䜜る䛣䛸䛜䛒る䚹
䠏䠊科目ྡ䛻ୗ線のᘬ䛛䜜䛯科目䛿䚸㓄ᙜ年次䛻㐩䛧䛶䛔䛺䛔学生䛜ཎ๎䛸䛧䛶ཷㅮ⏦ㄳをする䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹

㻡㻟㻠

㻞

㻟

㻠

㻞㻟㻜

㻡

㻢

㻣

㻞㻞㻣

㻞1㻠

㻞1㻡

㻞1㻢

㻞1㻞

㻤

㻥

1㻜

1㻜㻠1

㻞㻞㻢

㻞㻞㻡

㻞1㻥

㻞㻟㻟

㻞㻟㻠

11

㻞1㻟

㻡1

㻞㻟㻡

㻞㻟㻢

㻞1㻣

㻡㻡

㻡㻢

（２）電気電子システムᕤ学課程　専門科目ᶆ‽履修課程

科
目
␒
ྕ

４単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

䠒単位
௨ୖ

（必修㻢単
位ྵ䜐）

１䠒単位

㻡㻞

㻡㻟

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次科
目
⩌

学
類
基
盤
科
目

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
ᕤ
学
課
程

A

B

㻯

㻰

学
ᇦ
ඹ
㏻
科
目

１０単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

１䠔単位
௨ୖ

履修単位
数を指定
䛧䛺䛔

㻞㻞1

㻞㻞㻞

㻞㻞㻟

㻞㻞㻠

㻞㻞㻜

㻞㻞㻥

㻠㻟㻞

㻠㻟㻤

㻞㻠㻜

㻞㻠1

㻞㻟㻞

㻞1㻤

ഛ　⪃
科目⩌୰䜘䜚履修を
指定する単位数

䠏年次㓄ᙜ

1㻜㻠㻜

科目⩌୰䜘䜚履
修を指定する単
位数を‶䛯䛧䛯
䛖䛘䚸学ᇦඹ㏻
科目䚸学類基盤
科目䚸B䚸㻯䚸㻰⩌
୰の科目䛚䜘䜃
ྠ୍学類の௚課
程専門科目の୰
䛛䜙４単位を修
ᚓ䛧䚸総ィ䠑䠔単
位௨ୖを修ᚓす
る䛣䛸䚹

㻞㻟㻤

㻞㻟㻥

㻞㻠㻞

㻡㻠

㻡㻣

科　　　　目

㻞㻟1

㻞㻟㻣

㻞11

㻞㻞㻤

1
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

ᖖ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ② ２ ０

」 ⣲ ゎ ᯒ ② ２ ０

䝧 䜽 䝖 䝹 ゎ ᯒ ２ ２ ０

೫ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ０ ２

䝣 䞊 䝸 䜶 ゎ ᯒ ２ ０ ２

数 ್ ゎ ᯒ ２ ２ ０

௦ 数 学 入 門 ２ ２ ０

ᗄ ఱ 学 入 門 ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 㻯 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

ᛂ ⏝ 物 理 実 験 ２ ４ ０

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期䜎䛯䛿後期の

０ ４ 䛹䛱䜙䛛を㑅ᢥ

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

䝁ン䝢䝳䞊䝍䜰䞊䜻テ䜽䝏䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 䝑 䝖 䝽 䞊 䜽 ２ ０ ２

䝕 䞊 䝍 䝧 䞊 ス 䛸 情 報 ᳨ ⣴ ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１䠊ഛ⪃ḍの（　　　　　）印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸（指定ඛ⾜科目）を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする

　　前䛻必䛪履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔科目を♧す䚹

２䠊ഛ⪃ḍの㼇　　　　　㼉印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸㼇必せඛ⾜科目㼉を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする前

　　䛻履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䚸䛭の科目の履修䛜ᅔ㞴䛸䛺る科目を♧す䚹

（䠏）数理システム課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

ഛ　　⪃
履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

䠏䠒単位
௨ୖ
（必修２４
単位をྵ
䜐）

䛆ὀព஦㡯䛇

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次

（物理学実験）

㼇生物学A㼉䜎䛯䛿
㼇生物学B㼉

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

ᕤ 学 ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

ᶵ Ე ᕤ 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 電 子 䝕 䝞 䜲 ス ２ ２ ０

䝘 䝜 科 学 の す す 䜑 ２ ０ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲ン ２ ２ ０

ᕤ 学 ᇦ 䜲 ン 䝍 䞊 ン シ 䝑 プ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

電 気 数 学 ２ ２ ０

電 気 ᅇ ㊰ 入 門 ２ ２ ０

௦ 数 学 ２ ０ ２

ᗄ ఱ 学 ２ ０ ２

㞳 ᩓ 数 学 ２ ０ ２

䈜 数 理 シ ス テ ム ༞ ᴗ ◊ ✲ 䐤 １２ １２

数 理 シ ス テ ム ⱥ ㄒ ₇ ⩦ ② ２ ０

䈜 ゎ ᯒ 学 入 門 ２ ０ ２

ᬯ ྕ 理 論 入 門 ２ ０ ２

㔠 ⼥ ᕤ 学 入 門 ２ ０ ２

㔠 ⼥ ᕤ 学 概 論 ２ ２ ０

ᛂ ⏝ 数 理 シ ミ 䝳 䝺 䞊 シ 䝵 ン ２ ２ ０

ᛂ⏝数理シミ䝳䝺䞊シ䝵ン₇⩦ ２ ２ ０

ᬯ ྕ 理 論 概 論 ２ ２ ０

➢ ྕ 理 論 概 論 Ⅰ ２ ２ ０

数 理 䝰 䝕 䝹 ゎ ᯒ Ⅰ ２ ２ ０

ᛂ ⏝ ゎ ᯒ 概 論 ２ ２ ０

ᛂ ⏝ ௦ 数 学 Ⅰ ２ ２ ０

ᛂ ⏝ ᗄ ఱ 学 Ⅰ A ２ ２ ０

ᛂ ⏝ ᗄ ఱ 学 Ⅰ B ２ ２ ０

ಖ 㝤 数 理 シ ス テ ム ２ ０ ２

⤫ ィ ゎ ᯒ ２ ０ ２

➢ ྕ 理 論 概 論 Ⅱ ２ ０ ２

ᛂ ⏝ ゎ ᯒ ₇ ⩦ ２ ０ ２

⌧ ௦ 積 分 論 ２ ０ ２

ᛂ ⏝ ௦ 数 学 Ⅱ ２ ０ ２

ᛂ ⏝ ᗄ ఱ 学 Ⅱ ２ ０ ２

数 理 論 理 学 ２ ０ ２

数 理 䝰 䝕 䝹 ゎ ᯒ Ⅱ ２ ２ ０

䠆 数 理 シ ス テ ム ≉ Ṧ ㅮ ⩏ A ２ ２ ０

䠆 数 理 シ ス テ ム ≉ Ṧ ㅮ ⩏ B ２ ２ ０

䝕 䞊 䝍 ゎ ᯒ ２ ２ ０

ィ ⟬ 理 論 ２ ０ ２

㠀 線 形 ຊ 学 ２ ０ ２

䝀 䞊 ム 理 論 ２ ２ ０

数 理 生 ែ 学 ２ ２ ０

䖂専門科目の୰䛻グ㍕䛥䜜䛶䛔る科目௨እ䛻䚸኱㜰ᕷ❧኱学䛸の単位஫᥮科目（第４年次㓄ᙜ）䛜䛒䜚䚸༞ᴗせ௳の総ィ単位数の୰䛻ྵ䜐䛣䛸䛜䛷䛝る䚹

䛆ὀព஦㡯䛇
１䠊科目␒ྕḍ䛻䈜印の䛴䛔䛯科目䛿䚸ᙜヱ課程の学生䛰䛡䛜ཷㅮ䛷䛝る科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹
２䠊科目ྡ⛠䚸㓄ᙜ期䞉㓄ᙜ年次䛿䚸ኚ᭦䛥䜜る䛣䛸䛜䛒る䚹
䠏䠊科目␒ྕḍ䛻䛂㻖䛃印䛜䛒る科目䛿䚸㝸年㛤ㅮ科目䛷䛒る䚹
４䠊科目ྡ䛻ୗ線のᘬ䛛䜜䛯科目䛿䚸㓄ᙜ年次䛻㐩䛧䛶䛔䛺䛔学生䛜ཎ๎䛸䛧䛶ཷㅮ⏦ㄳをする䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹

㻟㻟㻢

䠔単位
௨ୖ

（必修䠔単
位ྵ䜐）

㻟1㻥

㻟㻞㻜

㻟1㻣

㻟㻞1

㻟㻞㻢

㻟㻟1

㻟㻟㻞

㻟㻟㻟

㻟㻜1

㻟㻜㻞

㻟㻞㻣

㻟㻞㻤

㻟㻟㻠

㻟㻟㻡

学
類
基
盤
科
目

㻠㻟㻜

㻡㻟

㻡㻠

㻡㻡

1㻟1

㻟㻞㻥

㻟㻟㻜

数
理
シ
ス
テ
ム
課
程

㻟㻞㻟

㻟㻞㻠

㻟㻞㻡

㻟㻞㻞

㻟11

㻟1㻞

1㻞㻤

䠒単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

㻥

㻡㻢

㻡㻣
科目⩌୰䜘䜚履
修を指定する単
位数を‶䛯䛧䛯
䛖䛘䚸総ィ䠑䠔単
位௨ୖ（䛯䛰䛧䚸
㑅ᢥ科目の୰
䛻䚸ྠ୍学類の
௚課程専門科
目を４単位䜎䛷
ྵ䜑る䛣䛸䛜䛷
䛝る）を修ᚓする
䛣䛸䚹

㻟1㻠

㻟1㻡

㻟1㻢

㻟1㻤

䠏年次㓄ᙜ

㻟1㻟

1㻜

11

㻡1

㻡㻞

４単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

科
目
⩌

（䠏）数理システム課程　専門科目ᶆ‽履修課程

㻤

㻣

㻞

㻟

㻠

㻡

㻢

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次

学
ᇦ
ඹ
㏻
科
目

1

ഛ　⪃
科目⩌୰䜘䜚履修を
指定する単位数

科
目
␒
ྕ

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

ᖖ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ② ２ ０

」 ⣲ ゎ ᯒ ２ ２ ０

䝧 䜽 䝖 䝹 ゎ ᯒ ２ ２ ０

೫ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ② ０ ２

䝣 䞊 䝸 䜶 ゎ ᯒ ② ０ ２

数 ್ ゎ ᯒ ２ ２ ０

௦ 数 学 入 門 ２ ２ ０

ᗄ ఱ 学 入 門 ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 㻯 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ₇ ⩦ ２ ２ ０

ᛂ ⏝ 物 理 実 験 ② ０ ４

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期䜎䛯䛿後期の

０ ４ 䛹䛱䜙䛛を㑅ᢥ

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

䝁ン䝢䝳䞊䝍䜰䞊䜻テ䜽䝏䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 䝑 䝖 䝽 䞊 䜽 ２ ０ ２

䝕 䞊 䝍 䝧 䞊 ス 䛸 情 報 ᳨ ⣴ ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１䠊ഛ⪃ḍの（　　　　　）印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸（指定ඛ⾜科目）を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする

　　前䛻必䛪履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔科目を♧す䚹

２䠊ഛ⪃ḍの㼇　　　　　㼉印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸㼇必せඛ⾜科目㼉を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする前

　　䛻履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䚸䛭の科目の履修䛜ᅔ㞴䛸䛺る科目を♧す䚹

（４）電子物理ᕤ学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

䠏䠒単位
௨ୖ
（必修２䠔
単位をྵ
䜐）

䛆ὀព஦㡯䛇

ഛ　　⪃

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次

（物理学実験）

㼇生物学A㼉䜎䛯䛿
㼇生物学B㼉

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

ᕤ 学 ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

ᶵ Ე ᕤ 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 電 子 䝕 䝞 䜲 ス ２ ２ ０

䝘 䝜 科 学 の す す 䜑 ２ ０ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲ン ２ ２ ０

ᕤ 学 ᇦ 䜲 ン 䝍 䞊 ン シ 䝑 プ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

電 気 数 学 ２ ２ ０

電 気 ᅇ ㊰ 入 門 ２ ２ ０

௦ 数 学 ２ ０ ２

ᗄ ఱ 学 ２ ０ ２

㞳 ᩓ 数 学 ２ ０ ２

䈜 電 子 物 理 ᕤ 学 ༞ ᴗ ◊ ✲ 䐤 䠒 １䠔

䈜 電 子 物 理 ᕤ 学 実 験 Ⅰ ② ４ ０

䈜 電 子 物 理 ᕤ 学 実 験 Ⅱ ② ０ ４

䈜 電 子 物 理 ᕤ 学 ⱥ ㄒ ₇ ⩦ ② ２ ０

電 ☢ 気 学 Ⅰ 䠞 ② ２ ０

電 ☢ 気 学 Ⅱ 䠞 ② ０ ２

電 ☢ 気 学 ₇ ⩦ ２ ２ ０

電 子 ᅇ ㊰ B ２ ０ ２

⤫ ィ 物 理 学 Ⅰ 䠝 ② ０ ２

⤫ ィ 物 理 学 Ⅱ 䠝 ② ２ ０

⤫ ィ 物 理 学 ₇ ⩦ ２ ０ ２

ゎ ᯒ ຊ 学 䠝 ２ ２ ０

㔞 子 ຊ 学 Ⅰ 䠝 ② ０ ２

㔞 子 ຊ 学 Ⅱ 䠝 ② ２ ０

㔞 子 ຊ 学 ₇ ⩦ ２ ０ ２

⤖ ᬗ 物 理 ᕤ 学 ２ ２ ０

電 子 物 理 ィ   ２ ２ ０

電 ☢ Ἴ 䞉 ග 学 ２ ２ ０

気 య 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ２ ０

ᅛ య 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ２ ０

㠀 線 形 ຊ 学 ２ ０ ２

㠀 線 形 ຊ 学 ₇ ⩦ ２ ０ ２

༙ ᑟ య 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ０ ２

ග 䝕 䝞 䜲 ス ２ ０ ２

☢ ᛶ 䞉 ㉸ ఏ ᑟ ２ ０ ２

㔞 子 䝕 䝞 䜲 ス ２ ０ ２

㞟 積 ᅇ ㊰ 䝕 䝞 䜲 ス ２ ０ ２

䝘 䝜 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ２ ０

ග 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ２ ０

電 子 物 理ᕤ 学≉ Ṧㅮ ⩏Ⅰ ２ ２ ０

電 子 物 理ᕤ 学≉ Ṧㅮ ⩏Ⅱ ２ ０ ２

情 報 理 論 A ２ ２ ０

䝟 䝽 䞊 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ０ ２

ไ ᚚ ᕤ 学 Ⅰ 䠝 ２ ２ ０

㏻ ಙ シ ス テ ム ２ ０ ２

電 気 化 学 ２ ０ ２

電 気 ᛂ ⏝ タ ィ 䛚 䜘 䜃 ₇ ⩦ ２ ２ ０

䖂専門科目の୰䛻グ㍕䛥䜜䛶䛔る科目௨እ䛻䚸኱㜰ᕷ❧኱学䛸の単位஫᥮科目（第４年次㓄ᙜ）䛜䛒䜚䚸༞ᴗせ௳の総ィ単位数の୰䛻ྵ䜐䛣䛸䛜䛷䛝る䚹

䛆ὀព஦㡯䛇
１䠊ഛ⪃ḍの㼇　　　　　㼉印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸㼇必せඛ⾜科目㼉を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする前䛻履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䚸䛭の科目の
　　履修䛜ᅔ㞴䛸䛺る科目を♧す䚹
２䠊科目␒ྕḍ䛻䈜印の䛴䛔䛯科目䛿䚸ᙜヱ課程の学生䛰䛡䛜ཷㅮ䛷䛝る科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹
䠏䠊科目ྡ⛠䚸㓄ᙜ期䞉㓄ᙜ年次䛿䚸ኚ᭦䛥䜜る䛣䛸䛜䛒る䚹
４䠊科目ྡ䛻ୗ線のᘬ䛛䜜䛯科目䛿䚸㓄ᙜ年次䛻㐩䛧䛶䛔䛺䛔学生䛜ཎ๎䛸䛧䛶ཷㅮ⏦ㄳをする䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹

㻞㻞㻥

科目⩌୰䜘䜚履修を
指定する単位数

㻞㻞㻣

㻞㻟㻞

㻞㻠㻜

㻠㻟㻣

㻠㻟㻤

㻠㻟㻥

㻠㻠㻜

11㻤

㻠㻟1

㻠㻟㻞

㻠㻟㻟

㻠㻟㻠

䠷電☢気学ⅠB䞉ⅡB䠹

䠷⤖ᬗ物理ᕤ学䠹

４０単位
௨ୖ
（必修２４
単位ྵ
䜐）

㻠㻞㻜 䠷⤫ィ物理学ⅠA䠹

㻠㻞1 䠷⤫ィ物理学ⅠA䞉ⅡA䠹

㻠㻞㻞

㻠㻞㻟 䠷㔞子ຊ学ⅠA䠹

㻠㻞㻠 䠷㔞子ຊ学ⅠA䞉ⅡA䠹

䠷電子ᅇ㊰B䠹

㻠㻞㻤

㻠㻠1

䠷電☢気学ⅠB䠹

㻠1㻣 䠷電☢気学ⅠB䞉ⅡB䠹

㻠1㻤 䠷電気ᅇ㊰入門䠹

電
子
物
理
ᕤ
学
課
程

㻠11

㻠1㻞

㻠1㻟

㻠1㻠

㻠1㻡

㻠1㻢

㻠㻞㻡

㻠㻞㻢

㻠㻟㻜

㻠1㻥

㻠㻟㻡

㻠㻟㻢

㻠㻞㻣

㻠㻞㻥

㻡㻟㻠

学
類
基
盤
科
目

㻡1

䠒単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

㻡㻞

㻡㻟

㻡㻠

㻡㻡

㻡㻢

㻡㻣

科目⩌୰䜘䜚履修
を指定する単位数
を‶䛯䛧䛯䛖䛘䚸
学ᇦඹ㏻科目䚸
学類基盤科目䚸
課程専門科目
䛚䜘䜃ྠ୍学類の
௚課程専門科目（４
単位䜎䛷）の୰䛛䜙
䠔単位を修ᚓ䛧䚸総
ィ䠑䠔単位௨ୖを修
ᚓする䛣䛸䚹

第㻟年次 第㻠年次

学
ᇦ
ඹ
㏻
科
目

1

㻞

㻟

㻠

㻡

㻢

㻣

科
目
⩌

科
目
␒
ྕ

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

４単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

ഛ　　⪃
第1年次 第㻞年次

（４）電子物理ᕤ学課程　専門科目ᶆ‽履修課程

㻤

㻥 䠏年次㓄ᙜ

1㻜

11

䠷電☢気学ⅠB䞉ⅡB䠹

䠷㔞子ຊ学ⅠA䞉ⅡA䠹

䠷電☢Ἴ䞉ග学䠹

䠷電☢気学ⅠB䞉ⅡB䠹

䠷㔞子ຊ学ⅠA䞉ⅡA䠹

䠷電☢Ἴ䞉ග学䠹

䠷ᅛయ䜶䝺䜽䝖ロ䝙䜽ス］

䠷༙ᑟయ䜶䝺䜽䝖ロ䝙䜽ス䠹
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２．物質化学系学類 
○教育目的 
人類社会の持続的発展には、人と環境に優しい新素材の開発、および限りある資源の有

効かつ循環的な活用が不可欠である。それを可能にする新しい物質の科学と技術を創造し、

地球環境と調和した豊かな社会の構築に貢献する、優れた専門職業人（技術者・研究者）

を育成する。 

 

○教育目標 
1. 豊かな教養を身につけることにより、応用化学、化学工学、およびマテリアル工

学のいずれかについて、社会において果たす役割を認識することができる。 

2. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかについての専門知識と技術を体

系的に学び、それらを工学に応用できる。 

3. 日本語で、応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかについて、文章を読

み、書くことができ、科学的・論理的な議論ができる。 

4. 英語による、論理的な記述力、口頭発表力、討議などの国際的コミュニケーショ

ン能力を高め、異文化との交流を行う対話能力と表現能力を身につける。 

5. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかの知識を生涯に渡って、自主的、

継続的に学習する能力を身につける。 

6. インターネットなどを用いて応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかに

ついての情報を収集・分析し、その価値判断をすることができる。 

7. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかを利用することにより、対象と

する事柄について工学的手法を用いて分析することができる。 

8. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかについて、社会に及ぼす影響を

認識し、技術者が社会に対して負っている責任を自覚し、高い倫理観をもつ。 

9. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかについて、利用することにより、

社会の様々な問題を解決するための創造能力を身につける。 
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㸦㸯㸧ᛂ⏝化学ㄢ⛬ 

 教育目的 

 化学のᇶ♏と応用に㛵するᖜᗈい知識と☜かな技術、そして豊かな人㛫ᛶと῝㐲な倫

理観をేࡏ持つ活力のある化学技術者を育成する。 

 教育目標 

学類ඹ㏻の教育目標にຍ࠼、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 化学技術者としてのᖖ識、教養、倫理観を身につけࡏࡉ、人類の⚟♴という高い観

Ⅼから化学の役割を⪃࠼、化学技術者の౑࿨と責任を自覚できる能力を養う。 

2. 化学඲⯡をᨭ࠼るᇶ♏科目として、↓ᶵ化学、分析化学、物理化学、有ᶵ化学、高

分Ꮚ化学をᚭᗏしてಟᚓࡏࡉ、新しい化学技術ࡸ物質を創造できる能力を養う。 

3. 化学物質と化学཯応の本質を理解・体㦂し、技術的能力をಟᚓࡏࡉるために、ᐇ㦂

のィ⏬・❧᱌、ᐇ行、ࢹータᩚ理、⪃ᐹ、成果発表の能力を身につけࡏࡉる。 

4. ᇶ♏科学としてのᩘ学と物理学୪びに情報・㏻ಙのᇶ♏となる情報ฎ理学の能力を

身につけࡏࡉ、化学のᐃ㔞的な理解に活かす能力を養う。 

5. 分Ꮚ㌶㐨理論など、ィ⟬ᶵ化学の発展に対応できる能力を育成するとともに、㔞Ꮚ

化学的理解をᇶ┙としたᶵ能ᛶ物質・材ᩱのタィ能力を養う。 

6. 日本語による論理的な記述力を୰ᚰとするコミュニケーション能力、国際的なሙで

ᚲせな英語の読解・記述୪びに会話によるコミュニケーション能力を養う。 

7. ༴㝤物のྲྀᢅい、ᗫᲠ物のฎ理、環境問題に対ฎできる知識とᐇົ能力を養う。 

8. 研究のための情報収集、研究ィ⏬、ᐇ行、発表（ࢮࣞࣉンテーション）の能力を養

いㄢ題᥈ồᆺ技術者を養成する。 

 

 

㸦２㸧化学ᕤ学ㄢ⛬ 

 教育目的 

資源循環を⥲ྜ的にྵࡴ化学ࢫࢭࣟࣉの構築をᇶ本理ᛕとした化学工学についてᇶ♏

的なᖜᗈい専門知識を習ᚓし、それらを⤫ྜして循環ᆺ社会のせㄳに応࠼ᚓる応用力を

ഛ࠼た化学技術者を育成する。ࡲた、社会的にもᗈいど㔝と倫理観を持ࡕ、国際的にも

活㌍できる人材を育成する。 

 教育目標 

学類ඹ㏻の教育目標にຍ࠼、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 工学ࡔけでなく、自↛科学、ࡉらには人文・社会科学に⮳るࡲでをᖜᗈく学習し、

 。ることができる࠼⪄ルなどⅬから物事をࣂーࣟࢢ

2. 科学技術が社会および自↛環境に及ぼす影響・効果の኱きࡉを認識し、社会に対す

る技術者の責任の㔜ࡉについて自覚している。 

3. 化学、物理学、ᩘ学、および情報ฎ理などに㛵する༑分なᇶ♏知識をಟᚓしている。 
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4. ྛ✀生⏘ࢫࢭࣟࣉをᐃ㔞的にᢕᥱするためのᇶ♏知識となる物質収ᨭ、࢚ネルࢠー

収ᨭ、⛣ື㏿ᗘ論の⪃࠼᪉と手法をಟᚓしている。 

5. 化学的、物理的、生物的ྛࡸࢫࢭࣟࣉ、それらの」ྜࢫࢭࣟࣉのᇶ♏となるྛ✀素

㐣⛬のᖹ⾮論的、㏿ᗘ論的な解析ができる。 

6. 資源循環を⪃៖した物質࢚ࡸネルࢠーの生⏘ࢫࢭࣟࣉのタィ᭱ࡸ㐺化法をಟᚓして

いる。 

7. 化学工学のᗈ⠊な問題を解決するためにᚲせな調ᰝ・研究の手法をಟᚓしている。 

8. 論理的な記述力、ࢮࣞࣉンテーション能力、および英語の学術論文を読解する能力

をಟᚓしている。 

9. 自主的、継続的、ィ⏬的にྲྀり⤌み、ᮇ限ෆに成果をࡲとめることができる。 

 

 

㸦㸱㸧࣐ࣝ࢔ࣜࢸᕤ学ㄢ⛬ 

 教育目的 

 材ᩱの科学と工学のᇶ♏ᴫᛕと学理を理解し、科学的ᇶ♏にᇶ࡙いたものつくりにᚲ

せな材ᩱタィ理論、素材のྜ成技術、⤌⧊観ᐹ技術、物ᛶࡸ構造のホ価解析技術を身に

つけた、社会の高ᗘ化をᢸう国際ᛶ豊かな創造力⁄れる人材を育成する。 

 教育目標 

学類ඹ㏻の教育目標にຍ࠼、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 社会におけるマテリアル工学の఩⨨௜けを理解し、それをᨭ࠼る材ᩱとして、㔠ᒓ

材ᩱ、༙ᑟ体材ᩱ、ࣛࢭミッࢫࢡ材ᩱ、࣏リマー材ᩱなどの開発研究の㔜せᛶを理

解ࡏࡉる。 

2. マテリアル工学඲⯡をᨭ࠼るᇶ♏科目として、㟁Ꮚ、ཎᏊ、分Ꮚにおける物理学、

化学を習ᚓࡏࡉる。 

3. 材ᩱの構造・⤌⧊を観ᐹ・解析する能力を養い、ᶵᲔ的ならびにᶵ能的ᛶ質をホ価

し、応用する能力を身につける。 

4. ྛ学ᖺでマテリアル工学学生ᐇ㦂を行い、ᐇ㦂を自らィ⏬・㐙行し、それを⪃ᐹし、

かつㄝ᫂する能力を養う。 

5. 国際的な活ືにᚲせな英語を୰ᚰとするእ国語の会話・読解能力を養う。 

6. ༞業研究を㏻ࡌて、マテリアル工学に㛵する研究ㄢ題を自らタᐃし、それを㐙行し

て解決し、成果を論文としてࡲとめ、発表・討論する能力を養う。 

7. 技術者、研究者として社会࡬の貢献と責任について⪃࠼、自❧して行ືし、自らㄢ

題をタᐃし、解決する能力を養う。 

8. マテリアル工学の高ᗘな教育研究のために、኱学㝔工学研究科༤ኈ๓ᮇㄢ⛬および

ᚋᮇㄢ⛬におけるࡉらに専門的なㅮ⩏と研究ᣦᑟをཷけるのにᚲせな知識をಟᚓࡉ

 。るࡏ
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

初 年 次 ゼ ミ ナ ー ル ② ２ ０

情報基礎（情報社会と情報倫理を含む。） ② ２ ０

Academic　 English　　ⅠA ② ２ ０

Academic 　English　　ⅡA ② ０ ２

Academic 　English　　ⅠB ② ２ ０

Academic　 English　　ⅡB ② ０ ２

Academic 　English　　Ⅲ ② ２ ０

Academic 　English　　Ⅳ ② ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 A （ 基 礎 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 A （ 基 礎 ） ２ ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 B （ 会 話 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 B （ 会 話 ） ２ ０ ２
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅰ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ２ ０
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅱ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ０ ２
（独・仏・中）中級BⅠ（会話・Oral ・検定対策） ２ ２ ０
（独・仏・中）中級BⅡ（会話・Oral ・検定対策） ２ ０ ２

朝 鮮 語 会 話 Ⅰ ２ ２ ０

朝 鮮 語 会 話 Ⅱ ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 概 論 ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅰ ２ ２ ０

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅱ ２ ２ ０

０ ２

人 文 社 会 科 学 系 科 目

教 養 展 開 科 目

自 然 科 学 ・ 複 合 領 域 系 科 目

【注意事項】

・科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。

・資格科目（教職）、外国語特別科目、海外語学研修科目、特例科目（卒業資格所要単位に読み替えた場合を除く）は
  進級要件及び卒業要件に含まれない。詳細については、「授業科目ガイド（高等教育推進機構提供科目）」参照。

共
　
通
　
教
　
育
　
科
　
目

・健康・スポーツ科学
演習Ⅱについては、
課程により前期また
は後期のどちらか一
方に配当される。

自由選択枠 他学類（他学域も含む）の専門科目あるいは卒業要件を超える共通教育科目 ４単位以上

・教養科目について
は、授業科目ガイド
参照。

教養科目
６単位
以上*

＊この６単位中には
初修外国語科目を
含めることができる。

１４
単位
以上

基
　
盤
　
科
　
目

情報基礎科目

外
　
国
　
語
　
科
　
目

物質化学系学類　共通教育科目、自由選択枠履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

備　　考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

導入科目

独：ドイツ語
仏：フランス語
中：中国語
朝：朝鮮語

・初修外国語につい
ては、当該年度１言
語しか履修できな
い。
・各言語の入門AとB
及び初級AとBはセッ
トで受講すること。

健康・
スポーツ
科学科目

初
修
外
国
語

１２単位

２単位

２単位

英
語
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前
期

後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

物 理 学 A Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 実 験 ② ０ ４

化 学 A ② ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ② ４ ０

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

前
期

後
期

物 質 化 学 系 学 類 概 論 ② ２ ０

物 理 化 学 序 論 ② ０ ２

学類
基盤
科目

各課程の履
修課程表を
参照

理
系
基
礎
科
目

各課程の
履修課程
表を参照

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次

専門科目履修課程（学類基盤科目）

物質化学系学類　１年次履修課程

専門基礎科目履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

ᖖ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ２ ０

」 ⣲ ゎ ᯒ ２ ２ ０

೫ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ０ ２

䝣 䞊 䝸 䜶 ゎ ᯒ ２ ０ ２

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

ᅗ 形 科 学 ２ ２ ０

物 理 学 A Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 A Ⅱ ２ ２ ０

物 理 学 B ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ₇ ⩦ ２ ２ ０

ᛂ ⏝ 物 理 実 験 ② ４ ０

ゎ ᯒ ຊ 学 ２ ０ ２

基 礎 ⤫ ィ ຊ 学 ２ ２ ０

化 学 A ② ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ② ４ ０

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

ᆅ ⌫ シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期䜎䛯䛿後期の

０ ４ 䛹䛱䜙䛛を㑅ᢥ

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

䝁ン䝢䝳䞊䝍䜰䞊䜻テ䜽䝏䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 䝑 䝖 䝽 䞊 䜽 ２ ０ ２

䝕 䞊 䝍 䝧 䞊 ス 䛸 情 報 ᳨ ⣴ ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

　　前䛻必䛪履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔科目を♧す䚹

２䠊ഛ⪃ḍの㼇　　　　　㼉印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸㼇必せඛ⾜科目㼉を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする前

　　䛻履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䚸䛭の科目の履修䛜ᅔ㞴䛸䛺る科目を♧す䚹

䠏䠒単位
௨ୖ
（必修２４
単位をྵ
䜐）

䛆ὀព஦㡯䛇

１䠊ഛ⪃ḍの（　　　　　）印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸（指定ඛ⾜科目）を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする

ഛ　　⪃

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次 履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

（１）ᛂ⏝化学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

（物理学実験）

㼇生物学A㼉䜎䛯䛿
㼇生物学B㼉

ᆅ 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

ᕤ 学 ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

ᶵ Ე ᕤ 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 㟁 Ꮚ 䝕 䝞 䜲 ス ２ ２ ０

䝘 䝜 科 学 の す す 䜑 ２ ０ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲ン ２ ２ ０

ᕤ 学 ᇦ 䜲 ン 䝍 䞊 ン シ 䝑 プ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

物 質 化 学 系 学 類 概 論 ② ２ ０

物 理 化 学 序 論 ② ０ ２

↓ ᶵ 化 学 序 論 ② ２ ０

䈜 ᛂ ⏝ 化 学 実 験 Ⅰ ② ４ ０

䈜 ᛂ ⏝ 化 学 実 験 Ⅱ ② ０ ４

䈜 ᛂ ⏝ 化 学 実 験 䊢 ② ４ ０

䈜 ᛂ ⏝ 化 学 実 験 䊣 ② ０ ４

䈜 ᛂ ⏝ 化 学 実 験 䊤 ② ０ ４

䈜 ᛂ ⏝ 化 学 ༞ ᴗ ◊ ✲ 䐤 䠔 １䠒

物 理 化 学 ₇ ⩦ Ⅰ A １ ０ ２

物 理 化 学 ₇ ⩦ Ⅱ A １ ２ ０

᭷ ᶵ 化 学 ₇ ⩦ Ⅰ A １ ０ ２

᭷ ᶵ 化 学 ₇ ⩦ Ⅱ A １ ２ ０

䈜 化 学 እ ᅜ ㄒ ₇ ⩦ 䐟 ２ ０

分 ᯒ 化 学 A ② ２ ０

↓ ᶵ 化 学 Ⅱ A ２ ０ ２

物 理 化 学 Ⅱ 䠝 ２ ２ ０

物 理 化 学 䊢 䠝 ２ ２ ０

᭷ ᶵ 化 学 Ⅰ 䠝 ② ２ ０

᭷ ᶵ 化 学 Ⅱ 䠝 ２ ０ ２

㧗 分 Ꮚ 化 学 Ⅰ ２ ０ ２

㧗 分 Ꮚ 化 学 Ⅱ ２ ２ ０

㔞 Ꮚ 化 学 䠝 ２ ０ ２

ᶵ ჾ 分 ᯒ 学 ２ ０ ２

↓ ᶵ ᮦ ᩱ 化 学 ２ ２ ０

ゐ ፹ 化 学 ２ ０ ２

㟁 Ẽ 化 学 ２ ０ ２

⎔ ቃ 化 学 ２ ０ ２

᭷ ᶵ 㔠 ᒓ 化 学 ２ ０ ２

᭷ ᶵ ᶵ ⬟ 化 学 ２ ０ ２

㧗 分 Ꮚ ᮦ ᩱ 化 学 ２ ０ ２

生 య 㧗 分 Ꮚ ２ ０ ２

⤖ ᬗ ᵓ 㐀 ゎ ᯒ ２ ０ ２

ᛂ ⏝ 化 学 ≉ Ṧ ㅮ ⩏ Ⅰ ２ ２ ０

ᛂ ⏝ 化 学 ≉ Ṧ ㅮ ⩏ Ⅱ ２ ２ ０

䛆ὀព஦㡯䛇
１䠊科目␒ྕḍ䛻䈜印の䛴䛔䛯科目䛿䚸ᙜヱ課程の学生䛰䛡䛜ཷㅮ䛷䛝る科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹
２䠊科目ྡ⛠䚸㓄ᙜ期䞉㓄ᙜ年次䛿䚸ኚ᭦䛥䜜る䛣䛸䛜䛒る䚹
䠏䠊科目ྡ䛻ୗ線のᘬ䛛䜜䛯科目䛿䚸㓄ᙜ年次䛻㐩䛧䛶䛔䛺䛔学生䛜ཎ๎䛸䛧䛶ཷㅮ⏦ㄳをする䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹

㻡㻠1

科目⩌୰䜘䜚履
修を指定する単
位数を‶䛯䛧䚸
⥲ィ䠑䠔単位௨ୖ
を修ᚓする䛣䛸䚹

学ᇦඹ㏻
科目䛸㻯⩌
୰の科目䛛
䜙必修をྵ
䜑䛶㻞㻞単位
௨ୖ
（ྠ୍学類
の௚課程専
門科目を４
単位䜎䛷ྵ
䜑る䛣䛸䛜䛷
䛝る）

䠒単位

㻡㻞㻜

㻡㻞1

㻡1㻟

㻡1㻠

㻡1㻡

㻡1㻢

1㻜

11

㻢1

䠏年次㓄ᙜ

1

㻠

㻡

㻢

㻣

㻞

㻤

㻡㻟㻠

㻡㻞㻞

㻡1㻣

㻡1㻥

学ᇦඹ㏻
科目䛸㻯⩌
୰の科目䛛
䜙必修をྵ
䜑䛶㻞㻞単位
௨ୖ
（ྠ୍学類
の௚課程専
門科目を４
単位䜎䛷ྵ
䜑る䛣䛸䛜䛷
䛝る）

２０単位
௨ୖ

（必修１䠓単
位ྵ䜐）

４単位
௨ୖ

（必修２単
位ྵ䜐）

䠒単位
௨ୖ

（必修２単
位ྵ䜐）

（１）ᛂ⏝化学課程　専門科目ᶆ‽履修課程

科
目
⩌

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次
科　　　　目

科
目
␒
ྕ

ഛ　⪃
科目⩌୰䜘䜚履修を
指定する単位数

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

学類
基盤
科目

㻡㻞㻥

㻡㻟㻜

㻡㻟1

㻡㻟㻞

㻡㻞㻠
ᛂ
⏝
化
学
課
程

A

B㻙1

㻯

㻡㻟㻥

㻡㻠㻜

㻣㻞㻞

㻢㻞

㻡㻟㻤

㻡㻟㻟

学
ᇦ
ඹ
㏻
科
目

㻡㻟㻡

㻡㻟㻢

㻡㻟㻣

㻥

㻢㻟

㻡11

㻡1㻞

㻡1㻤

B㻙㻞

㻡㻞㻟

㻡㻞㻡

㻡㻞㻢

㻡㻞㻣

㻡㻞㻤

㻟
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

ᖖ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ２ ０

」 ⣲ ゎ ᯒ ２ ２ ０

䝧 䜽 䝖 䝹 ゎ ᯒ ２ ２ ０

೫ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ０ ２

䝣 䞊 䝸 䜶 ゎ ᯒ ２ ０ ２

数 ್ ゎ ᯒ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

ᅗ 形 科 学 ２ ２ ０

物 理 学 A Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 A Ⅱ ２ ２ ０

物 理 学 B ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ₇ ⩦ ２ ２ ０

ᛂ ⏝ 物 理 実 験 ② ４ ０

ゎ ᯒ ຊ 学 ２ ０ ２

基 礎 㔞 Ꮚ ຊ 学 ２ ２ ０

基 礎 ⤫ ィ ຊ 学 ２ ２ ０

化 学 A ② ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ② ４ ０

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

ᆅ ⌫ シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期䜎䛯䛿後期の

０ ４ 䛹䛱䜙䛛を㑅ᢥ

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

䝁ン䝢䝳䞊䝍䜰䞊䜻テ䜽䝏䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 䝑 䝖 䝽 䞊 䜽 ２ ０ ２

䝕 䞊 䝍 䝧 䞊 ス 䛸 情 報 ᳨ ⣴ ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

　　前䛻必䛪履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔科目を♧す䚹

２䠊ഛ⪃ḍの㼇　　　　　㼉印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸㼇必せඛ⾜科目㼉を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする前

　　䛻履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䚸䛭の科目の履修䛜ᅔ㞴䛸䛺る科目を♧す䚹

理
系
基
礎
科
目

䛆ὀព஦㡯䛇

１䠊ഛ⪃ḍの（　　　　　）印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸（指定ඛ⾜科目）を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする

単
位

（
○
印
必
修

）

履修を指定する
単位数

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次

（物理学実験）

䖂

䖂

䖂

䖂

䛯䛰䛧䚸ഛ⪃ḍ䛻
䛂䖂䛃の䛴䛔䛯科
目䛛䜙䠒単位௨ୖ
修ᚓ䛧䛺䛡䜜䜀䛺
䜙䛺䛔䚹
䜎䛯䚸ഛ⪃ḍ䛻
䛂䕻䛃の䛴䛔䛯科
目䛛䜙２単位௨ୖ
修ᚓ䛧䛺䛡䜜䜀䛺
䜙䛺䛔䚹

（２）化学ᕤ学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

ഛ　　⪃

㼇生物学A㼉䜎䛯䛿
㼇生物学B㼉

ᆅ 学 実 験 ２

䠏䠒単位
௨ୖ

（必修２４単位を
ྵ䜐）

䕻

䕻

䕻

䖂

䖂

䕻

䕻

䕻
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

ᕤ 学 ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ ೔ 理 ② ０ ２

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

ᶵ Ე ᕤ 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 㟁 Ꮚ 䝕 䝞 䜲 ス ２ ２ ０

䝘 䝜 科 学 の す す 䜑 ２ ０ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲ン ２ ２ ０

ᕤ 学 ᇦ 䜲 ン 䝍 䞊 ン シ 䝑 プ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

物 質 化 学 系 学 類 概 論 ② ２ ０

物 理 化 学 序 論 ② ０ ２

↓ ᶵ 化 学 序 論 ② ２ ０

※ 化 学 ᕤ 学 実 験 Ⅰ ④ 䠔 ０

※ 化 学 ᕤ 学 実 験 Ⅱ ④ ０ 䠔

※ 化 学 ᕤ 学 ༞ ᴗ ◊ ✲ 䐤 䠒 １䠔

※ 䡵䢌䡲䢕䡰䢙䡸 䢚 䢂䡭 䢔䢙䡴 䢚 䢈 䢛 䢓 䡴䡿䡤䡹 䐟 ２ ０

化 学 ᕤ 学 㔞 論 ② ２ ０

⛣ ື ㏿ ᗘ 論 Ⅰ ② ０ ２

⛣ ື ㏿ ᗘ 論 Ⅱ ② ２ ０

⛣ ື ㏿ ᗘ 論 䊢 ２ ０ ２

化 学 ᕤ 学 ⇕ ຊ 学 ② ０ ２

ᣑ ᩓ 分 㞳 ᕤ 学 Ⅰ ② ０ ２

ᣑ ᩓ 分 㞳 ᕤ 学 Ⅱ ２ ２ ０

཯ ᛂ ᕤ 学 Ⅰ ② ０ ２

཯ ᛂ ᕤ 学 Ⅱ ２ ２ ０

生 物 化 学 ᕤ 学 ２ ０ ２

⢊ య ᕤ 学 Ⅰ ② ２ ０

⢊ య ᕤ 学 Ⅱ ２ ０ ２

プ ロ 䝉 ス ไ ᚚ ᕤ 学 ２ ２ ０

プ ロ 䝉 ス シ ス テ ム ᕤ 学 ② ０ ２

化 学 ⿦ ⨨ タ ィ ２ ０ ２

※ プ ロ 䝉 ス タ ィ ② ０ ２

化 学 ᕤ 学 ≉ Ṧ ㅮ ⩏ Ⅰ ２ ２ ０

化 学 ᕤ 学 ≉ Ṧ ㅮ ⩏ Ⅱ ２ ０ ２

分 ᯒ 化 学 䠞 ２ ２ ０

物 理 化 学 Ⅱ 䠞 ２ ２ ０

※ 化 学 ᕤ 学 数 学 ₇ ⩦ １ ０ ２

※ 化 学 ᕤ 学 ₇ ⩦ Ⅰ １ ０ ２

※ 化 学 ᕤ 学 ₇ ⩦ Ⅱ １ ２ ０

※ 化 学 ᕤ 学 ⱥ ㄒ ₇ ⩦ 䐟 ０ ２

᭷ ᶵ 化 学 ２ ０ ２

ᶵ ჾ 分 ᯒ 学 ２ ０ ２

㟁 Ẽ 化 学 ２ ０ ２

⤖ ᬗ ᵓ 㐀 ゎ ᯒ ２ ０ ２

ᮦ ᩱ ຊ 学 入 門 ２ ０ ２

䖂専門科目の୰䛻グ㍕䛥䜜䛶䛔る科目௨እ䛻䚸኱㜰ᕷ❧኱学䛸の単位஫᥮科目（第４年次㓄ᙜ）䛜䛒䜚䚸༞ᴗせ௳の⥲ィ単位数の୰䛻ྵ䜐䛣䛸䛜䛷䛝る䚹

䛆ὀព஦㡯䛇
１䠊科目␒ྕḍ䛻䈜印の䛴䛔䛯科目䛿䚸ᙜヱ課程の学生䛰䛡䛜ཷㅮ䛷䛝る科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹
２䠊科目ྡ⛠䚸㓄ᙜ期䞉㓄ᙜ年次䛿䚸ኚ᭦䛥䜜る䛣䛸䛜䛒る䚹
䠏䠊科目ྡ䛻ୗ線のᘬ䛛䜜䛯科目䛿䚸㓄ᙜ年次䛻㐩䛧䛶䛔䛺䛔学生䛜ཎ๎䛸䛧䛶ཷㅮ⏦ㄳをする䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹

1㻜1㻥

㻡㻟1

㻢㻟㻟

㻢㻞㻢

㻢㻟㻜

㻢㻟㻞

㻢㻟㻥

㻢㻞㻠

㻢㻟1

㻢㻞㻥

㻢1㻡

㻢㻞㻣

履修単位
数を指定
䛧䛺䛔

（２）化学ᕤ学課程　専門科目ᶆ‽履修課程

学
ᇦ
ඹ
㏻
科
目

1

㻞

㻟

㻠

㻡

㻢

㻣

㻤

㻥

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数
科
目
␒
ྕ

1㻜

第㻟年次 第㻠年次第1年次 第㻞年次

䠏単位
௨ୖ

（必修１単
位をྵ䜐）

ഛ　⪃

䠏年次㓄ᙜ

科目⩌୰䜘䜚履修を
指定する単位数

科目⩌୰䜘䜚履修
を指定する単位
数を‶䛯䛧䛯䛖䛘䚸
学ᇦඹ㏻科目䚸
A䚸B䚸㻯⩌୰の科
目䛚䜘䜃ྠ୍学
類の௚課程専門
科目の୰䛛䜙４単
位を修ᚓ䛧䚸⥲ィ
䠑䠔単位௨ୖを修
ᚓする䛣䛸䚹

䠒単位

４単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

４１単位
௨ୖ
（必修䠏䠏
単位ྵ䜐）

科
目
⩌

科　　　　目

㻣㻞1

㻢㻟㻢

㻢㻟㻣

㻢㻟㻡

㻡㻟㻠

11

㻢㻞

㻢11

㻢㻟㻠

㻢㻟㻤

㻢㻞㻞

㻢㻞㻟

㻢1㻣

㻢1㻤

学類
基盤
科目

㻢1

㻢1㻟

㻢㻟

化
学
ᕤ
学
課
程

B

㻯

A

㻢㻞1

㻢㻞㻤

㻢1㻥

㻢1㻞

㻢㻞㻡

㻢㻞㻜

㻢1㻠

㻢1㻢
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

ᖖ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ２ ０

」 ⣲ ゎ ᯒ ２ ２ ０

䝧 䜽 䝖 䝹 ゎ ᯒ ２ ２ ０

೫ 微 分 ᪉ 程 ᘧ ２ ０ ２

䝣 䞊 䝸 䜶 ゎ ᯒ ２ ０ ２

数 ್ ゎ ᯒ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

ᅗ 形 科 学 ２ ２ ０

物 理 学 A Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 A Ⅱ ２ ２ ０

物 理 学 B ２ ２ ０

物 理 学 㻯 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ₇ ⩦ ２ ２ ０

ᛂ ⏝ 物 理 実 験 ② ４ ０

ゎ ᯒ ຊ 学 ２ ０ ２

基 礎 㔞 Ꮚ ຊ 学 ２ ２ ０

基 礎 ⤫ ィ ຊ 学 ２ ２ ０

化 学 A ② ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ② ４ ０

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

ᆅ ⌫ シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期䜎䛯䛿後期の

０ ４ 䛹䛱䜙䛛を㑅ᢥ

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

䝁ン䝢䝳䞊䝍䜰䞊䜻テ䜽䝏䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 䝑 䝖 䝽 䞊 䜽 ２ ０ ２

䝕 䞊 䝍 䝧 䞊 ス 䛸 情 報 ᳨ ⣴ ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

　　前䛻必䛪履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔科目を♧す䚹

２䠊ഛ⪃ḍの㼇　　　　　㼉印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸㼇必せඛ⾜科目㼉を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする前

　　䛻履修䛧䛶䛚䛛䛺䛡䜜䜀䚸䛭の科目の履修䛜ᅔ㞴䛸䛺る科目を♧す䚹

理
系
基
礎
科
目

䠏䠒単位
௨ୖ
（必修２４
単位をྵ
䜐）

䛆ὀព஦㡯䛇

１䠊ഛ⪃ḍの（　　　　　）印䛷ᅖ䜎䜜䛯科目䛿䚸（指定ඛ⾜科目）を表䛧䚸䛭の科目をཷㅮする

単
位

（
○
印
必
修

）

履修を
指定する
単位数

第1年次 第㻞年次 第㻟年次 第㻠年次

（物理学実験）

㼇生物学A㼉䜎䛯䛿
㼇生物学B㼉

ᆅ 学 実 験 ２

（䠏）䝬テ䝸䜰䝹ᕤ学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

ഛ　　⪃
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

ᕤ 学 ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ ೔ 理 ② ０ ２

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

ᶵ Ე ᕤ 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 㟁 Ꮚ 䝕 䝞 䜲 ス ２ ２ ０

䝘 䝜 科 学 の す す 䜑 ２ ０ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲ン ２ ２ ０

ᕤ 学 ᇦ 䜲 ン 䝍 䞊 ン シ 䝑 プ ２

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

䜶ン䝆䝙䜰の䛯䜑の⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

物 質 化 学 系 学 類 概 論 ② ２ ０

物 理 化 学 序 論 ② ０ ２

↓ ᶵ 化 学 序 論 ② ２ ０

䈜 䝬 テ 䝸 䜰 䝹 ᕤ 学 実 験 Ⅰ ② ０ ４

䈜 䝬 テ 䝸 䜰 䝹 ᕤ 学 実 験 Ⅱ ② ４ ０

䈜 䝬 テ 䝸 䜰 䝹 ᕤ 学 実 験 䊢 ② ０ ４

䈜 䝬 テ 䝸 䜰 䝹 ᕤ 学 ༞ ᴗ ◊ ✲ 䐤 １２ １２

䈜 䝬 テ 䝸 䜰 䝹 ᕤ 学 基 礎 ₇ ⩦ １ ０ ２

䈜 䝬 テ 䝸 䜰 䝹 ᕤ 学 ₇ ⩦ Ⅰ １ ２ ０

䈜 䝬 テ 䝸 䜰 䝹 ᕤ 学 ₇ ⩦ Ⅱ １ ０ ２

䈜 䝬テ䝸䜰䝹ᕤ学እᅜㄒ₇⩦ １ ０ ２

䈜 ♫ ఍ 䞉 ⏘ ᴗ 䛸 ᮦ ᩱ ２ ２ ０

物 質 の ᵓ 㐀 䞉 ⤌ ⧊ ２ ２ ０

⤖ ᬗ ᵓ 㐀 ゎ ᯒ ２ ０ ２

䈜 ᶵ Ე ᕤ స 実 ⩦ ② ０ ４

物 質 㔞 Ꮚ 論 ２ ０ ２

䈜 䝬テ䝸䜰䝹ᕤ学እᅜㄒ基礎 ② ２ ０

ᮦ ᩱ ᙉ ᗘ ２ ２ ０

ᮦ ᩱ タ ィ 䞉 ไ ᚚ ２ ２ ０

ᮦ ᩱ 化 学 Ⅰ ２ ２ ０

ᮦ ᩱ ⤌ ⧊ Ⅰ ２ ２ ０

ᮦ ᩱ 物 ᛶ Ⅰ ２ ２ ０

ᮦ ᩱ プ ロ 䝉 ス ２ ０ ２

ᮦ ᩱ 化 学 Ⅱ ２ ０ ２

ᮦ ᩱ ⤌ ⧊ Ⅱ ２ ０ ２

ᮦ ᩱ 物 ᛶ Ⅱ ２ ０ ２

ᶵ ⬟ ᮦ ᩱ 科 学 ２ ０ ２

ᵓ 㐀 ᮦ ᩱ 科 学 ２ ０ ２

䝬テ䝸䜰䝹ᕤ学≉Ṧㅮ⩏Ⅰ ２ ０ ２

䝬テ䝸䜰䝹ᕤ学≉Ṧㅮ⩏Ⅱ ２ ２ ０

ゐ ፹ 化 学 ２ ０ ２

㟁 Ẽ 化 学 ２ ０ ２

プ ロ 䝉 ス ไ ᚚ ᕤ 学 ２ ２ ０

ᮦ ᩱ ຊ 学 入 門 ２ ０ ２

ග 䝕 䝞 䜲 ス ２ ０ ２

䝘 䝜 䜶 䝺 䜽 䝖 ロ 䝙 䜽 ス ２ ２ ０

䖂専門科目の୰䛻グ㍕䛥䜜䛶䛔る科目௨እ䛻䚸኱㜰ᕷ❧኱学䛸の単位஫᥮科目（第４年次㓄ᙜ）䛜䛒䜚䚸༞ᴗせ௳の⥲ィ単位数の୰䛻ྵ䜐䛣䛸䛜䛷䛝る䚹

䛆ὀព஦㡯䛇
１䠊科目␒ྕḍ䛻䈜印の䛴䛔䛯科目䛿䚸ᙜヱ課程の学生䛰䛡䛜ཷㅮ䛷䛝る科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹
２䠊科目ྡ⛠䚸㓄ᙜ期䞉㓄ᙜ年次䛿䚸ኚ᭦䛥䜜る䛣䛸䛜䛒る䚹
䠏䠊科目ྡ䛻ୗ線のᘬ䛛䜜䛯科目䛿䚸㓄ᙜ年次䛻㐩䛧䛶䛔䛺䛔学生䛜ཎ๎䛸䛧䛶ཷㅮ⏦ㄳをする䛣䛸䛜䛷䛝䛺䛔科目䛷䛒る䛣䛸を♧す䚹

1㻜1㻥

㻣㻟㻠

㻣㻞㻠

㻣㻞㻡

㻣㻞㻢

㻣㻞㻣

㻣㻞㻤

㻣㻞㻥

㻣㻟㻜

㻣㻟1

㻣㻟㻞

㻡㻟㻟

４４単位
௨ୖ
（必修１䠒
単位ྵ䜐）

㻡㻟㻠

㻢㻞㻣

䠒単位㻢㻞

㻢㻟

㻣㻞㻟

㻣㻟㻟

㻣11

㻣㻟

㻣1㻞

㻣1㻟

㻣1㻤

㻣1㻡

㻣1㻠

㻣㻞1

㻣㻞㻞

㻣1㻢

㻣1㻣

㻠㻟㻣

㻠㻟㻟

㻣㻟㻢

㻣㻟㻡

㻣1㻥

㻣㻞㻜

（䠏）䝬テ䝸䜰䝹ᕤ学課程　専門科目ᶆ‽履修課程

第㻟年次科
目
⩌

学
ᇦ
ඹ
㏻
科
目 㻤

㻠

㻡

㻢

㻣

㻥

科
目
␒
ྕ

11

ഛ　⪃

単
位

（
○
印
必
修

）

1㻜

第㻠年次

䝬
テ
䝸
䜰
䝹
ᕤ
学
課
程

A

科目⩌୰䜘䜚履修を
指定する単位数

４単位
௨ୖ

（必修４単
位ྵ䜐）

履修単位
数を指定
䛧䛺䛔

第1年次 第㻞年次

週　時　間　数

科　　　　目

1

㻞

㻟

B

䠏年次㓄ᙜ

学類
基盤
科目

㻢1
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㸱㸬ᶵᲔ⣔Ꮫ㢮 
○教育目的 

複雑化、多様化、複合化する現代社会の工学システム中で、特に、高機能化、知能化、

システム化が求められる一般機械から航空機・宇宙機、船舶・海洋構造物・海洋資源環境

の分野において、人と環境が共存・共生する機械システム、航空宇宙システム、海洋シス

テムの確立を目指し、教育を実践する。その教育を通し、機械工学分野並びに航空宇宙工

学分野および海洋システム工学分野の基盤的技術の有機的な連携により、これらの分野の

重要な課題を主体的に認識し、その克服･解決を発想し得る豊かな素養、人間性、倫理観を

育み、全地球的な視野から人類の持続可能な発展と地球環境の保全との調和を目指す先端

的工学分野を開拓し、未来を担う人材を育成する。 

 

○教育目標 
1. 数学、物理学、及び情報科学に関する知識とそれらを工学に応用できる能力を育成

する。 

2. 航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工学のいずれかの専門知識と技術を体系的

に学び、応用できる能力を育成する。 

3. 日本語で、航空宇宙工学、海洋システム工学、および機械工学のいずれかの文章を、

読み、書くことができ、論理的な議論ができる能力を身につける。 

4. グローバル化し、高度にネットワーク化された情報化社会に柔軟に対応できるよう

に、多面的に物事を考える能力とその素養を育成する。 

5. 国際的コミュニケーション能力を高め、異文化との交流を行う対話能力と自己表現

能力を育成する。 

6. 航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工学のいずれかについて、社会および自然

に及ぼす影響や効果、およびこれらの分野の専門家、技術者が社会に対して負って

いる責任を理解し、具体例を通して倫理観とそれに基づく判断・行動能力を高める。 

7. 航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工学のいずれかを利用して、社会の要求を

解決するための創造能力（デザイン能力）を育成する。 

8. 生涯学習の観点から、自主的、継続的に航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工

学のいずれかについて、その応用を含む学問分野全般を学習できる能力を育成する。 

9. 与えられた制約のもとで計画的に仕事を進め、まとめる能力を育成する。 
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㸦㸯㸧⯟✵ᏱᐂᕤᏛㄢ⛬ 

 教育目的 

 航空宇宙の専門分野を῝くᴟめるとྠ᫬に、全地球的な視野から物事を⥲合的に考え

る能力、およびシステムデザイン能力を育成するとともに、自主的、継続的に学習し、

可能性をษり開く能力、⢭⚄をᾰ養し、未来を担う人材を育成する。 

 教育目標 

学類共通の教育目標にຍえ、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 航空宇宙工学の専門知識と技術を体系的に学び、௨ୗの基♏能力を身につける。 

 1�1 流体力学、᥎進工学の基♏ 

 1�2 構造工学、ㄏᑟ・制ᚚ工学の基♏ 

1�3 システム工学、宇宙環境利用工学の基♏ 

2. 航空宇宙工学の基♏および専門技術に関する知識を問題解決に応用し、システムデ

ザインできる能力を身につける。 

3. 生涯学習の観点から、自主的、継続的に航空宇宙工学とその応用を含む学問分野全

般を学習できる能力を身につける。 

 

 

㸦㸰㸧ᾏὒ࣒ࢸࢫࢩᕤᏛㄢ⛬ 

 教育目的 

 海洋における人間ά動に関ࢃるす࡭ての技術ࡣ、人間および環境との調和のୖに࠶る

きとの基本理ᛕのもとに、海洋におけるྛ✀の人工システムに関する◊✲、開発、タ࡭

計、生⏘、㐠用を担う人材、および海洋環境の計 、保全、創造にᐤ与できる人材を育

成する。 

 教育目標 

学類共通の教育目標にຍえ、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 海に対するឡ情を育み、地球システムの中の海洋システムにおける人間ά動のᅾり

᪉について考え、海洋に関ࢃる技術者としての自ぬをもつ。 

2. 自ら問題をタᐃして解決できる自立した技術者としての基♏能力を養い、海洋に関

 。る自然および人工システムに関する基♏知識を習得するࢃ

3. 海洋に関ࢃるさまࡊまな問題を分ᯒし、その本㉁を知る解ᯒ力と調和のとれた解を

ᑟくための⤫合化力を養う。 

4. ୖグの解ᯒ力と⤫合化力を㥑౑して、海洋に関連する᪂しいシステムを創造する能

力を養う。 
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㸦㸱㸧ᶵᲔᕤᏛㄢ⛬ 

 教育目的 

機械工学全般にࢃたるᖜᗈい基♏学理・基♏知識を༑分身に௜け、機械システム、࢚

ネルࢠーシステムの高度機能化・知能化・高ಙ㢗性に対応した専門知識をಟ得するよう

な教育を行う。また、これらの学理・知識を基♏として、国際的な視野とឤぬを持ࡕ、

人間としての倫理観をഛえ、人・環境と共存・共生できる機械技術、機械システムの発

展を目指して、学際的な㡿ᇦを含むᖜᗈい分野でά㌍できるಶ性と創造性の豊かな機械

技術者を育成する。 

 教育目標 

学類共通の教育目標にຍえ、௨ୗの教育目標をᥖࡆる。 

 

1. 機械工学全般にࢃたるᖜᗈい基♏知識を身につける。 

2. 機械工学の高度な専門知識を身につける。 

3. 機械工学の基♏知識、専門知識を利用して計画的、創造的に問題を解決し、成果と

してまとめるための能力を身につける。 
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

初 年 次 ゼ ミ ナ ー ル ② ２ ０

情報基礎（情報社会と情報倫理を含む。） ② ２ ０

Academic　 English　　ⅠA ② ２ ０

Academic 　English　　ⅡA ② ０ ２

Academic 　English　　ⅠB ② ２ ０

Academic　 English　　ⅡB ② ０ ２

Academic 　English　　Ⅲ ② ２ ０

Academic 　English　　Ⅳ ② ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 A （ 基 礎 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 A （ 基 礎 ） ２ ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 B （ 会 話 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 B （ 会 話 ） ２ ０ ２
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅰ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ２ ０
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅱ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ０ ２
（独・仏・中）中級BⅠ（会話・Oral・検定対策） ２ ２ ０
（独・仏・中）中級BⅡ（会話・Oral・検定対策） ２ ０ ２

朝 鮮 語 会 話 Ⅰ ２ ２ ０

朝 鮮 語 会 話 Ⅱ ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 概 論 ２ ２ ０

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅰ ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅱ ２ ０ ２

人 文 社 会 科 学 系 科 目

教 養 展 開 科 目

自 然 科 学 ・ 複 合 領 域 系 科 目

【注意事項】

・科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。

・航空宇宙工学課程において、自由選択枠の中に大阪市立大学との単位互換科目（第４年

  次配当）を含むことができる。

・資格科目（教職）、外国語特別科目、海外語学研修科目、特例科目（卒業資格所要単位に読み替えた場合を除く）は
  進級要件及び卒業要件に含まれない。詳細については、「授業科目ガイド（高等教育推進機構提供科目）」参照。

機械系学類　共通教育科目、自由選択枠履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

備　　考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

情報基礎科目 ２単位

外
　
国
　
語
　
科
　
目

英
語

１２単位

初
修
外
国
語

自由選択枠 他学類（他学域も含む）の専門科目あるいは卒業要件を超える共通教育科目 ４単位以上

・教養科目について
は、授業科目ガイド
参照。

共
　
通
　
教
　
育
　
科
　
目

導入科目 ２単位

独：ドイツ語
仏：フランス語
中：中国語
朝：朝鮮語

・初修外国語につい
ては、当該年度１言
語しか履修できな
い。
・各言語の入門AとB
及び初級AとBは
セットで受講するこ
と。

健康・
スポーツ
科学科目

教養科目

＊この６単位中には
初修外国語科目を
含めることができる。

１４
単位
以上

６単位
以上*

基
　
盤
　
科
　
目
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前
期

後
期

ᚤ ✚ ศ 学 Ⅰ 䐢 ４ ０

ᚤ ✚ ศ 学 Ⅱ ② ０ ２

⥺ ᙧ 数 学 Ⅰ ② ２ ０

⥺ ᙧ 数 学 Ⅱ 䐢 ０ ４

≀ 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

≀ 理 学 A Ⅱ ② ０ ２

≀ 理 学 B ② ０ ２

≀ 理 学 ᐇ 㦂 ② ４ ０

໬ 学 A ２ ２ ０

໬ 学 B ２ ０ ２

໬ 学 ᐇ 㦂 ２ ０ ４

⏕ ≀ 学 A ２ ２ ０

⏕ ≀ 学 B ２ ０ ２

⏕ ≀ 学 ᐇ 㦂 ２ ０ ４
㼇⏕≀学A㼉また
は㼇⏕≀学B㼉

ᆅ ⌫ 䝅 ス 䝔 䝮 科 学 ２ ２ ０

情 報 䝅 ス 䝔 䝮 概 論 ２ ０ ２

䝥 䝻 䜾 ラ ミ ン 䜾 入 門 ② ０ ２

【注意事項】

１䠊備考ḍの㼇　　　　　㼉印でᅖまれた科目は、㼇必要ඛ⾜科目㼉を⾲し、䛭の科目を受講

　　する前に履修しておかな䛡れ䜀、䛭の科目の履修がᅔ㞴となる科目を♧す。

前
期

後
期

機械及び航空宇宙海ὒ工学概論Ⅰ ② ２ ０

機械及び航空宇宙海ὒ工学概論Ⅱ ② ０ ２

機械系学類　１年次履修課程

専門基礎科目履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次
備　考

学類
基盤
科目

各課程の履
修課程⾲を

参照

理
系
基
礎
科
目

各課程の
履修課程
⾲を参照

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次

専門科目履修課程（学類基盤科目）

備　考
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

ᚤ ✚ ศ 学 Ⅰ 䐢 ４ ０

ᚤ ✚ ศ 学 Ⅱ ② ０ ２

⥺ ᙧ 数 学 Ⅰ ② ２ ０

⥺ ᙧ 数 学 Ⅱ 䐢 ０ ４

ᖖ ᚤ ศ ᪉ 程 ᘧ ２ ２ ０

複 ⣲ 解 ᯒ ２ ２ ０

䝧 䜽 ト ル 解 ᯒ ２ ２ ０

೫ ᚤ ศ ᪉ 程 ᘧ ２ ０ ２

フ ー 䝸 䜶 解 ᯒ ２ ０ ２

数 ್ 解 ᯒ ２ ２ ０

௦ 数 学 入 門 ２ ２ ０

ᗄ ఱ 学 入 門 ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

ᅗ ᙧ 科 学 ２ ０ ２

≀ 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

≀ 理 学 A Ⅱ ② ０ ２

≀ 理 学 B ② ０ ２

≀ 理 学 㻯 ２ ２ ０

≀ 理 学 ᐇ 㦂 ② ４ ０

≀ 理 学 演 習 ２ ２ ０

ᛂ ⏝ ≀ 理 ᐇ 㦂 ２ ４ ０

解 ᯒ ຊ 学 ２ ０ ２

基 礎 㔞 Ꮚ ຊ 学 ２ ２ ０

基 礎 ⤫ ィ ຊ 学 ２ ２ ０

໬ 学 A ２ ２ ０

໬ 学 B ２ ０ ２

໬ 学 ᐇ 㦂 ２ ０ ４

⏕ ≀ 学 A ２ ２ ０

⏕ ≀ 学 B ２ ０ ２

⏕ ≀ 学 ᐇ 㦂 ２ ０ ４

ᆅ ⌫ 䝅 ス 䝔 䝮 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期または後期の

０ ４ 䛹䛱䜙かを選択

情 報 䝅 ス 䝔 䝮 概 論 ２ ０ ２

䝁 ン 䝢 䝳 ー 䝍 䜰 ー 䜻 䝔 䜽 䝏 䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 ッ ト 䝽 ー 䜽 ２ ０ ２

䝕 ー 䝍 䝧 ー ス と 情 報 検 ⣴ ２ ０ ２

䝥 䝻 䜾 ラ ミ ン 䜾 入 門 ② ０ ２

１䠊備考ḍの（　　　　　）印でᅖまれた科目は、（指定ඛ⾜科目）を⾲し、䛭の科目を受講する

　　前に必䛪履修しておかな䛡れ䜀な䜙ない科目を♧す。

２䠊備考ḍの㼇　　　　　㼉印でᅖまれた科目は、㼇必要ඛ⾜科目㼉を⾲し、䛭の科目を受講する前

　　に履修しておかな䛡れ䜀、䛭の科目の履修がᅔ㞴となる科目を♧す。

理
系
基
礎
科
目

（１）航空宇宙工学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

䠏６単位
以上

（必修２２
単位を含

む）（≀理学ᐇ㦂）

【注意事項】

備　　考

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

㼇⏕≀学A㼉または
㼇⏕≀学B㼉

ᆅ 学 ᐇ 㦂 ２

− 56 −



前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

工 学 倫 理 ② ２ ０

⎔ ቃ 倫 理 ② ０ ２

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

機 械 工 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 㟁 Ꮚ 䝕 䝞 イ ス ２ ２ ０

ナ 䝜 科 学 の す す め ２ ０ ２

䜶ン䝆䝙䜰のための䜻䝱䝸䜰䝕䝄イン ２ ２ ０

工 学 域 イ ン 䝍 ー ン 䝅 ッ 䝥 ２

䜶ン䝆䝙䜰のための⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

䜶ン䝆䝙䜰のための⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

機械及び航空宇宙海ὒ工学概論Ⅰ ② ２ ０

機械及び航空宇宙海ὒ工学概論Ⅱ ② ０ ２

䈜 機 械 工 స ᐇ 習 ② ４ ０

航 空 宇 宙 工 学 基 礎 ② ２ ０

䈜 航 空 宇 宙 工 学 ᐇ 㦂 Ⅰ ② ４ ０

䈜 航 空 宇 宙 工 学 ᐇ 㦂 Ⅱ ② ０ ４

䈜 䜶䜰䝻ス䝨ース䜶ン䝆䝙䜰䝸ン䜾セミナー ② ０ ２

䈜 航 空 宇 宙 工 学 卒 業 研 ✲ 䐤 １２ １２

䈜 航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅰ １ ２ ０

䈜 航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅱ １ ０ ２

䈜 航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅲ １ ２ ０

䈜 航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅳ １ ０ ２

䈜 航 空 宇 宙 工 学 情 報 ฎ 理 １ ０ ２

䈜 航 空 宇 宙 工 学 タ ィ 〇 ᅗ ② ４ ０

ὶ れ 学 ２ ２ ０

航 空 ὶ య ຊ 学 ２ ０ ２

Ẽ య ຊ 学 ２ ２ ０

ィ ⟬ ὶ య ຊ 学 ２ ０ ２

⇕ ຊ 学 䠝 ２ ０ ２

⇕ ὶ య ຊ 学 ２ ２ ０

航 空 宇 宙 推 進 工 学 ２ ０ ２

ᮦ ᩱ ຊ 学 䠝 ２ ２ ０

航 空 機 構 㐀 ຊ 学 ２ ０ ２

航 空 機 構 㐀 タ ィ ２ ２ ０

ⷧ ⫗ 構 㐀 䝎 イ ナ ミ 䜽 ス ２ ０ ２

᣺ ື 工 学 䠝 ２ ０ ２

ไ ᚚ 工 学 Ⅰ B ２ ２ ０

ไ ᚚ 工 学 Ⅱ B ２ ０ ２

航空宇宙機のຊ学とㄏ導ไᚚ ２ ０ ２

䝅 ス 䝔 䝮 工 学 Ⅰ 䠝 ２ ０ ２

䝅 ス 䝔 䝮 工 学 Ⅱ 䠝 ２ ２ ０

宇 宙 航 ⾜ ຊ 学 ２ ０ ２

宇 宙 ⎔ ቃ ฼ ⏝ 工 学 ２ ２ ０

宇 宙 情 報 通 ಙ 䝅 ス 䝔 䝮 工 学 ２ ０ ２

䈜 航 空 宇 宙 工 学 特 Ṧ 講 ⩏ Ⅰ ２ ０ ２

䈜 航 空 宇 宙 工 学 特 Ṧ 講 ⩏ Ⅱ ２ ２ ０

【注意事項】
１䠊科目␒ྕḍに䈜印のついた科目は、当該課程の学⏕䛰䛡が受講できる科目であることを♧す。
２䠊科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。
䠏䠊科目名にୗ⥺のᘬかれた科目は、配当年次に㐩していない学⏕がཎ๎として受講⏦ㄳをすることができない科目であることを♧す。

㻤11

㻤34

㻤42

㻤2㻥

㻤3㻜

㻤3㻣

㻤3㻤

㻤3㻥

㻤31

㻤32

㻤33

㻤41

㻤3㻢

㻤3㻡

㻤12

１４単位

６単位

４単位
以上

４単位
以上

４単位
以上

科目⩌中䜘䜚履修を
指定する単位数

備　考

䠏年次配当

第4年次

週　時　間　数

第1年次 第2年次

４単位
以上

（必修４単
位含む）

科目⩌中䜘䜚履
修を指定する単
位数を‶たした
䛖え、学域共通
科目、B䡚㻲⩌
中の科目お䜘
びྠ୍学類の
他課程専門科
目の中か䜙６単
位を修ᚓし、⥲
ィ䠑䠔単位以上
を修ᚓするこ
と。

（１）航空宇宙工学課程　専門科目ᶆ‽履修課程

学
域
共
通
科
目

1

2

3

科
目
⩌

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

4

㻡

㻢

㻣

６単位
以上

（必修２単
位含む）

㻤1㻡

㻤1㻢

科
目
␒
ྕ

第3年次

1㻜

学類
基盤
科目 㻣3

11

㻥

㻣1

㻣2

航
空
宇
宙
工
学
課
程

A

B

㻲

㻤

㻤2㻜

㻤1㻤

㻤1㻥

㻤1㻣

㻤13

㻤14

㻤2㻢

㻤2㻣

㻤2㻤

㻤21

４単位
以上

６単位
以上

㻤43

㻯䠉1

㻰䠉1

㻯䠉2

㻤22

㻤4㻜

㻤24

㻤2㻡

㻤23

E

㻰䠉2

履修単位
数を指定
しない
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

ᚤ ✚ ศ 学 Ⅰ 䐢 ４ ０

ᚤ ✚ ศ 学 Ⅱ ② ０ ２

⥺ ᙧ 数 学 Ⅰ ② ２ ０

⥺ ᙧ 数 学 Ⅱ 䐢 ０ ４

ᖖ ᚤ ศ ᪉ 程 ᘧ ２ ２ ０

複 ⣲ 解 ᯒ ２ ２ ０

䝧 䜽 ト ル 解 ᯒ ２ ２ ０

೫ ᚤ ศ ᪉ 程 ᘧ ２ ０ ２

フ ー 䝸 䜶 解 ᯒ ２ ０ ２

数 ್ 解 ᯒ ２ ２ ０

௦ 数 学 入 門 ２ ２ ０

ᗄ ఱ 学 入 門 ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

☜ ⋡ ⤫ ィ 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

ᅗ ᙧ 科 学 ２ ０ ２

≀ 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

≀ 理 学 A Ⅱ ② ０ ２

≀ 理 学 B ② ０ ２

≀ 理 学 㻯 ② ２ ０

≀ 理 学 ᐇ 㦂 ② ４ ０

≀ 理 学 演 習 ２ ２ ０

ᛂ ⏝ ≀ 理 ᐇ 㦂 ２ ４ ０

解 ᯒ ຊ 学 ２ ０ ２

基 礎 㔞 Ꮚ ຊ 学 ２ ２ ０

基 礎 ⤫ ィ ຊ 学 ２ ２ ０

໬ 学 A ２ ２ ０

໬ 学 B ２ ０ ２

໬ 学 ᐇ 㦂 ２ ０ ４

⏕ ≀ 学 A ２ ２ ０

⏕ ≀ 学 B ２ ０ ２

⏕ ≀ 学 ᐇ 㦂 ２ ０ ４

ᆅ ⌫ 䝅 ス 䝔 䝮 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期または後期の

０ ４ 䛹䛱䜙かを選択

情 報 䝅 ス 䝔 䝮 概 論 ２ ０ ２

䝁 ン 䝢 䝳 ー 䝍 䜰 ー 䜻 䝔 䜽 䝏 䝱 ２ ２ ０

情 報 䝛 ッ ト 䝽 ー 䜽 ２ ０ ２

䝕 ー 䝍 䝧 ー ス と 情 報 検 ⣴ ２ ０ ２

䝥 䝻 䜾 ラ ミ ン 䜾 入 門 ② ０ ２

１䠊備考ḍの（　　　　　）印でᅖまれた科目は、（指定ඛ⾜科目）を⾲し、䛭の科目を受講する

　　前に必䛪履修しておかな䛡れ䜀な䜙ない科目を♧す。

２䠊備考ḍの㼇　　　　　㼉印でᅖまれた科目は、㼇必要ඛ⾜科目㼉を⾲し、䛭の科目を受講する前

　　に履修しておかな䛡れ䜀、䛭の科目の履修がᅔ㞴となる科目を♧す。

理
系
基
礎
科
目

（２）海ὒ䝅ス䝔䝮工学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

備　　考
履修を

指定する
単位数

䠏６単位
以上

（必修２４
単位を含

む）

第4年次

（≀理学ᐇ㦂）

㼇⏕≀学A㼉または
㼇⏕≀学B㼉

【注意事項】

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第2年次 第3年次

ᆅ 学 ᐇ 㦂 ２
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

工 学 倫 理 ② ２ ０

環 境 倫 理 ② ２ ０

環 境 科 学 概 論 ２ ２ ０

機 械 工 学 概 論 ２ ２ ０

放 射 光 科 学 ２ ２ ０

一 般 電 子 デ バ イ ス ２ ２ ０

ナ ノ 科 学 の す す め ２ ０ ２

エンジニアのためのキャリアデザイン ２ ２ ０

工 学 域 イ ン タ ー ン シ ッ プ ２

エンジニアのための経済学Ⅰ ２ ２ ０

エンジニアのための経済学Ⅱ ２ ０ ２

機械及び航空宇宙海洋工学概論Ⅰ ② ２ ０

機械及び航空宇宙海洋工学概論Ⅱ ② ０ ２

※ 機 械 工 作 実 習 ② ４ ０

※ 海 洋 シ ス テ ム 工 学 基 礎 演 習 ① １ ０

※ 海洋システム工学プロジェクト演習Ⅰ ① ２ ０

※ 海洋システム工学プロジェクト演習Ⅱ ① ０ ２

※ 海 洋 プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 ① ０ ２ [プログラミング入門][数値解析]

海 洋 計 測 ② ０ ２ [確率統計基礎Ⅰ]

※ 海 洋 シ ス テ ム 工 学 実 験 ② ４ ０ [海洋システム工学プロジェクト演習Ⅰ・Ⅱ]

※ 海 洋 シ ス テ ム 工 学 総 合 演 習 ① ０ ２ [線形数学Ⅰ・Ⅱ][微積分学Ⅰ・Ⅱ]

[物理学AⅠ][物理学C]

[常微分方程式][偏微分方程式]

[フーリエ解析][複素解析]

[ベクトル解析]

※ 海 洋 シ ス テ ム 工 学 卒 業 研 究 ⑥ ８ １６

海 洋 シ ス テ ム 工 学 基 礎 ② ２ ０ [微積分学 I・II][線形数学 I・II]

材 料 力 学 Ｂ ② ０ ２ [常微分方程式]

構 造 力 学 Ⅰ ２ ２ ０

構 造 力 学 Ⅱ ２ ０ ２

海 洋 空 間 利 用 工 学 ２ ２ ０

振 動 工 学 Ｂ ② ０ ２ [常微分方程式]

浮 体 運 動 学 ２ ２ ０

流 体 力 学 Ⅰ Ａ ② ０ ２ [偏微分方程式][複素解析]

流 体 力 学 Ⅱ Ａ ２ ２ ０

流 体 力 学 Ⅲ ２ ０ ２

船 舶 流 体 力 学 ２ ０ ２

シ ス テ ム 工 学 Ⅰ Ｂ ② ２ ０ [数値解析][ベクトル解析]

シ ス テ ム 工 学 Ⅱ Ｂ ２ ０ ２

シ ス テ ム 設 計 工 学 Ａ ２ ２ ０

海 洋 環 境 学 ② ０ ２ [数値解析]

海 洋 生 態 工 学 ２ ０ ２

海 洋 情 報 処 理 ２ ０ ２

海 洋 物 理 学 ２ ２ ０

海 洋 資 源 工 学 ２ ２ ０

海洋システム工学科学技術英語 ② ２ ０

船 舶 工 学 特 殊 講 義 ２ ０ ２

海 洋 工 学 特 殊 講 義 ２ 0 ２

◎専門科目の中に記載されている科目以外に、大阪市立大学との単位互換科目（第４年次配当）があり、卒業要件の総計単位数の中に含むことができる。

【注意事項】
１．備考欄の[　　　　　]印で囲まれた科目は、[必要先行科目]を表し、その科目を受講する前に履修しておかなければ、その科目の
　　履修が困難となる科目を示す。
２．科目番号欄に※印のついた科目は、当該課程の学生だけが受講できる科目であることを示す。
３．科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。
４．科目名に下線の引かれた科目は、配当年次に達していない学生が原則として受講申請をすることができない科目であることを示す。

936

科目群中より履
修を指定する単
位数を満たした
うえ、学域共通
科目、課程専門
科目および同一
学類の他課程専
門科目（４単位ま
で）の中から６単
位を修得し、総
計５８単位以上を
修得すること。

938

937

912

４２単位
以上

（必修２９
単位含む）

926

927

928

930

931

932

940

929

911

934

海
洋
シ
ス
テ
ム
工
学
課
程

924

913

915

916

917

914

923

918

919

920

933

939

921

922

925

935

8

学類
基盤
科目

71

６単位72

73

４単位
以上

（必修４単
位含む）

10

11

9

4

5

6

7

３年次配当

学
域
共
通
科
目

3

1

2

（２）海洋システム工学課程　専門科目標準履修課程

科
目
番
号

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次科
目
群

備　　　考
科目群中より履修を

指定する単位数
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期

後
期

前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

常 微 分 方 程 式 ２ ２ ０

複 素 解 析 ２ ２ ０

ベ ク ト ル 解 析 ２ ２ ０

偏 微 分 方 程 式 ２ ０ ２

フ ー リ エ 解 析 ２ ０ ２

数 値 解 析 ２ ２ ０

代 数 学 入 門 ２ ２ ０

幾 何 学 入 門 ２ ２ ０

確 率 統 計 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

確 率 統 計 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

図 形 科 学 ２ ０ ２

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ② ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 C ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ４ ０

物 理 学 演 習 ２ ２ ０

応 用 物 理 実 験 ２ ４ ０

解 析 力 学 ２ ０ ２

基 礎 量 子 力 学 ２ ２ ０

基 礎 統 計 力 学 ２ ２ ０

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期または後期の

０ ４ どちらかを選択

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

コンピュータアーキテクチャ ２ ２ ０

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ２

デ ー タ ベ ー ス と 情 報 検 索 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１．備考欄の（　　　　　）印で囲まれた科目は、（指定先行科目）を表し、その科目を受講する

　　前に必ず履修しておかなければならない科目を示す。

２．備考欄の[　　　　　]印で囲まれた科目は、[必要先行科目]を表し、その科目を受講する前

　　に履修しておかなければ、その科目の履修が困難となる科目を示す。

ただし、備考欄に
「◎」のついた７科
目から８単位以上
修得しなければな
らない。
また、備考欄に
「◎」のついた７科
目と必修の９科目
の合計１６科目を
除く２２科目から４
単位以上修得し
なければならな
い。

３６単位
以上

（必修２２単位を
含む）

理
系
基
礎
科
目

（３）機械工学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

備　　考
履修を指定する
単位数

第4年次

（物理学実験）

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

【注意事項】

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第2年次 第3年次

[生物学A]または
[生物学B]

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

工 学 ೔ 理 ② ２ ０

⎔ ቃ ೔ 理 ② ０ ２

⎔ ቃ 科 学 概 論 ２ ２ ０

ᨺ ᑕ ග 科 学 ２ ２ ０

୍ ⯡ 㟁 子 デ 䝞 䜲 ス ２ ２ ０

䝘 䝜 科 学 の す す 䜑 ２ ０ ２

エン䝆䝙アのた䜑のキャリアデ䝄䜲ン ２ ２ ０

工 学 ᇦ 䜲 ン タ ー ン シ ッ プ ２

エン䝆䝙アのた䜑の⤒῭学Ⅰ ２ ２ ０

エン䝆䝙アのた䜑の⤒῭学Ⅱ ２ ０ ２

機械ཬ䜃⯟✵Ᏹᐂᾏὒ工学概論Ⅰ ② ２ ０

機械ཬ䜃⯟✵Ᏹᐂᾏὒ工学概論Ⅱ ② ０ ２

䈜 機 械 工 స 実 習 ② ０ ４

䈜 機 械 タ 計 〇 図 演 習 Ⅰ ② ４ ０

※ 機 械 タ 計 〇 図 演 習 Ⅱ ② ０ ４

※ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ② ４ ０

※ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ② ０ ４

※ 機 械 工 学 ⥲ 合 演 習 Ⅰ 䐟 ２ ０

※ 機 械 工 学 ⥲ 合 演 習 Ⅱ 䐟 ０ ２

※ 機 械 工 学 ༞ ᴗ ◊ ✲ 䐤 ８ １６

䈜 機 械 工 学 ᢏ ⾡ ⱥ ㄒ ② ２ ０

ᮦ ᩱ 力 学 入 門 ② ０ ２

⇕ 力 学 入 門 ② ０ ２

機 械 力 学 入 門 ② ０ ２

ὶ య 力 学 Ⅰ 䠞 ② ２ ０

ᮦ ᩱ 力 学 䠟 ２ ２ ０

⇕ 力 学 䠞 ２ ２ ０

機 械 力 学 ２ ２ ０

機 械 タ 計 ２ ２ ０

ຍ 工 ཎ 理 ２ ２ ０

シ ス テ ム ไ ᚚ 学 Ⅰ ２ ２ ０

ὶ య 力 学 Ⅱ 䠞 ２ ０ ２

シ ス テ ム タ 計 工 学 䠞 ２ ０ ２

機 械 ᮦ ᩱ ２ ０ ２

機 械 計   工 学 ２ ０ ２

⎔ ቃ 工 学 ２ ２ ０

⎔ ቃ ಖ ඲ 工 学 ２ ０ ２

ఏ ⇕ 工 学 ２ ０ ２

シ ス テ ム ไ ᚚ 学 Ⅱ ２ ０ ２

⇞ ↝ 工 学 ２ ２ ０

生 ⏘ シ ス テ ム 工 学 ２ ２ ０

ᙎ ᛶ 力 学 ２ ２ ０

エ ネ ル 䜼 ー シ ス テ ム 工 学 ２ ２ ０

エ ネ ル 䜼 ー ኚ ᥮ 工 学 ２ ２ ０

⢭ ᐦ 機 械 工 学 ２ ２ ０

機 械 工 学 ≉ Ṧ 講 ⩏ ２ ２ ０

䝞 䜲 䜸 プ ロ 䝎 ク シ 䝵 ン 工学 ２ ２ ０

◎専門科目の୰にグ㍕䛥れている科目以እに、኱㜰ᕷ❧኱学との単位஫᥮科目（第４年次㓄ᙜ）が䛒䜚、༞ᴗ要௳の⥲計単位数の୰に含む䛣とがで䛝る。

【注意事項】
１．科目␒ྕ欄に䈜印のついた科目は、ᙜヱ課程の学生だけが受講で䛝る科目で䛒る䛣とを示す。
２．科目ྡ⛠、㓄ᙜ期䞉㓄ᙜ年次は、ኚ᭦䛥れる䛣とが䛒る。
３．科目ྡにୗ線のᘬかれた科目は、㓄ᙜ年次に㐩していない学生がཎ๎として受講⏦ㄳをする䛣とがで䛝ない科目で䛒る䛣とを示す。

８単位
以上

1㻜2㻢

1㻜2㻣

1㻜22

1㻜23

1㻜44

1㻜24

1㻜2㻡

1㻜3㻜

1㻜3㻢

1㻜3㻣

1㻜41

1㻜42

1㻜2㻤

1㻜2㻥

1㻜31

科目⩌୰䜘䜚履
修を指定する
単位数を‶たし
た䛖䛘、学ᇦඹ
㏻科目、B、C
⩌୰の科目お
䜘䜃ྠ୍学㢮
の௚課程専門
科目の୰から４
単位を修得し、
⥲計䠑８単位以
上を修得する䛣
と。

1㻜11

1㻜12

1㻜13

1㻜14

1㻜1㻡

1㻜1㻢

1㻜1㻣

1㻜1㻤

1㻜1㻥

1㻜2㻜

1㻜21

備　考

３年次㓄ᙜ

科目⩌୰䜘䜚履修を
指定する単位数

㻣1

第4年次
科　　　　目

週　時　間　数

第1年次
科
目
␒
ྕ

４単位
以上

（必修４単
位含む）㻤

㻥

1㻜

６単位

単
位

（
○
印
必
修

）

（３）機械工学課程　専門科目ᶆ‽履修課程

機
械
工
学
課
程

A

㻌
B

C

学
ᇦ
ඹ
㏻
科
目

学㢮
基┙
科目

㻡

㻢

㻣

第2年次 第3年次

11

１６単位

２０単位
以上
（必修１０
単位を含
む）

科
目
⩌

1㻜43

㻣2

1

2

3

1㻜3㻥

1㻜4㻜

㻣3

1㻜32

1㻜33

1㻜34

1㻜3㻡

1㻜3㻤
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表６　　教職用に開設している専門基礎科目、専門科目（標準履修課程記載以外の科目）

課 程 名 科目名（科目区分） 注　　意

情報工学課程 情報と職業（専門科目）

代数学入門（専門基礎科目）

幾何学入門（専門基礎科目）

職業指導（専門科目）

電子物理工学課程 職業指導（専門科目）

応用化学課程 職業指導（専門科目）

化学工学課程 職業指導（専門科目）

マテリアル工学課程 職業指導（専門科目）

航空宇宙工学課程 職業指導（専門科目）

幾何学（専門科目）

職業指導（専門科目）

幾何学（専門科目）

職業指導（専門科目）

左記の科目は、各課程がそれぞれ
教職用に開設している科目です。
受講しても進級要件及び卒業要件
に含まれません。

電気電子システム工学課程

海洋システム工学課程

機械工学課程
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表７ 電気事業法の規定に基づく科目 

【電気電子システム工学課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎印は必修科目 ○印は選択科目 

区  分  授 業 科 目 名 履修単位 備考 

① 

理 

論 

◎ 

科 

目 

電磁気学ⅠＡ 2  

電磁気学ⅡＡ 2  

電気回路Ａ 2  

電気回路Ｂ 2  

電気電子計測 2  

電気電子システム工学基礎実験 2  

小    計 12  

○ 

科 

目 

電気数学 2  

電子回路Ａ 2  

半導体エレクトロニクス 2  

電磁波工学 2  

通信システム 2  

小    計 10  

計  22  

② 

電 

力 

 

◎ 

科 

目 

エネルギー工学 2  

電力工学 2  

電気電子システム工学実験I 2  

小    計 6  

○ 

科 

目 

エネルギーシステム工学 2  

エネルギー変換工学 2  

電力システム工学 2  

小    計 6  

計  12  

③ 

機 

械  

◎ 

科 

目 

電気機器工学 2  

パワーエレクトロニクス 2  

制御工学ⅠＡ 2  

制御工学ⅡＡ 2  

電気電子システム工学実験Ⅱ 2  

小    計 10  

○ 

科 

目 

電気化学 2  

光波電子工学 2  

情報理論Ｂ 2  

符号理論 2  

電気応用設計および演習 2  

小    計 10  

計  20  

④ 

法 

規 

◎ 

科 

目 

電気法規 2  

小    計 2  

計  2  

合   計  56  
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表８ 無線従事者規則に基づく科目 

【電気電子システム工学課程】 

 
 

区分 卒業者の履修する科目及び時間数等    

基 

礎 

専 

門 

教 

育 

科 

目 

認定科目 履修科目名 取得単位 時間 備考 

数  学 

微積分学Ⅰ 4 60  

微積分学Ⅱ 2 30  

フーリエ解析 2 30  

常微分方程式 2 30  

偏微分方程式 2 30  

複素解析 2 30  

数値解析 2 30  

確率統計基礎Ⅰ 2 30  

情報理論Ｂ 2 30  

（210時間以上） 小  計 20 300  

物  理 

物理学Ｂ 2 30  

物理学実験 2 60  

物理学IＡ 2 30  

物理学ⅡＡ 2 30  

物理学演習 2 30  

応用物理実験 2 60  

基礎量子力学 2 30  

（105時間以上） 小  計 14 270  

電気磁気学 

電気数学 2 30  

電磁気学ⅠＡ 2 30  

電磁気学ⅡＡ 2 30  

電磁波工学 2 30  

（120時間以上） 小  計 8 120  

半導体及び電子管並び

に電子回路の基礎 

電子回路Ａ 2 30  

半導体エレクトロニクス 2 30  

光エレクトロニクス 2 30  

（90時間以上） 小  計 6 90  

電気回路 

電気回路Ａ 2 30  

電気回路Ｂ 2 30  

光波電子工学 2 30  

通信システム 2 30  

制御工学IＡ 2 30  

（120時間以上） 小  計 10 150  

電気磁気測定 

電気電子計測 2 30  

電気電子システム工学基礎実験 2 60  

電気電子システム工学実験I 2 60  

電気電子システム工学実験Ⅱ 2 60  

電気応用設計および演習 2 30  

（180時間以上） 小  計 10 240  

計 68 1170  
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【電子物理工学課程】 
区分 卒業者の履修する科目及び時間数等    

基 

礎 

専 

門 

教 

育 

科 

目 

認定科目 履修科目名 取得単位 時間 備考 

数  学 

微積分学Ⅰ 4 60  

微積分学Ⅱ 2 30  

フーリエ解析 2 30  

常微分方程式 2 30  

偏微分方程式 2 30  

複素解析 2 30  

数値解析 2 30  

確率統計基礎Ⅰ 2 30  

（210時間以上） 小  計 18 270  

物  理 

物理学Ｂ 2 30  

物理学実験 2 60  

物理学IＡ 2 30  

物理学ⅡＡ 2 30  

物理学演習 2 30  

応用物理実験 2 60  

基礎量子力学 2 30  

統計物理学ⅠＡ 2 30  

（105時間以上） 小  計 16 300  

電気磁気学 

電磁気学ⅠＢ 2 30  

電磁気学ⅡＢ 2 30  

電磁波࣭光学 2 30  

電磁気学演習 2 30  

量子力学ⅠＡ 2 30  

量子力学ⅡＡ 2 30  

（120時間以上） 小  計 12 180  

半導体及び電子管並び

に電子回路の基礎 

㞟積回路࢖ࣂࢹス 2 30  

気体エレクトロニクス 2 30  

電子回路Ｂ 2 30  

光エレクトロニクス 2 30  

半導体エレクトロニクス 2 30  

ᅛ体エレクトロニクス 2 30  

（90時間以上） 小  計 12 180  

電気回路 

電気回路ධ門 2 30  

  ーエレクトロニクス 2 30࣡ࣃ

量子࢖ࣂࢹス 2 30  

光࢖ࣂࢹス 2 30  

（120時間以上） 小  計 8 120  

電気磁気測定 

電子物理工学実験Ⅰ 2 60  

電子物理工学実験Ⅱ 2 60  

電子物理計測 2 30  

電気応用設計および演習 2 30  

（180時間以上） 小  計 8 180  

計 74 1230  
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䊣䠊኱㜰ᗓ❧኱Ꮫᒚಟつ⛬ 

 

(㊃᪨) 

第１条 この規程は、኱㜰ᗓ❧኱学学則(ᖹ成 17 年公❧኱学法ே኱㜰ᗓ❧኱学規程第 47 号㸦以下ࠕ学

則ࠖという。)第 31 条第１項の規定に基࡙き、኱㜰ᗓ❧኱学において㛤タする授業科目の履修に㛵

し必要な事項を定める。 

(㛤タ科目等) 

第２条 授業科目の༊ศ及び㛤タする学域、㧗等教育᥎㐍ᶵ構は、別表 1のとおりとする。 

(必修、㑅ᢥ及び⮬由科目の༊ศ) 

第３条 㛤タする授業科目の単位、必修科目、㑅ᢥ科目及び⮬由科目の༊ศその他履修に必要な事項

は、኱㜰ᗓ❧኱学⌧代࣒ࢸࢫࢩ科学域規程、኱㜰ᗓ❧኱学ᕤ学域規程、኱㜰ᗓ❧኱学生࿨⎔ቃ科学

域規程、኱㜰ᗓ❧኱学ᆅ域保೺学域規程(以上を⥲⛠してࠕ学域規程ࠖという。)及び㧗等教育᥎㐍

ᶵ構規程並びに履修要項で定める。 

２ ㈨格科目の履修に必要な事項は、㈨格科目履修要項で定める。 

３ 学則第 34 条第１項及び第 35 条第１項の規定により኱㜰ᗓ❧኱学の学生が履修することができる

他の኱学等の授業科目及び単位は、学域規程及び㧗等教育᥎㐍ᶵ構規程において定める。 

(外ᅜே␃学生に対する㛤タ科目の≉౛) 

第㸲条 外ᅜே␃学生のためのඹ㏻教育科目の履修の≉౛の授業科目(以下ࠕ≉౛科目ࠖという。)及

び単位は別表２のとおりとする。 

２ ≉౛科目は、㧗等教育᥎㐍ᶵ構が㛤タする。 

３ ≉౛科目の履修により修得した単位は、別表２ྑḍに掲げる科目の単位に代えることができる。 

(⮬由㑅ᢥᯟ) 

第㸳条 学域規程により⮬由㑅ᢥᯟとして定める単位を修得した場合は、これを卒業所要単位として

㸲単位ࡲで算ධすることができる。 

２ ⮬由㑅ᢥᯟとして定めることができる科目は、他学域のᑓ㛛科目並びに学域の他の学㢮が㛤タす

るᑓ㛛科目、ඹ㏻教育科目及び⌧代࣒ࢸࢫࢩ科学域規程において定める他学㢮ᑓ㛛科目とする。 

３ 前項に規定する他学域のᑓ㛛科目及び学域の他の学㢮が㛤タするᑓ㛛科目について、学生が履修

できる授業科目のྡ⛠及び単位については、別に定める。 

(受講申請) 

第６条 学生は、履修する授業科目を定めて所定の時期に受講の申請を行い、担当教ဨの承認を受け

なければならない。 

２ 授業時間が㔜」する２以上の授業科目の受講を申請することはできない。 

(履修科目の受講申請の上㝈) 

第㸵条 学生が 1年間に履修科目として受講申請することができる単位数は、⮬由科目及び㑅ᢥ科目

のうち別に定める科目を㝖き、年間 50 単位ࡲでとする。ただし、１年次においては、前期 24 単位、

ᚋ期 26 単位ࡲでとし、２年次以㝆の前期及びᚋ期の単位数については、履修要項において定める。 

２ 前項の規定に㛵わらࡎ、教育ㄢ程の⦅成上やむを得ない場合に㝈り、２年次以㝆の≉定の学年に

おいて、年間 50 単位を㉸えて上㝈を定めることができる。 

３ 所定の単位をඃれた成績をもって修得した学生については、前２項に規定する単位数の上㝈を㉸

えて履修科目の受講申請を認めることができる。 

㸦授業の方法㸧 

第㸶条 授業は、学則第32条第１項に規定する方法により行うものとする。 

２ 学則第 32 条第２項の規定に基࡙き、ከᵝな࣓࢔࢕ࢹを㧗度に฼用して、ྛ࢟ࣕࣥࢫࣃの教ᐊにお

いて、ྠ時かつ཮方ྥの授業を行う場合がある。 

３ 前項に規定する授業の授業科目のྡ⛠及び単位数は、別に定める。 
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(単位算定基準) 

第 9 条 授業科目の単位の算定は、１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を

考慮して、次に掲げる基準により単位数を計算するものとする。ただし、卒業論文、卒業研究等の

授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合

には、これらに必要な学修等を考慮して学域規程の定めるところにより、単位を算定することがで

きる。 

(１) 講義及び演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって１単位とする。 

(２) 実験、実習及び実技については、30 時間から 45 時間の授業をもって 1単位とする。 

(３) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行

う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して 1単位とする。 

(成績評価基準等の明示) 

第 10 条 授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画は、学生に対してあらかじめ明示するものと

する。 

２ 学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に

対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものとする。 

(試験) 

第 11 条 学修の評価は、試験により行う。ただし、授業科目により、他の方法をもって試験に代える

ことができる。 

(試験の時期) 

第 12 条 試験は、学期末又は学年末に行う。ただし、授業担当者が必要と認めるときは、随時に行う

ことができる。 

(試験の時期等の公示) 

第 13 条 試験を行う授業科目、日時その他必要な事項は、その都度公示するものとする。 

(成績の評価) 

第 14 条 成績は、100 点満点とする点数で次表のとおり評価し、60 点以上を合格とする。 

評語 GP 点数 

A＋ 4 100 点以下 90 点以上 

A 3 90 点未満 80 点以上 

B 2 80 点未満 70 点以上 

C 1 70 点未満 60 点以上 

D 0 60 点未満 

(再試験) 

第 15 条 不合格となった科目については、再試験を行うことがある。 

(追試験) 

第 16 条 病気、その他やむを得ない理由により試験を欠席した場合には、追試験を行うことがある。 

(単位の授与) 

第 17 条 第６条第１項の規定による受講の承認を得て試験に合格した者には、所定の単位を与えるも

のとする。 

(不合格者及び未受験者の再履修) 

第18条 試験に合格しなかった者及び試験を受けなかった者が当該授業科目を再履修しようとすると

きは、改めて第６条第１項の規定により受講を申請しなければならない。 

 

 

附則          略 

別表          略 
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Ⅴ．大阪府立大学工学域規程 

（㊃᪨） 

第１条 この規⛬は、大阪府立大学学則第５条第３項の規定に基࡙ࡁ、ᕤ学域（以ୗࠕ学域ࠖという。）に

関し必要な事項を定める。 

（教育目ⓗ） 

第２条 科学とᢏ⾡の⼥合領域࡛あるᕤ学において、┿理の᥈究と▱の๰㐀を㔜どし、自然⎔ቃとㄪ࿴す

る科学ᢏ⾡のⓎ展をᅗり、ᣢ⥆可⬟な社会のⓎ展と文化の๰㐀に㈉⊩することをࡑの基ᮏの理ᛕとする。

この理ᛕのࡶと࡛教育をᐇ㊶し、ᖜᗈい⥲合ⓗ▱㆑及びᕤ学ศ㔝の専門▱㆑に基࡙いてၥ㢟を認㆑し、

ホ౯し、ゎỴする基ᮏⓗな⬟ຊをᇵい、๰㐀ᛶとಶᛶをఙばし、㇏࠿な教養、㧗い೔理ほと専門⬟ຊを

වࡡഛえた人ᮦを育ᡂする。 

（学類及びㄢ⛬） 

第３条 学域に⨨ࡃ学類及びㄢ⛬は、次のとおりとする。 

学  類 ㄢ   ⛬ 

電気電子系学類 

 

 

情報ᕤ学ㄢ⛬ 

電気電子ࢩス࣒ࢸᕤ学ㄢ⛬ 

数理ࢩス࣒ࢸㄢ⛬ 

電子物理ᕤ学ㄢ⛬ 

物質化学系学類 

 

 

ᛂ⏝化学ㄢ⛬ 

化学ᕤ学ㄢ⛬ 

 ⛬ルᕤ学ㄢ࢔ࣜࢸ࣐

機械系学類 

 

 

⯟✵Ᏹᐂᕤ学ㄢ⛬ 

ᾏὒࢩス࣒ࢸᕤ学ㄢ⛬ 

機械ᕤ学ㄢ⛬ 

２ 学類及びㄢ⛬の教育目ⓗ及び教育目ᶆは、履修要項において定める。 

３ ୺専ᨷとは別にᖜᗈい領域を学ࡪ๪専ᨷを⨨ࡃことが࡛ࡁる。 

４ 前項の๪専ᨷに必要な事項については、履修要項において定める。 

（入学者の選考） 

第４条 入学者の選考は、教授会において行う。 

（所ᒓするㄢ⛬のỴ定） 

第５条 学生が２年次࠿ら所ᒓするㄢ⛬は、学生のᕼ望及び学業ᡂ⦼ࡑの他学域が定める要件に基࡙いて、

教授会において選考の上、学域長がỴ定する。 

２ 前項に規定する要件及び選考の時期は、履修要項において定める。 

（授業科目） 

第６条 学生が履修する授業科目は、共通教育科目、専門基礎科目及び専門科目とする。 

２ 前項に定めるࡶのの࠿࡯、学生は、㈨᱁科目を履修することが࡛ࡁる。 

（授業科目及び単位） 

第㸵条 学域が開設する専門基礎科目及び専門科目の授業科目及びࡑの単位は、別⾲のとおりとする。 

２ 大阪府立大学学則第�4条に規定する他の大学又は▷期大学における科目の履修に関し、学生が履修࡛

 。の単位は別に定めるࡑる授業科目とࡁ

（授業科目の履修） 

第８条 授業科目の履修に関し必要な事項は、大阪府立大学履修規⛬（以ୗࠕ履修規⛬ とࠖいう。）及びこ

の規⛬に定めるࡶのの࠿࡯、履修要項において定める。 

２ 履修規⛬第㸵条第３項に規定する所定の単位をඃれたᡂ⦼をࡶって修得した学生の選定は、教授会の

議を経て、学域長が行う。 

（㐍⣭要件） 

第㸷条 ４年次に㐍⣭するためには、履修要項の定めるところにより、��2 単位以上を修得しなければな

らない。 
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（卒業要件） 

第１０条 卒業するためには、履修要項の定めるところにより、次の単位を修得しなければならない。 

２ 自由選択枠として認める単位は、共通教育科目の所要単位を超えて修得した単位並びに他学類又は他

学域が開設する専門科目を履修し修得した単位とする。 

(早期卒業) 

第１１条 大阪府立大学学則第48条第2項に規定する卒業に関し必要な事項は、教授会が別に定める。 

(前期終了時の卒業) 

第１２条 修業年限以上在学し、学年の前期終了時に第１０条に規定する卒業要件を満たした者について

は、教授会の議を経て、当該前期終了時に学長が、卒業を認める。 

２ 前項の場合において、学生は所定の時期に学域長あてに申請を行わなければならない。 

(転学域) 

第１３条 転学域は、教授会及び学生が志望する学域の教授会の承認があった場合に限り、学長が、これ

を許可する。 

(転学類) 

第１４条 転学類は、教授会の承認があった場合に限り、学域長が、これを許可する。 

(科目等履修生、研究生及び特別聴講学生) 

第１５条 科目等履修生、研究生及び特別聴講学生の選考は、教授会において行う。 

 

 

附  則         略 

 

               別  表         略 

科目／学類 電気電子系学類 
物質化学系 

学類 
機械系学類 

共
通
教
育
科
目 

導入科目 初年次ゼミナール ２単位 ２単位 ２単位 

教養科目 

人文社会科学系科目 ６ 
単位 

１４ 
単位 

６ 
単位 

１４
単位 

６ 
単位 

１４
単位 

教養展開科目 

自然科学・複合領域系科目 ― ― ― 

基盤科目 

外国語科目（初修外国語） ― ― ― 

健康・スポーツ科学科目 ― ― ― 

外国語科目（英語） １２単位 １２単位 １２単位 

情報基礎科目 ２単位 ２単位 ２単位 

専門基礎科目 理系基礎科目 ３６単位 ３６単位 ３６単位 

専門科目 ５８単位 ５８単位 ５８単位 

自由選択枠 ４単位 ４単位 ４単位 

合計単位数 １２８単位 １２８単位 １２８単位 
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大阪府立大学 工学域 

教育推進課 教務グループ 

ＴＥＬ ０７２－２５４－７５１１（直通） 

ＦＡＸ ０７２－２５４－８３４９ 

http://www.osakafu-u.ac.jp/academics/college/ce/index.html 




